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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　雪は昨日の夜半にはやんでいた。朝もからりと晴れていたから、みんな今日一日くらいはいい天気だろうと期待していたのだが、いざ見送りの段になって、また白い粉雪がちらつきはじめた。

　アウルは抜ぬけるような青空を背景にした雪山の景色が大好きだったから、最後に見る風景が灰色で閉ざされてしまうのは残念だった。でも、まあ、とてもらしいとは思う。悪くない。

「元気でな！」

「ちゃあんと、勉強するんですよ。できなかったらご飯を一品抜いてさしあげますからねえ──あいたっ！」

　見送りに来た子供たちのうちひとりがジェシカ先生の物もの真似まねをして、後ろから本人にこっぴどく叩たたかれた。頰ほっぺたの赤い子供たちが笑い声をあげる中、しかし誰だれよりも厳しかったそのジェシカ先生が目に涙なみだを溜ためているのがアウルには意外だった。そんなにぼく、愛されていたっけ？　むしろ、逆だと思っていたんだけど。

「あんたって子はおしゃべりなくせに、肝かん心じんなところではっきりしないんだから……とても心配よ。いじめられないようにするのよ。いつだって胸をしゃんと張って。ああ、もう、旅立ちのときに何てだらしない！」

　ジェシカ先生はアウルの身だしなみを手で乱暴に、しかし時間をかけて整えてくれた。

「アウルなら町にいったって優等生よね、きっと。家と学校を往復して勉強ばかりしてたって、あんまり面おも白しろくないわよ。あーあ、もったいない！」

　女の子の代表格であるアンナが言う。意地悪するみたいな台詞せりふだったが、それはおそらくアウルがうらやましかったからだろう。都会の人間よりも、自分のほうがよほど都会派であることを自じ認にんしてやまない彼女は、誰よりもこの雪山から出ていきたがっていたのだ。いまも胸には「連合の社交界で流行はやっている」というブローチを下げていたが、どうにもまゆつばものだ。

「アウル、向こういったら何か珍めずらしいもの買ってきて！」

「お土産みやげ、お土産！」

　年少の子供たちはもっと単純で、跳とびはねながらそんなおねだりをした。今日も朝っぱらから雪ゆき滑すべりをして遊んでいたのか、鼻の頭がひりひりと雪焼けしている。アウルは笑って、「すぐ帰れるわけじゃないんだよ」と教えたのだが、あまりわかってくれたふうではない。

　さて、そろそろ出発──と思った矢先、

「カルマさまがいらしたぞ！」

　誰かが叫さけんで、アウルはどきりとなった。時間があれば見送りにいく、とはカルマ自身が言っていたことだが、まさか多た忙ぼうを極きわめる地方領主が自分の見送りにやってくるなどとは到とう底てい信じられなかった。しかし道を滑るようにしてこちらにやってくる、背せ丈たけの高い、どこかずんぐりした車はまさにウェイン家のものだ。

「アウルを乗せてってくれるのかな？」

「まさか！　法律がまた厳しくなったんだ。庶しよ民みんを車とか列車に乗せたら駄だ目めだってよ」

「ぼく、車のおもちゃ持ってる！　誰か捕つかまえて！」

「じゃあ、捕まえてやるよ！」

　冗じよう談だん好きなくせに、そうして誰かに冗談につき合ってもらって、多少乱暴にされでもすると、すぐに大声で泣くのが七歳のジムだった。

「静かにしてらっしゃい！　ウェインさまの前ですよ！」

　ジェシカ先生がいつもどおりに怒ど鳴なり、いつもどおりに皆みながしゃきっとする。運転手が降りてきて、車のドアを開けた。カルマが長身を折り曲げながら降りてきて──またアウルはドキッとした──、その後ろから、真っ赤な上着を羽織ったサラが跳はねるようにして降りてくる。夏の終わりに会ったときには長く伸のばしていたきらきらの髪かみを、いまはひとつの房ふさに編みこんでいた。そっちのほうが似合う、と思ったが、いつも無作法を彼女に怒おこられるのでアウルはあえて黙だまっていた。

　カルマは行ぎよう儀ぎよく並んだ皆を見み渡わたして、

「おや、みんな大人おとなしいね。こわーい先生に叱しかられたばっかりかな」

　にやっとした。ジェシカ先生が赤くなってそっぽを向く。皆がうつむいたり、正面を向いたままくすくす笑う。カルマは真顔になって涙を堪こらえているジムの頰ほおを指で拭ぬぐってから、アウルのほうを向いて──いきなり抱だきしめてくれた。

「いよいよだな、アウル」

　はい、と答えるつもりだったが、意外に強く抱きしめられたので言葉が出ない。おほん、というジェシカ先生の咳せき払ばらいは「返事をしないと失礼ですよ」と言いたいんだろうけど、これじゃしようがない。

「しっかり勉強してこいよ。おまえのことだから、勉強、というと学校でする勉強だけ生き真ま面じ目めにやりそうだけど、それだけが学ぶということじゃない。ザーロフではそれこそ色々なものが学べるはずだ。しっかり目を見開いて、耳を澄すまして、そして何より大事なのは、自分の足で踏ふみしめて！──先生からだけじゃなく、自分のほうから多くのものを吸収するんだ」

「は、はい」

　カルマがようやく腕うでをゆるめてくれたので、今度はきちんと返事ができた。それからカルマは後ろにいた娘むすめを目で促うながすようにしたが、当のサラはそっぽを向いたまま、寒そうに手を擦こすり合わせたり、左右の足で交こう互ごに雪を踏み鳴ならしたり。
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「サラ、アウルとは当分お別れなんだぞ」

　父親にそう言われても、「そう？」と言うだけであまり気乗りしない様子だ。

「いいさ、放ほっとけよ」サラとあまり気が合わない年長者が小声でつぶやいた。「どうせアウルになんか興味ないんだろ」

　それはサラを非難するに留とどまらず、アウル自身をも傷つけかねない台詞だったが、おおむねはアウルも彼と同意見だった。ここに来ただけでも相当の驚おどろきなのだ。

「じゃあ、みんな、アウルにプレゼントを手て渡わたして」

　ジェシカ先生が手を叩たたいて言った。さっきから道の向こうで待っている馬車の御ぎよ者しやが、寒そうに手足をもじもじさせているのを見かねたのだろう。

　みんながそれぞれ一枚ずつ描えがいた、アウルの似顔絵を手渡してくれた。お絵え描かきの得意なキスラが描いたアウルの顔は驚くほどよく似ていたし（「ちょっとかっこよすぎない？」とアンナが文句をつけた）、年少者組のほうは眼鏡めがねをかけていなければもはや誰だれだかわからないような絵だったが、それでも元気があふれ返りそうに多た彩さいな色が躍おどり、見ているだけで楽しくなる。皆、互たがいの絵を見ながらわいわいと批評し合ったりしていたが、

「アウル、みんなに挨あい拶さつは？」

　ジェシカ先生が言うと、旅立ちのときがいよいよ来たと悟さとって静かになった。

「いろいろ考えてきたんだけど」アウルは笑った。「照れ臭くさくなるから、いいや。もう絶対に会えない、ってわけじゃないから。また今度ね」

「そりゃないよ」

「いや、アウルらしいぜ」

「お土産みやげ！　絶対だよ！」

「アウル！　手紙くらいよこせよな！　おれ、字、あんまり読めないけど！」

　ひょうきん者が笑わせる中、アウルは馬車に向かって歩いていた。雪に刻まれた足あし跡あとが増えるたび、みんなとの別れが近づいてくる。

　アウルは天てん蓋がいつきの馬車に乗りこんだ。窓のカーテンを開けて、近くまで走り寄ってきていた子供たちに手を振る。サラは父親と並んでその向こうにいた。両手を後ろに組んでいる。

「いいかい？　出すよ！」

　御者の声に頷うなずくと、すぐに馬車は動きはじめた。胸いっぱいにこみ上げてくる寂さびしさと、そしてほぼ同じ大きさで膨ふくらんでいく新天地への期待。せめぎ合う二つの感情の隙すき間ま、どこか痛みを禁じ得ない心残り。

　と──、

　手をそれぞれちぎれんばかりに振る子供たちの後ろから、サラが走ってきた。びっくりしてアウルは思わず身を乗り出しかけ、窓に頭をぶつけた。凄すごい勢いで走ってくるサラはなぜか手を後ろに組んだままだったので、孤こ児じ院いんの子供たちに並びかけた瞬しゆん間かん、前のめりに転んでしまった。あいたっ、とアウル自身が痛そうに顔をしかめる。

　起き上がったサラの手には紙切れが握にぎられていた。

　馬車は走り、その風景を徐じよ々じよに遠のかせていく。

　雪に埋うもれかかったサラの顔が持ち上がり、それから口が大きく開いた。

　何か言ってくれる、と期待して窓を開け、顔を出したアウルは、

「アウルの馬ば鹿かーっ！」

　とんでもない土産をもらう羽目になった。




　雪は降りつづけ、やがてアウルの残した足跡も消していく。

　そして北方の地ロドーは、また長い冬を迎むかえようとしていた。
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　いまこうして見下ろす木立ちの裏に、ゲリラの隠かくれ村があるという話だった。

　国境沿いにある山の中腹。アスナフの教会を爆ばく破はした魔ま法ほう使つかいたちが隠れ住んでいるという場所で、地上第二ディザール連隊中隊長ドールマン率いる軍隊は、そこから五〇〇メートルほど離はなれた丘おかの頂上に陣じんを築いていた。

　午後六時。

　さすがにここからでは見えないが、報告によると、山を切り拓ひらいた狭せまい場所に木造の建物が数軒けんほど建ててあるらしい。魔法使いの村には建物がないという噂うわさだったが、あれはどうやら噓うそだったようだ。魔法使いは木の中にだって土の中にだって住める──などと、ゆうべの食事の席でうそぶいていた同どう僚りようはあとで糾きゆう弾だんせねばなるまい、とエリオは固く胸に誓ちかった。

　が、とにもかくにも、エリオにははじめての任務だったので、そんな瑣さ末まつなことははやる気持ちの前にすぐに吞まれて消えてしまった。脇わきに押しつけた小しよう銃じゆうを握る手にも自然と力がこもる。

（引き金を引けば、大たい抵ていの魔法使いは血を流して倒たおれるものさ。大抵はね）

　兄はゴブレット片手に、赤ら顔でそう言ったものだ。従兄弟いとこなんかはもっと単純で、

（倒れなきゃ、何、その辺の石っころを呪じゆ文もん唱える振ふりしながら投げつけてみろ。あいつら、自分たちが魔法使いだから、そういうことをされるとひょっとして凄い呪文か何かと勘かん違ちがいして逃にげてくれるんだ）

　そんなことを言ったりする。

　誇ほこり高いアスナフ軍人である兄と従兄弟は、故郷の村ではちょっとした英えい雄ゆうだった。休きゆう暇かで村に帰郷するたびに自じ慢まん話ばなしを引っさげてくる。昨日は魔法使いどもを銃で一〇人殺した、ひと月前は戦車といっしょの作戦で一〇〇人を捕つかまえた──そうした活かつ躍やく話は刺し激げきに満ちていて、子供たちのみならず、村の大人たちまでもが二人をこぞって自分の家に招きたがり、競きそうように夕飯を振る舞まっては、酒をともに飲み、煙けむりをふかしながら二人の話に聞き入るのだった。

　エリオの尊敬する牧師で、学生時代の恩師でもあるアイモですら、二人の話を聞くときだけは葡ぶ萄どう酒しゆを手に取って、

（魔法使いを一〇人殺せば、鉄をその手に取る軍人たちにも皆みな天国の門が開けるといいます）

　と、決まりごとのように言うのを村のみんなは微笑ほほえましく聞いていた。本来の彼はスレイ老師の一派なので、貴族や神職にない、一いつ般ぱんの人間が機学の銃を手に取るのを強く反対する立場にある。だから、拳けん銃じゆうを所持しているエリオの一家にだっていつもは説教してくるのだが、二人の活躍話にはどうにも血が騒さわいで我が慢まんならないらしく、人々は、酒に酔よった彼が時々口にするスレイ老師の悪口をあえて聞かない振りをすることで、自分たちもこの善行で天国にいけないものか、とたわいのない望みを胸に抱いだいていたりもした。

　エリオはそんな兄と従兄弟がとてつもなく誇らしいのと同時に、とてつもなくうらやましくて仕方がなかった。誰だれからも尊敬され、誰からも愛されて──そう、神さまにさえ！──挙句の果てに高給取り。富めるものは天国にいけないとか言っていたのは誰だったっけ？

　エリオは、村からそう遠くない町で警官をしていた。給料は決してよくはなかったし、町といっても故郷の村を二つぶん合わせたような規模でしかなかったが、それでも魚の匂においばかりがする漁村に育ったエリオには充じゆう分ぶん刺し激げき的だったし、持ち前の正義感の強さが、毎日の生活と職務に誇らしさを添そえてくれてもいた。

　が、一〇代の若さは、退たい屈くつな警備の任務に長いこと耐たえさせてはくれなかった。ちょうど新兵を募ぼ集しゆうしているという貼はり紙を街角で見つけたのをきっかけに、兄からの誕生日プレゼントの小型自動車をすっ飛ばして村に帰ると、両親に自分も軍人になる旨むねを告げた。

　両親は驚おどろきこそしたが、反対はしなかった。「いつかそうなるとは思っていたよ」と、アスナフの王宮仕えの警備兵をしていた父は言い、退役するときに第三王子から直接頂いたというハンカチの切れ端はしを──兄と従兄弟にそうしたように──エリオの手首に巻いてくれた。

「さあ──みんな、祈いのりを」

　ここ数ヶ月で急に皺しわ深ぶかさの増した父は、家族に、そして村の知り合いたちに、エリオのハンカチにキスをしてくれるよう、頼んで回った。

「魔法使いって空を飛ぶんだって！」

「火も噴ふくんだよ！」

　下の弟や妹たちが面おも白しろがってからかってくるのはまだよかったのだが、まだ一〇歳にも満たない末っ子の妹が、誰に何を吹きこまれたかは知らないが、

「危ないとこなんていかないで！　人なんて撃うたないで！」

　と、真しん剣けんにその手首にしがみついたまま放さなかったのは、少しばかりエリオの胸にこたえた。もともと近所の虫をじっと観察しているのが大好きな、少しばかり変わった妹だったのだが、それだけに命にかかわることには非常に敏びん感かんで、一度など、観察していた蝶ちようが死んだだけで大泣きする始末だった。昔、エリオはその蝶の墓をつくってやったこともあったのだ。そんな優やさしい兄が軍人になるなど、確かに彼女には信じがたい事実だったのだろう。が、エリオは妹の頭に手を置いて、そんな彼女を──引いては、そんな妹のすこやかな心を育てた故国と、神の教えを──守るためにも、銃を持つ決意を新たにしたのだった。

　それからほぼ一年。

　訓練期間を経て辺境の村々の警備に回されていたエリオに、ドールマン中隊への異動が知らされたのが約一週間前のこと。アスナフでテロを起こした主要メンバーの確保が最初の任務となった。

　中隊長のドールマンは、噂に聞くよりもずっと取っつきのいい大人だった。夕食の席では冗じよう談だんを飛ばしたし、エリオにもよく気をかけてくれた。

「パリスの機械兵団の将校は馬ば鹿かばかりだ。武器の使い方もろくに知らない」

　同じ教会連合国であるパリスとの合同演習に参加したときのことも話してくれた。

「おれが貴族でないというので、どいつもこいつも見下した態度を取っていたよ。ライノスでの反乱騒ぎの例を何度耳にさせられたことか。高貴な血の持ち主でないものが機学兵器を手にするのは教会のタブーのひとつだ、とね。馬鹿な連中さ。古い王家の血筋を──この葡萄酒並みに水に薄うすまったそれを、いまだにありがたく拝んでいらっしゃるんだからな」

　エリオにとってもっとも聞きたいことがそういうことでないのはドールマンも承知していたらしく、退屈な話に耐えていた新米の部下ににっと意地悪く笑ったかと思うと、

「シーラ王女は別だったがな、無論」

　と言い添えた。

　エリオが兄と従兄弟以上にドールマンをうらやましく思っているのは、一年前のその演習の際、かの「英雄」シーラ・アランスと会ったことがあると聞いていたからだ。

「専門が違ちがうからな、大して同じ時間を過ごせたわけではないが。それでも他人を見下すようなことはなかったよ。何より勉強熱心であられた」

　そう語るドールマンの顔は、いかにも軍人風のいかつさが少しばかり和やわらいでいた。

　が──。

　無論、戦場に立ったいま、ドールマンはそういう気安い会話のできる大人ではなかった。兵士にとって上官は神にも等しく、特に新兵であるエリオにはどんな命令にも異論を挟はさむことは許されない。「盾たてになれ」と言われれば盾になるし、「死ね」と言われれば死ぬ。

　そういう覚かく悟ごを決めてきたエリオだったから、近くの地面をならす作業も苦にはならなかったが、直立姿勢で突つっ立ったまま、ドールマンのすぐ近くで事態の経けい緯いを見守るばかりなのはいささかならずとも苦痛だった。

　小しよう銃じゆうを構えて甲かつ冑ちゆう像ぞうのように突っ立って動かない兵士は他ほかに七名ほどいて、合計八人でドールマンの周囲を固めている。魔ま法ほう使つかいは姿を消して襲おそってくるかもしれないので、いついかなるときでも指揮官は警護の兵に固められていなければならなかったのだ。地面をならしたのもそのためで、エリオたちはそこに不自然な足あし跡あとがつかないかどうか、目を皿のようにして見守っておく必要があった。

　エリオにとってしかし何より苦痛なのは、その体勢を維い持じしていることではなく、実際の戦いに参加できないことだった。エリオはちらちらと地面から目を上げては、村の方向を窺うかがっていた。あちこちから走るオレンジ色の火線は、まるで夕暮れに沈しずみがちな村の輪りん郭かくを浮うき立たせるかのよう。あらかじめ村の周囲に潜ひそんでいた小隊が、村人たちの退路を断たつための威い嚇かく射しや撃げきを行っている最さ中なかである。

　発はつ煙えん弾だんを村の中央に放ち、弾着を確かめてから迫はく撃げき砲ほうを撃うつ。それが彼らへの作戦開始の合図でもあった。それから約三分。最初の計画では、数分置きに砲弾を放つ予定だったが、ドールマンは第二射を命じなかった。見下ろす限り、敵からの抵てい抗こうらしいものがほとんど見受けられなかったからだろう。

　エリオはしきりに渇かわく喉のどを何度も唾つばで潤うるおした。実際の戦地は遠い。たとえ魔法使いがその指先から稲いな妻ずまを放とうとも届く距きよ離りではあるまい。しかし──遠いと同時に、近い。兄や従兄弟いとこから勇ましい体験談を聞かされていたときよりははるかに。戦地──銃弾──木の焦こげる匂におい──煙けむり──そして、紙切れよりもずっとずっと薄そうな生死の境目。

　エリオは同じ姿勢を維持してドールマンを警護しながらも、もし妹の言うことが本当で、「魔法使いが空を飛んで」きたならどうしよう、などと考えていた。

「来たか。早かったな」

　ドールマンが久しぶりに口を開いた。エリオがどきりとして目を上げると、小隊のうち数名がこちらに上ってくるところだった。両手を縛しばられた男たちを挟んでいる。手配書で見たテロリストの顔だった。ドールマンは彼らの到とう着ちやくも待たず、

「口も縛っておけと言ったぞ、馬鹿者！」

　と怒ど鳴なった。兵士たちがあわてて指示に従おうとするのを、

「リーダー格は構わん。話が聞けんじゃないか」

　まったく、と言いたげにドールマンはエリオに笑えみを見せた。無意識のうちにエリオも微笑ほほえみを返す。ドールマンがそうしたときに見せる笑顔は本当に人ひと懐なつっこいのだ。

「投降してきたのは、賢けん明めいな判断だったな──イサール？」ドールマンが手配書を見ながら名前を読み上げた。「イサール、で構わんのか。違う読み方をしないとも限らん」

「それで構わん」

　ふてぶてしくイサールは頷うなずいた。三〇代半ばほどの、まだ若い、色黒の顔をした男だ。

「アスナフでテロをくり返すこと三度、か。魔ま王おう復活の噂うわさをいまだ信じているのかね、イサール？　すでにザーロフで現れ、シーラ王女に斃たおされたという話だが」

「貴様らのよた話など誰だれが信じるものか」

　イサールは鼻で笑ったが、

「よし、ではイサール。本題に入ろう。……村の全員に呼びかけ、その全員に手て錠じようをかけるんだ。その上で、口を縛って広場に集めろ」

　中隊長のその言葉に「何だと！」と目を瞠みはった。

「あそこに残っているのは家族だけだ！　我々が投降した以上、もう関係がないだろう！」

「魔法使いの見わけかたなど、わたしにはわからんよ。だから、念のために連れていくだけの話さ。きみたちが、実は魔法使いには角がある、とでも言うのなら話は別だがね。その角を見せてくれれば話もずっと簡単なのだが」

　エリオは、このとき、なぜわざわざこのイサールという男にそれをやらそうとしているのかがわからなかった。というよりも、別のことが気にかかっていてその考えに集中できなかった。

　家族──とイサールは言ったのだ。村に残っているのは家族だけだと。考えもしなかった事実、というわけではない。無論、魔法使いといえど人間だ。そんなことはわかっていたつもりでも、いざこうして魔法使いを目の前にして、その男自身が「家族」と口にするとひどく生々しいイメージが湧わき出てきて、エリオの胃のあたりをむかむかさせるのだ。兄や従兄弟の話では魔法使いとはもっと……そう、もっと……。

「ふざけるな。おまえたちは何か理由をつけては、人を魔法使いにしたがるんだ。聞いたぞ、隊長どの？　どれだけの人間を異い端たん審しん問もん局きよくに──すなわち、死し刑けい場じように送れるかを、おまえらは競きそっているというんだ！」

「馬ば鹿か馬鹿しい」

「家族をおれの手で捕とらえさせようとしているのも、そのためなんだろう。奴やつらは自ら魔法使いであることを告白して縄なわについた、とな。おい、坊ぼう主ず、きちんと証言しろよ。おれは断ったんだ！」

　イサールはエリオのほうを見て怒鳴った。最初から、どうせ無む駄だだろうと思っているのは明白だ。しかしその目に宿る怒いかりがまるで乗り移ったかのように、エリオの胸にたぎっていた感情も一気に燃えあがった。

「なぜだ」

　とエリオは言った。そもそも発言を許される立場ではなかったが、ドールマンが口を挟はさまなかったので、エリオはなおも言った。

「なぜ、家族がいて魔法でテロを起こそうなんて思ったんだ」

「何だと？」

「自分たちの自己満足で、家族が危険にさらされるとは思わなかったのか。魔王伝説を信じているか知らんが、そんな子供じみた理想のために……。ふざけているのはおまえのほうだ！　少しでも正義を省かえりみる心があるなら……」

「貴様らのための正義か、坊主」怒りのあまりか、顔を歪ゆがめたイサールは、むしろ笑っているようにも見えた。「ひとつ問題を出してやろう。茂しげみの中でがくがく震ふるえながら、自分の両親が火あぶりにされるところを見た子供は、その一〇年後、どうなるでしょう？」

　エリオは中隊長のほうを向いた。彼は拳けん銃じゆうを抜ぬくよう、エリオに目で指示した。理解はできたが、エリオは一いつ瞬しゆん、行動に移すのが遅おくれた。

「答えは、いま貴様の目の前にいる、邪じや悪あくな魔法使いとやらだ！」

　叫さけぶや、イサールの後ろ手を封ふうじていた手錠が二つに割れた。エリオに躍おどりかかったその手は、ばちばちという光を放っていた。光があたかもナイフの形を取って、そのまま自分の首筋に吸いこまれていくのを、エリオはほとんど夢心地で見守って──。

　銃声とともに、イサールののっぽの身体からだが横よこ倒だおしに地面へ叩たたきつけられた。尻しり餅もちをついていたエリオの足元を、そのこめかみからあふれる血が濡ぬらしていく。

「気が変わった」

　ドールマンは拳銃を下ろしながら、言った。

「火あぶりだ。中隊各位に告げろ。あの村を、二度と邪悪な魔法の温おん床しようにしないために焼き払はらう。──エリオ、こいつの家族だ。まともな人間だと思うかね？」

　彼は傲ごう然ぜんとした目をエリオに投げかけていた。身体から拭ぬぐい去れない寒気が、新兵の肩かたを震わせている。

「エリオ、立て」

　ドールマンは手ずから新兵を起こし、その手に自分の拳銃を押しつけた。それから、さっきまでエリオと同じく中隊長の周囲を固めていた兵士たちに顎あごをしゃくる。

　銃声は立てつづけに聞こえた。

　イサールといっしょに連れてこられたテロリストたちが血ち煙けむりをあげて倒たおれていくのを、呆ぼう然ぜんと見守っていたエリオの耳元に、

「ひとりは、お前がやれ」とドールマンが囁ささやいた。「正義を貫つらぬくんだ」

「はっ！」

　身体中に電気が走る思いで、エリオは首を縦に振ふった。拳銃を構える。自分も遅れたくはなかった。テロリスト最後のひとりは、殺された仲間のほうに屈かがみこんでいる。名前らしいものをしきりに呼んでいた。エリオはその頭に狙ねらいをつける。中隊長が、自分を一人前にしてやろうと気配りをしてくださっているとわかった。そして自分自身、はじめて神の敵を撃うてることに興奮もしていた。

　それなのになぜだろう──引き金は長いこと、固定されたまま動かなかった。手首に巻いてあった赤い布切れが風にはためいている。村のみんながキスしながら祈いのってくれた言葉の文句が耳の奥で響ひびき渡わたっていた。

　目が涙なみだでぼやけた。彼は正義漢だった。神を愛していた。「その教えを嘲あざ笑わらう魔法使い」を憎にくんでいた。「自ら世界を破は壊かいしようとする魔法使い」を殺したくて仕方がなかった。「ふたたび魔法などで世を支配しようとする魔法使い」など大だい嫌きらいだった。

　つまり──

　彼は、物語の中でしか、魔法使いを知らなかった。

「やれ！」

　ドールマンが叫んだ。最後のテロリストが弾はじかれたようにこちらを向いた。逃にげてくれ、とエリオは生しよう涯がい最高の思いをこめて神に祈った。が、口くち髭ひげの生えたその男はこちらめがけ、突つっかかってくる。ああ……と、エリオは呻うめきつつも、引き金にかけた指を……。

　ばさっ！

　頭上をそのとき、巨きよ大だいな雲が覆おおった。

　ただでさえ沈しずみがちな周囲の風景が、テロリストの顔もろとも闇やみに包まれる。

「エリオ！」

　ドールマンが彼の手を引いた。よろめいた直後、目の前に巨大なものが落下した。鉄の塊かたまり──装そう甲こう車しやは、二度も地面をバウンドした。衝しよう撃げきに足元が揺ゆれた。反射的に頭上を振り仰あおいだエリオは、金色の双そう眸ぼうと目を合わせた。それは空を飛ぶ巨大な知性だった。少なくとも彼にはそう思えた。黒い羽毛は夕ゆう闇やみを割ってさらに黒く──ひとときの闇を部隊に提供していた。

「リュカール！」

　と叫んだテロリストの声を、エリオはほとんど異国語のように聞いていた。

　ドールマンはエリオの手を放して部隊に指示を飛ばした。小銃や、丘おかの上に設置していた機関銃が火を放ち、それぞれの吠ほえ声を奏かなでながら空一面を赤く染めようとする中、巨大な知性体は素早く空に浮うき上がると、あたかもその目もく論ろ見みを嘲笑うかのように火線をすいすいとかいくぐり、逆に大きく翼つばさを広げて空を闇色へと塗ぬり変えた。

　けええええーっ

　凄すさまじい咆ほう哮こうが、空の一角をびりびりと震わせる。

　そのまま急降下してきた。黒いつむじ風が人間めがけて伸のしかかってくるかのようでもあった。隊長の身体が目の前で吹ふき飛び、いつしか、自分でもわからないうちに地面に伏ふせていたエリオは、その頭上を轟ごう音おんとともに吹き過ぎていくリュカールとまた、視線を合わせていた。




　遠くで爆ばく音おんが聞こえてきたのは、それからどれくらい経たってからだろう。

　それを、装甲車が破壊されていく音だと知ったのは、少なくとも完全に陽ひが没ぼつしてからだ。

　木にぶつかって意識を失っていたドールマン中隊長が目覚めたときには、リュカールも、そして、隠かくし村にいた魔ま法ほう使つかいたちの家族も姿を消していた。最後に残っていたテロリストも同様だ。

　いったん部隊を退ひくことに決めたドールマンは、エリオが耳にしただけでも百回以上、魔王と、その魔王を斃たおしたとされてきたシーラ王女を呪のろっていた。中隊それぞれの顔に疲ひ労ろうと恐きよう怖ふが色いろ濃こく張りついた中、ただひとり、エリオだけがさばさばとした顔をしていた。

　帰ったら、何と話そう？

　村の人たちは馬ば鹿かにするだろうか。父親はがっかりするだろうか。

　でも、もういい。自分には不似合いな場所だった。正義に大小はないはずだから、きっと、これからまた警官をつづけていったとしても、自分自身の誇ほこりに傷がつくことはあるまい。兄や従兄弟いとこは無論、変わらず彼の誇りだ。ただ、正義がそうであるように、誇りにも種類はあるのだった。

　彼は自分の手首に巻かれた布切れを眺ながめながら、そう思っていた。




　アスナフは、教会連合の中ではほとんど唯ゆい一いつ、一いつ般ぱん市民でも神の洗礼さえ受ければ機学兵器を使用できる国だ。そのため、軍に志願する若者の数も連合で一番多い。

　魔王討とう伐ばつの噂うわさが流れて以降は志願兵の数も減っていたのだが、この一件がこれも噂となって連合中を駆かけ巡めぐるや、志願兵の数は以前の一・五倍にも膨ふくれ上がったと言われている。

　そんな中、たったひとりの新米兵士が精神的な病を理由に除隊したことなど、国にとってはもちろん気にかけるほどの大きな事態などではなかったはずだ。

　ただひとり、満面の笑え顔がおで帰き還かん兵へいを迎むかえた少女の喜びは──これはもちろん、計り知れないほど大きなものだった。
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「魔王さまが近くにいらっしゃるんだとよ！」

　そんな言葉を耳にしたアウルは、口に含ふくんだばかりのミルクを危あやうく噴ふき出しそうになった。

　まさか、と思っていた矢先のことだ。

　店内に入ってきた彼らの服装は、パリスのそれとは違ちがったけれどあきらかに軍服だったからだ。

「だけどあれからもう一ヶ月だろ？　アスナフの馬鹿どもは見み間ま違ちがえたんじゃないか」

「奴やつらはほとんどが民衆上がりだ。どうせ魔法使いの幻げん影えいにでも騙だまされたんだろう」

「だけど、教会が各国の軍部にいろいろ指示を飛ばしているのは本当らしいぞ──おい、もうひと皿頼たのむ──、もしそれがただの噂だったら、そもそもおれたちだってこんなど田舎いなかに来させられはしないだろう」

　樫かしのテーブルに着いた彼らはめいめい、一ヶ月前に起こった「魔王騒さわぎ」のことについて話している。やはり教会連合の軍人らしい。三日ほど前、アウルはこのティエンの村で軍人たちのトラックとすれ違ったばかりだった。近くに教会の軍管区があるとも聞いている。昔、やはりこの村に近い森から三つ首の狼おおかみが大量発生し、近きん隣りんの村々を襲おそうという事件があったため、村人たちの要よう請せいを受けて設置されてあったものらしい。

　それを聞いたアウルは、ここに泊とまるというガイツに反対したのだ。が、気難しい性格の老魔法使いは弟で子しに反対されればされるほど意固地になった。

（敵のど真ん中で胸を張ってこそ、魔王というものじゃ。必要以上にびくびくするでない。おまえには魔法だけでなく、人の上に立つにふさわしい人物としての教育も施ほどこさねばならぬのでな。ちょうどいい機会だ、おまえはここにしばらく滞たい在ざいしておれ。敵の兵士に囲まれながら日々を送れば、少しは肝きもも据すわるかもしれん）

　などとしかつめらしく言った。ぼくももう少しガイツの性格を理解していなければならない、とアウルは思ったものだ。むしろここは敵が多くていいね、くらいには言うべきだった。

「しかし……リュカール……だっけか？　あれ以来、少しも目もく撃げきされてないじゃないか」

「魔王がまだもし生きているんなら、まずはこういうところを狙ねらいそうなもんだ。駐ちゆう屯とんしているおれたちが言うのも何だが、兵力で言うなら、そもそもその化け物に出くわしたっていうアスナフの一個中隊よりひどいんだからな──おい、あの古ふる臭くさい戦車はどうにかならんのか？」

「近いうちに、異い端たん審しん問もん局きよくが部隊を差し向けるって噂もあるぞ」

「トートの奴からカード遊びに勝って聞いたんだろ？　おれも耳にしたよ。あいつ、情報局の知り合いがいるなんて吹ふいちゃいるが、そもそも情報局ってのは実在するのかね？」

「まあ、トートの二枚舌は置いておくにしてもだ。もっと上の奴が出張ってくると面めん倒どうくさいことになるぞ。それこそ、あの……エウ……エリュ……何だっけ、舌を嚙かみそうな名前の……森の中をくまなく探索しろ、なんて言い出しかねない」

　聞くともなしに聞き耳を立てていたアウルはぎくりとなって、今度は手に取ったパンを落としそうになった。

　さすがに、自分を捕つかまえにきた、というわけではなさそうだ。が……。

「エウリュアレ、だろ。地元の人間だって、めったなことじゃ近づかないって話だ。化け物の巣そう窟くつなんだって？」

「まあ、それこそ魔ま王おうがいそうな場所ではあるよな。三年前までは、毎年、ここに駐屯してた部隊に被ひ害がいが出てたってのは本当のことらしいし……。夜ともなると、毒ガスが湧わいてくるって話じゃないか」

「あーあ、それならいっそのこと、英えい雄ゆうシーラどのがやってきて、森の中をクエスト探索してくだされたらよろしいのに。化け物の巣窟に単身挑いどむ、若き女じよ傑けつ！　絵になると思わないか？」

「馬ば鹿か、昔と違って、最近の英雄さまは生身じゃ戦えないんだ。身をよろうのは鋼こう鉄てつの甲かつ冑ちゆうにあらず、鋼鉄の翼つばさ。悪しき魔に振ふるうは聖鉄を溶とかした剣つるぎにあらず、七・七ミリ機き銃じゆうの鉄てつ槌つい、ってわけさ」

「おっ、シーラ伝記だな。おれも読んだぞ……おい？　どうした」

　別の方向に盛り上がりかかっていた話題が、つと中断した。アウルははっとなる。スプーンを落とし、床ゆかに屈かがみこんでいたところだったのだが、そんな彼の様子を軍人のひとりが見ている。

「さっきから落ち着きがないな」

「い、いえ……ぼくは、別に……ぎゃっ」

　スプーンを拾い、立ち上がろうとしたところ、カウンターにしこたま頭をぶつけてしまった。自分が痛そうに顔をしかめた、そのまだ若い軍人は、

「そう嫌きらうなよ。三年前までは連合の兵士が持ち回りで来てたんだろ？　そんなに珍めずらしくないはずだが」

「この子は違うよ」店のおばさんが、彼らの頼たのんだパイを皿に盛ってやってきた。「一週間前くらいにおじいちゃんと二人して村に来てね。何の仕事があるか知らないが、おじいちゃんひとりきりで出かけてって、それっきりさ。かわいそうに、こんな子をひとりぼっちにさせて」

「それは気の毒だな」

　アウルは何も言わなかった。小こ柄がらで、顔つきも幼いアウルは、実際の年ねん齢れいよりも下に見られることが多々ある。落としたスプーンを「ふーふー」してると、親切なおばさんはわざわざ新しいものを持ってきてくれた。

「どこから来たんだい？」

「え？　え。ええっと……ロ、ロドー……」

「ひゃあ」別の軍人が目を丸くした。「そりゃまた遠いところから。ずいぶん旅慣れてるんだな？　ひょっとして、じいさんはサーカス団か何かかい？」

「あっ、いや、違ちがうんです。出身はロドー、って意味で。つい前までは、あの、ザーロフに、いました」

　あわててアウルは補足した。どれも噓うそではない。ロドーは北の教会連合国だ。カルマ・ウェインが設立した孤こ児じ院いんの中、アウルはその土地で一〇歳までを過ごしている。

「ザーロフ？　例の、魔王騒さわぎがあったところじゃないか」

「坊ぼうやはノールにいたのかい？」

「いえっ、でも、噂うわさくらいは、あっ、でも、そんなに、詳くわしくは」

　しどろもどろになったアウルに、最初に声をかけた若い軍人が笑って、

「別に脅おどしているわけじゃないさ。なあ、拳けん銃じゆうに興味があるか。ザーロフじゃこういうの、珍しいだろ。ほれ、見てみな」

　ほんの幼い子供に対するような態度でそう言った。アウルは自分でもそれを撃うったことがあることはもちろん顔には出さず、「わあ」とか「凄すごい」とか、とりあえず調子を合わせておいた。

　それから早めに食事を済ませて二階に上がる途と中ちゆう、

「あんまり、こういうこと、言いたかないんだけど」おばさんに声をかけられた。「おじいちゃん、本当にどこいっちゃったの？　心当たりあるなら、連れん絡らくつけといてね。そりゃかわいそうだとは思うけど、こっちも商売だからね」

　宿代の心配だろう。一階をパブ、二階の数部屋を宿に割り当てているこの店で、アウルはすでに一週間寝ね泊とまりしている。確か、ガイツが先さき払ばらいした宿代は明日までのはずだ。アウルは何か言い訳しようとしたが、

　がっしゃーん！

　階段の裏手──厨ちゆう房ぼうになっている──からけたたましい物音が聞こえてきた。おばさんの顔が一気に憤ふん怒ぬの色に染まる。それはあまりに一いつ瞬しゆんのことだったので、アウルは思わず見たものを石にするという「エウリュアレの妖よう女じよ」の伝説を思い出した。場ば所しよ柄がらでもある。

「このっ、性しよう悪わる猫ねこ！　また逃にげ出しやがったな！」

　手に持っていたお盆ぼんを、聖せい剣けん士しロドーの剣よろしく振りかざす。まさにそのとき、ぴょーんと跳はねるようにして厨房のほうから黒い塊かたまりが飛び出てきた。

「あんたはそこを動かないで！」

　おばさんの指示を受けるまでもなく、さっきからアウルの足は石化している……いやつまり、そういう妄もう想そうをしている……。ぴょんぴょんと床を三回ほど跳ねた黒い塊は、おばさんの予想どおりと思われる場所で落ち着いた。

　アウルの足元だ。「なーお」と小首を傾かたむけ、前まえ脚あしでズボンの裾すそあたりを撫なでている。どことなく顔が得意げなのは、口に咥くわえた獲え物もののためだろう。ふふン、というその顔つきはしかし、

「にゃっ!?」

　すぐさま崩ほう壊かいした。背後からお盆で叩たたかれたのだ。獲物──すなわち、厨房から盗ぬすみ出した魚の切れ端はしが床に落ちる。おばさんはそいつの首根っこをひょいと摘つまみ上げていた。

「まったく、あの籠かごからどうやって逃げ出すんだか。魔ま法ほうでも使うのかい？」

　おばさんは黒い毛並みをした猫がじたばた暴れるのにも構わず、呆あきれたように言った。

「い、いや、その」

「冗じよう談だんだよ。猫ってのは馬ば鹿かみたいな顔をして、意外とずる賢がしこいもんさね」生来、猫ねこ嫌ぎらいだというおばさんは顔をしかめる。「今度は鍵かぎをつけといてやろう……まったく、毛並みだけはきれいで立派なのに、何だってこんなにさもしいんだか……」

　ぶつぶつ言いながら、黒猫の首を摘んだまま立ち去っていく。アウルを見つめる猫の、「にゃー……」という物悲しげな声が尾おを引いた。

　アウルの飼かい猫だというふうに説明してあるその猫は、無論、誇ほこり高い魔王のしもべであらせられるゼナだ。もともとこの宿はペット禁制のため、ゼナは二階の部屋にはいけず、いつもはパブの裏手にある籠の中に閉じこめられている。
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　アウルが魔力を発しているわけではないから、いまのゼナはそこらにいる猫とそう変わらない。が、やはり普通の猫よりは知性のきらめきを発揮することがあって、時々押しこめられた籠から脱だつ走そうしては、厨房から魚を盗んだり、パブを荒あらしたりするので、ほとんどおばさんの天敵になっているのだった。

「ふう」

　ようやく二階の部屋に戻もどったアウルは窓を開け、薄うす暗ぐらくなりつつある村の様子を眺ながめていた。

　ノールよりずっと田舎いなかだ。舗ほ装そう路ろは駅の周辺のみで、メインストリートでさえも地面を剝むき出しにしている。当然、自動車などはほとんど普ふ及きゆうしていない。自治区なので正式な連合国というわけではないが、一応教会の教えが浸しん透とうしているため、貴族以外が機学を使用するにはいろいろと面めん倒どうな手続きが必要になるのだ。この辺はアウルが五年暮らしたノールといささか事情が異なる。

　馬車がゆっくりと道の上を進んでいくのを眺めながら、アウルはもう一度ため息をついた。

　知らない場所で眺める夕暮れの風景は、なぜこうも寂さびしいんだろう。明日になっても誰だれかに会えるわけではない。ノールもそれほど楽しいことばかりではなかったが、それでも、明日になればまたあの赤い髪かみの少女に会える、という期待があった。

　いまは何もない。明日になれば？──果たして何が待つやら想像もつかない。何が。誰が。そしてぼくは。すべてが未知数。

「一ヶ月、って言ってたっけ」アウルはぼんやりつぶやいた。「そっか、もう一ヶ月になるんだ」

　軍人たちの話を思い出す。リュカールが目もく撃げきされたのは、ここからおよそ南に三〇キロほどのあたりだ。ザーロフとパリスの国境になっているイフリ連山のさらに南で、ジルジー河川を挟はさんで連合国アスナフとも国境を接している。

　そこでゲリラ掃そう討とう作戦を行っていたアスナフの軍事部隊が、リュカールに急きゆう襲しゆうされたというその事件──もちろん、アウルに無関係などではなかった。




　最初はただ単に、ザーロフから離はなれた場所で、なるべく大勢の人々に魔将を目撃させようという話だった。そうすることで、「魔王は死んでいない」と世間に訴うつたえかけることができればそれでよかったはずなのだが、

（アウルよ、やはり魔王たるもの、普通に再登場したのでは面おも白しろくない）

　ガイツはこことは別の村の、別の宿でいきなりそう言い、ひとりで盛り上がってしまった。きっと夕食のときに飲んだ酒のせいだろう、とアウルは思っている。

（一度死んだと思われた主人公が実はまだ生きていたというこの場面、物語でも特に重要なものだ。でき得うるなら、顔見知りがピンチに陥おちいっているところを助けにいく、くらいのドラマチックさが欲しい。『ふふふ、おまえらの命運もここで尽つきたな』『くそう、教会連合め！』『ああ、あたしたちはここで死んでしまうのね』……と、そこに！　『待てい！』と現れるその姿！　『ああっ、あなたは！』）

　宿屋の狭せまい一室が大劇場もかくや、というステージに大変身を遂とげるのを、アウルは半分無視し、半分はあとで怒おこられると怖こわいから見る振ふりをしていた。ひとしきり淑しゆく女じよの感激の姿を演じ終えたガイツは、ぜいぜい肩かたで息をしながら、

（……と、まあ、こういうふうにな。誰か、教会連合軍に追われ、ピンチに陥っていそうな顔見知りはおらんのか。何？　そんな都合のいい人はいないだと。ふん、使えん奴やつめ）

　ガイツは自分勝手に憤ふん慨がいしていたが、しかし正直に言えばアウルには心当たりがあった。そう、「教会連合軍に追われ、ピンチに陥っていそうな顔見知り」は実際にはいたのだ。が、アウルには「彼」がどこにいるか知りようがなかったし、「彼」がまだ生きているのかどうかさえ確信を持てなかったので、ガイツには内ない緒しよにしておいた。

　その後、訪おとずれる村や町で情報収集に努めていたガイツは、アスナフがゲリラ掃討作戦を行おうとしている、という今回の発ほつ端たんとなる情報を聞きつけたのである。

（よし、あまり劇的、というわけにはいかないが、まあ、何もないよりはましじゃろう。悪あく辣らつ非道な教会連合の手によって、風前の灯ともしびとなっておる哀あわれな魔法使いどもを助けにいくぞ！）

　そう宣言したのち、入念な下調べをした彼は、魔法使いが隠かくし村にしているという場所のすぐ近くに、古い時代の精せい霊れい増ぞう幅ふく器きが埋うまっていることをも突つき止めた。

（村の近くに偶ぐう然ぜんこれがあった、というよりも、これがあるから魔ま法ほう使つかいどもは近くの土地を選んだ、と言うべきじゃろうな。精霊の活性化する土地をアジトに選ぶのは魔法使いの基本じゃ）

　精霊増幅器とは、かつて世界を支配していた魔王ガリオンが世界各地に設置したもので、土地の精霊を活性化させて、魔王本人とその血族にのみ力の恩おん恵けいを授さずけるという代しろ物ものだ。が、増幅器はそこにあるだけでもともと土地に根づいていた精霊を認にん識しきさせやすくする力があり、つまりは魔法が使いやすくなるため、魔法使いたちはほとんど増幅器の存在を知らずして、その周囲に自分の隠れ家がやアジトをつくる傾けい向こうがあるという。

　そしてそれは無論、魔法使い初心者であるアウルにも恩恵になり得た。

（よいか、急ぎすぎるなよ。慎しん重ちように……慎重にな。ローラナの力ちから添ぞえなくして、魔将に〈手〉を宿そうというのだ。気持ちを散さん漫まんにさせるな。あれもこれもと、余計なことは考えないほうがいい。〈手〉をひとつに束ね、リュカールの知性の浅い部分に留とどまるのだ。深い部分にまでうっかり潜もぐりこむと、逆に貴様自身の心が喰くわれてしまうぞ！　乗り移るのでも、思うがままに操あやつるのでもない。あくまでも、リュカールの気持ちをほんの少し誘ゆう導どうする……そう、友達のような気分でな！）

　ガイツの忠告を受けて、アウルは精霊増幅器のちょうど真上でリュカールを使役した。まだ未熟者のアウルでは、ローラナという存在なくしては魔将たちすべてを操ることはかなわない。だから、リュカールただひとりに絞しぼり、それも、ガイツの言うように完全に操ることはできないので、遠くから声をかけるような気持ちで慎重に事を運ぶ必要があった。

　そうして飛び立ったリュカールは、何とかアウルの気持ちを汲くんでアスナフ部隊に攻こう撃げきを加えてくれたが、すぐさまその心が暴風のような殺意で満たされるのをアウルは感じ取った。このままでは、かろうじてつながっている〈手〉を引きちぎられ、リュカールに本能のままの殺さつ戮りくを許してしまう。

　だから、アウルがリュカールを「外」に出していられたのはせいぜい三、四分だ。それでも、パブでいましがた耳にした会話を考えれば充じゆう分ぶんだったろうが、「魔王の師し匠しよう」であるガイツにはそうでなかったらしく、

（なーにが、『魔王さま、生きていらしたのね！』だ。その程度の力で仲間のピンチなど救えるものか！　もう少しできると思うておったのに、くそっ。『ふふふ、我は死なず。人ある限りな』だと？　貴様もいい歳としをした大人なら恥はじを知れ！）

　そんなことをアウル自身が口にした覚えはないし、ガイツがよくアウルを「若造」「坊ぼう主ず」と言ったり「大人」と言ったり、都合よく使いわけていることにもひそかに腹が立っていたのだが、とりあえずは黙だまっておいた。口論しても無む駄だだ。いくら元気があり余っているように見えても相手はご老人。怒いかり狂くるっているときに若者の言葉など受けつけようはずがない。が、

（さっさと引き上げるぞ！　リュカールをレリーフに戻もどせ。まったく……奴らをひとり残らず殺してしまえばよかったのに！）

　その言葉からすると、アウルが軍人たちの命を気き遣づかってリュカールを戻したことくらいは察していたらしい。さすがに膨ぼう大だいな量の経験と知識とに裏づけされた視線は鋭するどい。

　アウルは窓まど際ぎわから少し視線を移動させ、部屋の片かた隅すみに放ほうり投げてあるずた袋ぶくろを見やった。アウルがやっと背負えるようなサイズと重さで、中には、石版のようなものが数枚、狭せま苦くるしそうに重なり合って入っている。

　アウルたちがノールの魔王城から持ち出してきたもので、それぞれ、狼おおかみ、猫ねこ、鷲わし──など、魔王に仕えていたという魔将の姿がレリーフとして象ぞう嵌がんされている。たとえば〈火の鎖くさりを喰いちぎる獣けもの〉ザベルのレリーフは、城の中庭に通じるアーチ状の入り口に飾かざられていたものだ。見た目、芸術的価値も薄そうな地味なものだが、決してただの装飾品などではない。

　一ヶ月以上も前、ザベルはそのレリーフから姿を現す形でよみがえったのである。いままさに銃じゆうを突きつけられ、絶体絶命に陥おちいっていたノール領主の娘むすめ、ダイアン・ライリーの目の前で。

　つまりは、そのレリーフとは魔王のつくり出した魔道具に他ほかならず、魔将を内部に封ふうじることができるという代しろ物ものだった（「無理矢理ミニサイズにしちゃって、魔将は痛くないの？」とガイツに訊きいたのだが、それは無視された）。アウルたちはノールを去る際、ガイツが所持している古文書の記き載さいにしたがって、かつて魔王ガリオンがそうしたように魔将たちをふたたびレリーフに封じこめていたのだ。先ほどと同じ理由によって、魔王城を出る以上、アウルのいまの力では彼らをいわば生きたまま移動させることができないからだ。

　五枚のレリーフの重さを思い出して、アウルはまだ痣あざの残っている肩をさすってみた。重さはすなわち、喰いこんできた紐ひもの痛さだ。ガイツは魔法で手助けもしてくれなかった。だからアウルは途と中ちゆうでレリーフの一枚を捨てる提案をしてみた。ガイツは最初、猛もう反対したが、ゼナ一匹ぴきくらいなら、魔力の制せい御ぎよを離はなれてもただの猫に戻るだけなので大だい丈じよう夫ぶ、とアウルが珍めずらしく強弁したため、ガイツも──かなり仕方なさそうな様子で──折れた。

（まあ、いく先々の城にも同じ種類の魔道具はあろう）

　ということらしいのだが、アウルにはよくわからない。ただ少しでも軽くできた喜びだけがそのときのすべてだった。

　ともかく、一時的にレリーフからリュカールを解き放ってのゲリラ騒さわぎから一ヶ月──。

　この村ティエンに辿たどり着いてからだと、一週間になる。

「ガイツ、遅おそいな──」

　子供たちが店の前を駆かけていく。ひとり、金持ちの息子むすこだか誰だれだか、自転車に乗った太っちょが先頭を走っていた。他の子供を部下扱あつかいして「早くついてこいよ！」と怒ど鳴なっている。自転車に関しては機学の範はん疇ちゆうに入るのかどうか微び妙みようなところだ。国によって解かい釈しやくが異なるし、教会本部の出す指示も時節によってころころ変わったりもする。

　そろそろ、「ご飯よ」と親たちが子供を呼ぶ時間だろうか。一階のパブはこれからが賑にぎわう時間帯だろう。混み合うのが嫌いやで、アウルはいつも早い時間に食事を済ませていた。

「もしかして……」

　彼はつぶやいた。

「エウリュアレの化け物に喰くわれた？……」

　自分の想像に怯おびえて、アウルはぶるっと肩かたを震ふるわせていた。
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　ガイツが宿を出たのは二日前だ。

　宿のおばさんには適当にごまかしておいたが、本当はその行き先をアウルは知っていた。話しても信じてもらえないか、血相を変えるか、どっちにしても面めん倒どうになるので伏ふせておいただけのことだ。

　エウリュアレ大森林。

　軍人たちが交かわしていた噂うわさ話ばなしを耳にするまでもなく、ロドーにいた頃ころからアウルはその名前と、そこにまつわるおぞましい話の数々を知っていた。

　曰いわく、化け物の巣そう窟くつである。

　曰く、あそこで果くだ物ものを採ったり、木を伐きろうとしたら必ず祟たたりに見み舞まわれる。

　曰く、魔ま王おう時代の魔法実験場である。

　曰く、森の奥深くには魔王の宝が眠ねむっている──。

　荒こう唐とう無む稽けいなホラ話だ。少しでも長く人生を生きた人間なら間違いなくそう切り捨てそうな、大げさなものばかりなのに、しかし地元の人間はおろか、軍人たちでさえ怯えていたのは、ただの噂うわさに留とどまらず、実際の被ひ害がいがいくつか出ているからである。

　前に述べた三つ首の狼の例だけでなく、たとえば、魔王の宝が眠っているという最後の噂を鵜う吞のみにした人間たちが、宝探し屋の気分になって森に潜もぐりこんでいっては、それぞれ帰らぬ人となっていった。何よりティエンの村を震しん撼かんさせたのは、森に分け入った人間たちの生首が村の入り口に置かれていたことだ。それも全員いっぺんにではなく、朝が訪おとずれるたびにひとりずつ置かれていくのだ。誰かが趣しゆ味みの悪い悪戯いたずらをしているのだと当時の村長は決めつけて、徹てつ夜やで見張っていたらしいのだが、その翌朝、当の村長が泡あわを噴ふいて倒たおれているところを発見されている。もちろん宝探し屋の生首はきちんとその足元にあった。村長は引退し、村のもっとも外れの小屋で生活するようになった。いまでも健在らしいが、誰に事情を訊きかれても、決してその口は開かないらしい。

　夜ともなると、これも軍人が口にしたように紫むらさき色いろの毒ガスが発生し、吸いこんだ人間はたちまちのうちに気を失ったり、記き憶おくがあやふやになったり、熱を出して一ヶ月は寝ねたきりになったり……と多くの症しよう状じようが報告されている。

　そういう被害が重なり合って、いまや森に近づく人間はほとんど誰もいない。

　ガイツはそのエウリュアレ大森林へと向かったのである。物好きな、とひと言で片づけてもよかったが、なかなかそうも言っていられないのは、何とアウル自身もその森に向かわねばならない事情があったからだ。

（ここで待っておれよ。よいか、今度は確実に、じゃ。おまえさんはどうも、待っていろという言葉の意味が理解できておらん節があるからな。わしがまず森に入って、魔王城を探してくる。森は危険な場所らしいのでな、おまえといっしょに探たん索さくしていると足手まといになりかねん。城を探し当てたらすぐにここに戻もどってこよう。何、わしは一流の魔法使い。よっく知っているようにな。古文書に暗号となって記されている魔王城の場所などすでに解読済みじゃ。早ければ半日で戻ってこよう。ではな……。よいか！　ついてくるなよ！）

　最後の最後まで念を押してからガイツは宿を出ていった。

「ぼくだって、今回はそりゃ言いつけを守っていたいけど」

　アウルはパブの裏手で、籠かごの中に閉じこめられているゼナに話しかけていた。まだ朝早く、店そのものは開いていない。ゼナは退たい屈くつなのか、籠の中をとことこ歩き回っては、吊つり下げられた籠をくるくる回して遊んでいた。

「でももう二日だし……。普ふ通つうじゃないよね」

　ガイツは新たな魔王城を探すつもりなのだ。ノールのみならず、「魔王城」という名前の遺い跡せきはそれこそ世界中に点在している。教会が連合の敷しき地ち内にあるそれらの遺跡を破は壊かいするまでは、一〇〇以上の数があったという。魔王城跡あと地ちを名乗る遺跡のそれらすべてが本物というわけではもちろんないが──しかし、半分ほどは本物だというだけでも、アウルには大きな驚おどろきだった。

（ノールの魔王城だけが本物だとでも思うておったのか？　馬ば鹿かな。ノールにはたまたま魔王城の機能を司つかさどる精神部──すなわち、ローラナが眠っておっただけの話よ。逆に言えば、魔王城とはそれだけではただの巨きよ大だいな骸むくろに過ぎん。ノールのものももちろん例外ではないよ。ローラナがいなければただの遺跡じゃ。つまりは、そのローラナに代表されるような竜りゆう人じん族ぞくこそが、骸の城に命を吹ふきこむ、そう、いわば魂のようなものなのじゃ。ええい、理解できぬか。まあよい、教育は実地でやるのが一番効率がいい。城を探し当てたら、目の前で見せてやるわ。楽しみにしておれ）

「楽しみに……か」

「なーお」

　ゼナがとことこ歩きをやめて、アウルをじっと見つめた。ルビー色の瞳ひとみが、期待に瞠みはられている。アウルが背せ伸のびして、籠に手を伸のばしてきたからだ。

「しっ、大人おとなしくしてて。危ないから。そう……そのまま。あっ、とっ！──！」

　籠を開けたとたん、ゼナが胸に飛びこんできたため、背伸びしていた姿勢のアウルは尻しり餅もちをついてしまった。「ほらね！」と言いつけを守らなかったゼナを叱しかったが、少年の胸の上で顔を洗う仕草をしている黒くろ猫ねこに反省の様子はない。

「まったく。レリーフに入れておけばよかったかな。……冗じよう談だんだよ、いくよ」

　ゼナが一いつ瞬しゆん、ひるんだような顔をしたように見えたので、アウルは笑いかけてゼナに手を差さし伸べた。ぴょんと飛び乗ってきた「彼女」を腕うでに抱かかえて振ふり向くと、

「あっ」

「何だい、早いね。散歩かい？」

　おばさんは早さつ速そく小こ脇わきに抱えていたお盆ぼんを目の前で構えた。ゼナが「うー」という唸うなりを発したからで、アウルは「彼女」が跳とびかからないよう、抱えた手を後ろに持っていかねばならなかった。

「あ、あの……お世話になりました。今日、出ていきます」

「あら」おばさんは口元に手を当てた。「昨日言ったこと、気にしてるんなら……」

「いえ。その……おじいさんと連れん絡らくが取れたので」

「そうかい。そりゃよかった」おばさんは本当に嬉うれしそうに笑った。「それならもっと早いうちに言ってくれりゃよかったのに。いつもは、泊とまってくれたお客さんにはお弁当にサンドイッチを渡わたすんだけどね。いまからでも……」

「あ、いえ。急ぎますから。ありがとうございます」

「そう。残念ね、おまえ？　うちのサンドイッチは本当においしいのよ」

　アウルの脇を通り抜ぬけ、ゼナに顔を近づけておばさんは言う。一週間の死し闘とうは多少なりとも友情を育んでいたらしかった。もっとも、当のゼナは素知らぬ顔だ。

「ま、澄すましちゃって。いけ好かないね。猫ってのは人間を見下しているとこが嫌いやなんだ」

　サンドイッチにたっぷり玉ねぎを入れてやったのに、と小声でつぶやくおばさんにアウルは何度も礼を言ってから店を出た。当然、レリーフの入ったずた袋ぶくろは背中に負っている。また肩かたの痛みとつき合わねばならないようだ。

「エウリュアレ大森林──。お昼なら、きっと大だい丈じよう夫ぶだよね、ゼナ？」

　そのずた袋の中にいそいそ潜もぐりこもうとしていた黒猫に声をかける。返事は「なーお」だ。アウルは肩をすくめて歩きはじめた。

　ポケットには小銭が入っているだけで、他ほかの持ち物はほとんどない。ノールから出てくる際、本当なら学校で使っていた教科書やら、ロドーの孤こ児じ院いんで、お見送りの友達からもらったおもちゃ──ほとんど、ガラクタの山のようなものだったが──やらを持ってきたかったのだが、荷物になるのでやめておいた。

　当然、宿の滞たい在ざい期日を延ばせるようなお金の持ち合わせもない。だからアウルとしては出ていかざるを得なかった。おまけに──はっとアウルは反射的に顔をうつむかせた──向こうから走ってくるジープに乗っている人種を見るまでもなく、ティエンには軍人が増えていく一方である。

　アウルの顔などもちろん知る由よしもないだろうが、万が一、派は遣けんされてくる軍人の中にパリスの人たちがいて、おまけにもしも彼らがノールの駐ちゆう屯とん部隊を経験しており、さらにはアウルの顔を知っていたとしたら──多少なりとも勘かんぐられないとも限らない。

　ジープが通り過ぎたあと、アウルはしゃんと胸を張って歩き出した。村を出て、川に行き当たるまでは街道をまっすぐ行き、それから道を外れて南下する──確かガイツがそんなことを言っていた。最初こそ早足で歩いていたアウルだったが、村を出て、ほとんど整備されていないその街道に足を踏ふみ入れた途と端たん、隠かくしきれようもない不安が足取りから現れはじめた。

　アウルに挑いどみかかるような地平からは埃ほこりっぽい風が吹いてくる。遠くの軍管区からだろうか、飛行機のプロペラ音が聞こえてきた。見上げると、真まっ青さおな空の一角にぽつんと黒い点が浮ういている。

　村の外がい壁へきを朝早くから改修しているらしい作業員たちが、アウルを珍めずらしげにちらちら見ていた。

「バスは使わないのかい？　金さえ払はらえば、乗せてってもらえるぜ！」

　誰だれかが親切にそう言ったが、アウルは笑え顔がおで手を振って歩き出した。ここらあたりの基準だと、列車は高級な乗り物でなかなか庶しよ民みんには手が出ないが、バスならば一いつ般ぱん市民でも頻ひん繁ぱんに利用できるくらいの料金らしい。それをアウルが知らないと思ったのだろう。確かに、街道の端はじっこに屋根つきの停留所が見えた。

　その中でバスを待っているらしい、家族連れ数名の笑顔を尻しり目めに歩いていく。何の不安もなさそうな子供たちの顔がうらやましかった。

　ここ数日、ひとりぼっちで宿の部屋にいたアウルにとって、外の空気は解放感に満ちていた。同時にそれは心にかろうじて設けていた柵さくの解放でもあった。数日の間、つとめて考えまいとしていた事こと柄がらまでもが一気に伸しかかってくる。

　そんなに難しいことじゃなかった。というよりも、何より単純だった。それはつまり──、

　これからぼくはどうしたらいいだろう？

　という、ただそれだけのことなのだ。そしてただそれだけであるがゆえに、たったひとつの答えを探さぐり当てるのは砂さ漠ばくでピンを見つけ出すのと同じくらいに困難だった。

　ゲリラ掃そう討とう作戦を邪じや魔まするまでは、アウルにも確固たる目的があった。何としてでも教会の好きなようにはさせない、と意欲に燃えてさえいた。だから、ノールを旅立った最大の目的は早いうちに達成し、ひとまず、「魔ま王おうが生きている」という噂うわさを目もく論ろ見みどおりに連合中に広めることはできたのだが、アウルにとっては必ずしも諸もろ手てを挙げて喜べる状じよう況きようではなかった。

　そもそも、わざわざ魔将を目もく撃げきさせることで魔王健在の噂を流そうとしていた目的こそ同じでも、アウルとガイツとではその理由が著しく異なっていたのだ。

　たとえばアウルの場合、教会がノールに軍を駐ちゆう留りゆうさせようとしていたのをやめさせるのが目的だった。実際、ノールに魔王が現れたのだから何か土地に原因があるはず、とパリスが調査隊を赴おもむかせようとしていたところ、アスナフ部隊を襲おそったリュカールの噂が広まったために派遣そのものが中断されている。要は、教会の目をノールから引き離はなせさえすればよかった。

　しかしガイツはそうではない。彼は「魔王を斃たおした」といい気になって宣伝している教会連合にひと泡あわ吹ふかせたくて仕方なかったからだし、そして何より、教会と戦おうとする魔法使いたちの意思をくじけさせないために、一刻も早く「魔王は死んでいない」というメッセージを世界中に発信する必要があったのだ。

　彼がノールから離れることでアウルと合意したのは、そこに敵味方双そう方ほうの注目が集まりすぎたため、「魔王の旗はた揚あげ」にはふさわしくないと判断しただけのことだった。つまりは、いずれその「旗揚げ」とやらをやるつもりなのだ。他でもない、アウルを魔王として。

「テロの指揮でも執とれって言うつもりなのかな？……」

　アウルはひとり言をつぶやいた。

　ノールから教会の目を逸そらす。そう決めたときには、自分は英断をしたのだと思った。何か、自分がとんでもないことをやるんじゃないかと思うと、さしものアウルも武む者しや震ぶるいのようなものを起こした。

　が──。

　こうして眺ながめる景色が変わったばかりで、アウル自身に何ら変化はない。それも当然のことだった。彼はこの先どうするか、何も考えられないでいたのだから。

　いくら教会の目が逸れたからといって、じゃあそれだけで満足してノールに帰ろう、などとは思わなかった。「魔王は生きている」と宣伝した以上、教会と魔法使いの争いはなおも激しさを増すだろう。その原因をつくったのは他ほかならない自分なのだから、いまさら知らない顔もしたくはない。

　だが、しかし……いったい……果たして……。

　何をすればいい？




　アウルは元来、とてもおしゃべりな人間だった。

　きっとノールでいっしょに授業を受けたことがある少年少女たちは想像もしないだろうが、思いついたことを口にせずにはいられない性しよう分ぶんだったから、

「くそっ！　ちっくしょう！　神さまのくそったれ！」

　そう叫さけぶ彼を、ノールの学校でいつもうつむいていた少年と同一人物だと見み抜ぬけるクラスメートはなかなかいなかったろう。

　ごうごうと吹きつける真っ黒い風は、それと同時におびただしい量の雨あま粒つぶをも叩たたきつけてきた。

　歩きづらいのは真正面からの風のせいばかりでもない。ぬかるんだ地面は一歩進んだだけで足首までずぶりと埋うまるし、油断すればもっともっと引きずりこまれそうになる。

「いいや、ゼナ！　ここは元々魔王の領土だったというから、呪のろうなら魔王のほうがいいかな！」

　口を開けただけで喉のどの奥に痛いくらいに雨粒が飛びこんでくる。アウルはそれでも叫ばずにはいられなかった。

「じゃあ、魔王の根性曲がり！　朝はあんなに晴れていたくせに……何も、こんなときに風雨を起こさなくたっていいじゃないか！　この森にいるっていう魔王配下の化け物ってのはテュホーンだったのかよ。だったらいますぐ風を止めろ！　ぼくが、ぼくこそが魔王だ、魔王なんだ、魔……あいたっ！」

　風にしなった枝がびしりとアウルの頰ほおを引っぱたいた。痛みで一いつ瞬しゆんふらついたアウルは、そのまま倒たおれこみそうになるのを、あわてて目の前の木にしがみつくことで阻そ止ししようとした。自分を打ち据すえたばかりの枝に手が届いた。その枝がぽきりと折れて、アウルは仰あお向むけになって倒れた。

「にゃっ！」

　驚おどろきと抗こう議ぎめいた声があがったのは、背負い袋ぶくろの中に入っていたゼナが、アウルとレリーフの板いた挟ばさみにあったせいだろう。アウルは急いで身を起こした。袋の中から猫ねこの鳴き声が聞こえてくる。とりあえずは無事なようで、ほっとした。

　ほっとするとともに、さっきよりいっそう腹が立ってきて、アウルは握にぎったままになっていた枝を地面に突つき刺さした。びしゃりと跳はねた泥どろがまた服を汚よごす。が、いまさら構っても仕方ないくらい、もうアウルのベストもシャツもズボンも雨でぐっしょりだったし、どれだけ必死に手洗いしても決して元には戻もどるまいと覚かく悟ごさせるには充じゆう分ぶんすぎるくらい泥まみれだった。

　彼はたった数時間前の自分を恨うらんだ。この森に入ったのは夕方になってからだったのだ。アウルは肝かん心じんなことを忘れていた。ティエンと森の間にどれくらいの距きよ離りがあるのか、村人たちに聞くべきだったのだ。ただ噂うわさ話ばなしからするとそう遠くないだろう、という理由で足を進めていたアウルは、昼過ぎごろになって、ようやく目印の川に行き当たったとき、運命の選せん択たくを迫せまられた。

　いったん引き返すべきか、このまま行くべきか。

　たとえ陽ひが沈しずむ前に森に辿たどり着けたとしても、自分の手元には古文書がないので魔ま王おう城じようのありかなどわからない。探し歩くだけでも時間を取られるはずだから、きっと……夜をそこで迎むかえる羽目になる。

　しかし、だからといって、引き返したところでどんな進展があるはずもない。一番いいのは、ティエンでひと晩野宿してから、誰だれか親切な人を探して森まで車で乗せていってもらうことだが、

（ちょっと連れていっていただきたいところがあるんです。そう、そうです、エウリュアレ大森林。化け物だらけって噂うわさですけど、あそこに用事があるものですから、ええ。お金もないし、ちょっと服が汚れてますけど替かえのものがないので勘かん弁べんしてください。わあ、ご親切に。どうも！）

　そんな人間に巡めぐり会える自信など、アウルにはなかった。何より、ティエンで車を所持している人間といえば、教会から許可をもらった上流家庭に限られる。無む駄だな期待はしないほうがいい。

　それなら、もう進むも戻るも同じこと。どうせいまのアウルに、食事や寝ね床どこの心配をせずに暮らせる場所などない。何よりお金がないからだ。

　悪いことに、そのときまでは空は快晴だった。歩いていくうちに、自分の抱かかえている不安など大したことじゃないと思えるようにさえなっていた。数日間、部屋で鬱うつ々うつしていたものだから、ちょっとした汗あせの気持ちよさが彼を大だい胆たんな勇者に変えていたのだ。

　釣つり船ぶねらしきものを荷台に載のせたトラックとすれ違ちがったとき、彼は手を挙げて止めるべきだった。平日を釣り三ざん昧まいで過ごすブルジョア相手に、まさか「車に乗せてください」とは言えずとも、世間話のひとつくらいするべきだった。そうすれば、彼が引き返してきた理由がわかったはずなのだ。

　まさか──頭上で稲いな光びかりが二、三回白く瞬またたいた──夕方から嵐あらしに見み舞まわれるなんて！

　ティエンではいまのような初夏の季節にもっとも嵐が多いという。そういうとき、決まって朝は雲ひとつない快晴になるそうだ──と、そういえば、旅の途と中ちゆうにガイツに聞いた覚えがある。アウルよりおしゃべりでうんちくを披ひ露ろうするのが好きなご老人は、とにかく朝から晩までしゃべり倒していたので、アウルはもっともらしく感心しながらも実は聞いていない、という特技を身につけたばかりだった。その特技が仇あだとなったのだ。

　稲光からわずかに数瞬、世界そのものを引き裂さくような雷らい鳴めいが轟ごう音おんとなって降りかかってくる。

「ああ、もうっ！」

　アウルはかんかんになっていた。誰に対してでもない。別に神さまや魔王さま相手に本気で腹を立てているわけではない。強しいて言うなら自分自身にだ。森に入ったはいいが、もうすでに自分がその森のどのあたりに位置しているのかもわからない。おそらく日にち没ぼつまではまだ時間があるだろうとは思うものの、うっそうと木々の茂しげる森の中、おまけに嵐の真まっ只ただ中なかでは真夜中も同じことだ。アウルは今度こそ木の幹に腕うでを巻きながら立ち上がった。

　さあ──、お馬ば鹿かな魔王、立ち上がってどうする気だ？　どこに向かって進めば正解はあるんだ？　いっそのこと魔法でノールにひとっ飛びに戻るというのはどうだ？　それができるならば！

　魔法──。

　アウルは雨あま粒つぶで視界の遮さえぎられた眼鏡めがねを取った。眼鏡を取るともっと幼い顔になる、と昔、ダイアン・ライリーがあまり親しくない頃ころにそう言っていたのを思い出した。が、いまはそれよりも重大なことがあった。彼は自分の思いつきに自分自身が喜びすぎないよう──つまり、あとでぬか喜びに終わったときに落らく胆たんしないよう──自制しながら、いったん袋を地面に落とした。中に手を突っこんで搔かき回す。ゼナのぐっしょりした体毛に指が触ふれた。彼女がくるまっている布きれを強ごう引いんに取り出そうとするとゼナもいっしょについてきたがった。「駄だ目め」と黒猫を袋の奥に押しやってから、布だけを袋の外に出す。やはりそれも濡ぬれていた。

　布を広げると、強風でばたばたはためいてアウルの手から危あやうくすっぽ抜ぬけそうになった。ほとんど前のめりに跳とびつくような勢いでそれを止めてから、風に背を向け、自分の身体からだを盾たてとしながら慎しん重ちようにその布を自分の首元に結びつけた。

　何とか成功した。やはりはためいた布がアウルの顔を後ろから包みこもうとしてくる。構わず、アウルは目を閉じた。こうして立ち止まってみると、濡れた身体がいまにも凍こごえそうになっているのが改めて感じ取れた。それでも神経を集中させようとアウルは目を閉じつづけた。

〈意識の手〉をつくり上げるのだ。肉体の制せい御ぎよとその枷かせから解き放たれた、もうひとりの自分自身。それを森の向こうに飛ばすようなイメージを強く胸に抱いだく。それに応じる気配がないかどうか探さぐってから、また別の方向に飛ばしてみる。かつて、離はなれたところから魔王城にいるガイツと言葉を交かわしたように。

　──頼たのむ、ガイツ……！　答えてくれ！

　もしもまだ森のどこかにいるのなら、間違いなくアウルの〈手〉を感じ取ってくれるはずだ。彼はひたすら〈手〉の維い持じに意識を集中させながら、脳のう裏りにガイツの言葉がひらめくのをいまかいまかと待ちつづけた。風はなおも吹ふきつける。アウルの小こ柄がらな身体が揺ゆらめいた。それでも地面に両足を踏ふん張ばりながら、彼は……。

〝魔ま王おうといったか？〟

　声が確かにひらめいた。

　が、アウルの胸に湧わき上がったのは喜びのあたたかい感情ではなかった。むしろ、海に跳びこんだ直後みたいにずぶ濡れになった身体よりも、いまや心のほうがはるかに凍いてついていた。

〝なるほど……やたらと魔法のお遊びをする人間どもが多く入りこんでいるのは知っていたが……ついには魔王さまのご登場か。ははは、いつかは来るかと思っていたが存外に早かったな？〟

　アウルはあわてふためいた。反射的に〈手〉を引こうとしたものの、相手の〈手〉に摑つかまれたままになっていて動けない。それも、ガイツやレイナー──彼がいままで〈手〉を交わしたことのある相手──のような、圧あつ倒とう的な力強さによって、ではなく、どこかぬちゃりとした、粘ねん着ちやく質しつの蜘蛛くも糸に全身を搦からめ捕とられたかのような薄うす気き味み悪い感かん触しよくによって。

　アウルの身体に鳥とり肌はだが立った。こんな感触ははじめてだ。人間よりもむしろ、ザベルやゼナといった魔将たちの感触に近い。人間には底知れない穴がぽっかり開いている感じがするのだ。そこにうっかり〈手〉を深く突つっこもうものなら、獣けものの本能に精神を喰くわれかねない。

〝面おも白しろい。面白いが、残念ながらわらわには余よ裕ゆうがない。ユーモアを面白がってくれるかどうかは、送り手のセンス云うん々ぬんよりも、受け取る側に余裕があるかないかによるのだよ、少年。少し痛い目を見てもらおうか〟

「待っ──」

　アウルが思わず声を出しそうになったのは、ぞろりと蠢うごめくようなその〈手〉の主が本気であると悟さとったからだ。人間のそれとも獣のそれとも似た、熱く、粘ねばっこい感情のうねりは──これ以上もない怒いかりからもたらされたものだった。

「ふーっ！」

　ゼナの威い嚇かくの唸うなりが聞こえた。アウルは顔を振ふった。それで〈手〉をもぎ放そうとする安直な考えでしかなかったが、意外にも相手側からの〈手〉はすっと引き、精神の交感はぷっつりと途と絶だえた。

　それを、不思議にも幸運にも思う間はなかった。現実の世界に舞まい戻もどったアウルは、開いた目でおそらく一番見たくなかったものを目まの当たりにする羽目になったのだ。

　闇やみの向こう。

　おびただしい数の獣たちがいた。

　枝の上に腰こし掛かけているのは猿さるだ。ただし口の両りよう端はしから生えた牙きばは自身の腕よりも太く、長い。

　その左右にぶら下がっているのは蜘蛛。ただし足は目で数え切れないほど多く、胴どう体たいは中央から縦二つに裂さけていて、その裂け目がパクパクと蠕ぜん動どうしている。ちらりと覗のぞいて見えるのはこれも無数の牙だった。
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　胡坐あぐらをかいてこちらを見み据すえる、奇き妙みように人間の老人によく似た顔をした蛙かえる……金色の光をバチバチと放っている巨きよ大だいなムカデ……噂うわさに聞いた三つ首の狼おおかみは予想よりも小さかったが──何しろザベルを知っているので──数がやたらと多く……木の幹に巻きついている蛇へびは、その全身に開閉する目玉があった……そして。

　彼らを押し包むかのようにうっすらと漂ただよう紫むらさき色いろの霧きり。アウルの喉のどが鳴った。強風はいまなお荒あれ狂くるっているというのに、濃こい目のその霧はまったくそれを無視して、重たげに、ゆったりとした自分のペースで森の中を這はっている。

「うわああああ！」

　アウルは叫さけんだ。勝手に口が開いたかと思うと、喉の奥に渦うず巻まいていた感情がそのまま声となって飛び出た気がした。

　体毛を逆立てているゼナをほとんど無意識のうちに袋ふくろの奥に押しこめると、これも無意識のまま、袋を担かついで走りはじめていた。さっきまで足を取られていたのが不思議なくらい、アウルは凄すさまじいスピードで木々の間、茂しげみの中を駆かけ抜ぬけた。低い位置に這った枝や茨いばらが何度となくアウルを傷つけたが、迫せまり来る死の恐きよう怖ふの前ではどうということもなかった。転びそうになるたび、アウルは普ふ段だんからは信じられないくらいの運動神経を発揮して持ちこたえた。

　真まっ暗くら闇やみ。

　風。

　渦うずを巻いた滝たきのような水が、アウルの形に切り開かれていき、残された足あし跡あとの群れは水みず煙けむりに白く霞かすんでいく。ひっきりなしに跳はねる泥どろ。アウルの心臓はこれ以上ないくらいに熱く、速く。

　後ろを振り向いてはいけない。

　化け物どもがその瞬しゆん間かんをこそ狙ねらって、襲おそいかかってくる……。

　途と中ちゆう、アウルは肩かたに喰くいこんでいた痛みが和やわらいだことに気づいていなかった。だからなお速く走れていたことにも。

　アウルは一瞬、これが現実なのかそうでないのかの区別さえつかなくなっていた。だから、まだまだ走れると思った。足にいまにも翼つばさが生えて、そのまま飛んでいくんじゃないかとさえ思った。頭はボーっとして気持ちよかった。叩たたきつける風も雨も、何にも増して心地よかった。

　そして。

　彼は前のめりに倒たおれた。

　泥に顔を抱だかれる感触は悪くなかった。

　地面に押しつけられた胸が、いまにも弾はじけ飛んでしまいそうなくらい暴れている。

　彼は眠ねむりに落ちかけていた。

　だからその直後、複数の人ひと影かげが近づいてきたのにアウルは気づくことができなかった。
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　寝ね起おきばなに、つい身構えてしまうのは昔からの習慣だった。アウルにとって眠りから覚めるという行こう為いは、頭やお尻しりの痛みと直結しているものだった。つい五年ほど前までは。

　その五年を経ることで、ようやく幼い暴君への恐怖も薄うすれたか、最近は朝起きてもすぐに顔をかばったり、お尻にぎゅっと力を入れたりといった習慣も抜け落ちつつあったものの、そのとき、アウルが反射的に「やめて！」と叫んだのは、目を開いた瞬間、人の顔がすぐ近くにあったからだ。

　以前の癖くせをよみがえらせて顔をかばったアウルは、

「ふむ。精神的ショックが大きいようじゃな。よほど怖こわい思いをしたのだろう」

　聞き慣れた声を耳にして、はっと目を覚ました。ぼやけた視界に映ったその人の顔は、確かに五年前までの幼い少女のそれではなかった。むしろ間ま違ちがわれたと知ったらかつての暴君はいままでにないくらい怒いかり狂うことだろう。何しろ目の前の顔は、

「しわしわ……」

「誰だれがじゃ、馬ば鹿かもん」

　老人はむっとしたように口をへの字に曲げた。思わず声に出してしまったらしい。アウルはまだ夢と現実の間を行き来しながら、それでもほんの少しの記き憶おくを辿たどって、自分がまさに彼を捜さがしていたことを思い出した。

「……ここはいったい……ガイ……いたっ！」

　名前を呼びかけた途と端たん、その額を叩かれた。拳こぶしだ。

「どうかなさいまして？」

　ベッドのすぐ近く、別の人の声がした。窓まど際ぎわに鉢はちを置いていたその女性は、びっくりしたように目を丸めている。ガイツ──そう、やはりガイツだ──は、

「うむ、いかんな。どこか痛むかね？」

　と、自分が殴なぐったくせにいかにも心配そうに言いながら顔を寄せてきた。「わしの名を呼ぶな」と小声で囁ささやきかけてくる。その目の怖さに、アウルは彼とはじめて会ったときのことを思い出して、一も二もなく頷うなずいた。ついつい忘れがちになるが、ガイツは強い力を持った魔ま法ほう使つかいなのだ。

「とりあえず、目立った怪け我がはない。運がよかったな、小こ僧ぞう？　エウリュアレの森で倒れたところをここの人たちに発見されていなければ、間違いなくおまえは化け物どもの胃い袋ぶくろにいたじゃろうからな。まあ、おまえはあまり食いでのある獲え物ものとも思えんが」

「ガイツさまったら、ひどいおっしゃりよう」

　女性がころころ笑った。二〇代半ばくらいだろうか、青い簡素なワンピースに身を包んだ、小こ柄がらながらも均整の取れた肢し体たいをしたその女性は、鉢植えの花を窓際に飾かざると、アウルのほうを振ふり向いた。部屋自体は石造りの小さなものだ。天てん井じようは低く、粗そ末まつなベッドのすぐ近くにひとつだけ、大きな窓がある。カーテンがゆらゆら揺ゆれていた。

「命からがら逃にげてきたところを、ようやく助かったのですもの。医者というものは、患かん者じやにもう少し優やさしいお言葉をかけてあげないと」

「わしはそんな役目を担になうために反乱軍に入ったのではないよ。反乱軍にな」ガイツはこっそりアウルに目配せした。「この魔法が教会を焼き尽つくす手助けをできれば、と勢いこんで城に来たまではいいが──そう、城にな、城に──まさか人手不足だというので、医者の役目までやらされるとは思わなんだ」

「かつての魔法使いは、あらゆる種類の学問を修めていた──医学はもちろん必修ともいうべきもの。最近の魔法使いにはそれができておらんようですな、力とは知性の制せい御ぎよあってはじめて効果を為なすもの、いまの教会連合を見ればおわかりでしょう、まったく嘆なげかわしい──」

　いきなり女性がだみ声を出したのでアウルはびっくりした。それから彼女は舌をちょっと出して、

「確か、ロゲル隊長がガイツさまに医者代わりを頼たのんだとき、ガイツさまご自身がおっしゃった言葉でしたわ。むしろとても活いき活きとおしゃべりなさってましたわね？」

「あー」ガイツは咳せき払ばらいした。「ユーリアさん、特にわしの助手を務めるつもりもないのなら、そろそろ……」

「あら、これは失しつ礼れい」

　ユーリアさんは冗じよう談だんめかしてワンピースの両裾すそをつまんでお辞じ儀ぎすると、アウルにも花のような笑え顔がおを振りまいて、その部屋から出ていった。ばたんと木のドアが閉まると、ガイツは「まったく」と憤ふん慨がいのため息をこぼした。

「近ちか頃ごろの若い女は。何を考えておるやら、だ。わしの若い頃は、皆みな、人と競きそってまでももっと慎つつましく見えるように、と少なくとも努力しておったものだが。慎ましい──か。くそっ、そう言ったら鼻で笑いおった。のう、アウル。そういえばゲイル公のお嬢じようさんも、シーラ王女も鼻っ柱が強かったな……」

「ガイツ！」

　アウルは叫さけんで、老魔法使いを鼻白ませた。「ど、どうした」と言うのを、

「どうしたじゃないよ！　森にいったっきり、帰ってこないから、どこにいっていたのかと思えば！　あの女の人とずっといっしょだったの!?　ひどいよ。ぼくは、心配して、自分で、どうしていいかわからないから、ずっと……」

　なおも大声を出そうとしたが、アウルはいきなり口をつぐむと額を押さえた。ずきりと鈍にぶい痛みが走ったのだ。

「あまり無理をするな。外を見ろ、もう夕方近い。おまえはここに担ぎこまれてから、ほとんど一日中眠ねむっておったのじゃよ。それにな……」ガイツはもう一度咳払いした。「何か、ひどい誤解をしておるようだから言っておくが──ああ、別に、あの女性は……何じゃい」

　つと振り向いて言ったのは、ドアがまたかすかに開いて、そこからユーリアの顔が覗のぞいていたからである。まるで悪戯いたずらを見つかった少女のような表情になって、

「ごめんなさい。せっかく起きられたようなので、スープのひとつもお持ちしようかと思っていましたのに」

「ん？」

　ユーリアの傍かたわらから、ひとりの少年が姿を見せた。歳としはアウルとほとんど同じくらいだが、生き真ま面じ目めに背筋をしゃんと伸のばし、

「ロゲル隊長がお呼びです。気がつかれたのなら、その子供をつれてすぐに来い、と。お急ぎの様子でしたが」

　しゃちほこばって言う表情にはおかしな硬かたさがある。身体からだのサイズには不似合いな革かわ鎧よろいを着ているのも奇き妙みようだった。

「ええい」ガイツはぺしゃんこの鼻をせいぜい膨ふくらませて唸うなった。「説明する間もない。アウル、いくぞ」

「え、で、でも」

「いいから早くせい。事情ならあとでたっぷり聞かせてやる」

「あら、ずいぶん仲のいいご様子？」

「ウマが合うようですな、ははは」ガイツはアウルの首に腕うでを巻いて言った。「亡なくなった孫を思わせるもので」

　どうやら彼は他人の振りをしたいらしい、と気づいてアウルは何も言わなかった。もちろん、孫などガイツにはいないはずだ。魔ま王おうの継けい承しよう者しやたる運命を背負った彼は、同じ血族にライバルを増やしたくないから家族も持たなかった、と前に言っていた。つまりはそれくらい、「魔王になる」という目標に人生を捧ささげてきたのだ。目の前でそれをかっさらわれた怒いかりと絶望は想像に難かたくない。同情もしてしまう。自分がその対象者でさえなければ。

　アウルはガイツに急せかされるままにベッドから降りた。あまり状態のよくない品らしく、錆さびたスプリングがぎしぎしと唸る。同時に、アウルの身体の節々もまるで錆びついたように痛み、動きが鈍かった。

「お食事はあとでよろしい？」

　ドアを開け、二人が外に出るまで待ってからユーリアは訊きいた。アウルを見つめる目に好こう奇き心しんが光となって満ちている。「お好きに」とつれなく言ったガイツに、何だかふざけた様子でハンカチを振って、別れを惜おしむ真似まねをしている女性を尻しり目めにしながら、アウルは一歩一歩気をつけながら廊ろう下かを歩いた。

　先頭をいくのはあの少年だ。やや長めの髪かみを後ろで束ねている。部屋を出ると一転して天てん井じようがやたらに高くなっていた。やはり石造りだ。ほとんど装そう飾しよく物ぶつのない、がらんとした感じを受ける廊下を抜ぬけて外に出る。ガイツの言うように、外はもう青あお紫むらさき色いろがかっていた。広大な森が左右に広がっているが、アウルたちはどの木の背せ丈たけよりも高い位置にいたので、遠くまで眺ながめることができた。

　見み渡わたす限かぎりの大森林は、薄うす暗くら闇やみに沈しずんでいるせいもあって、あたかも眼下に波打つ暗緑色の水面。嵐あらしの名残なごりか、中にはへし折れた木もあった。地面はたっぷりと水を吸ってぬかるんでいるようだ。

「塔とうと宮きゆう殿でんを結ぶ通路じゃよ」ガイツが隣となりで囁ささやく。「建築様式もノールのそれより古い。かつては増ぞう幅ふく器きが大量に必要になったので、宮殿の四よ隅すみに塔を配し、その塔そのものを増幅器にしておったのだ。もっとも、いまは半分も機能せんだろうがな」

「もっと別のことから説明してよ……」

「あとだ」

　少年が怪け訝げんそうに振ふり向いたので、ガイツはまた他人の顔をしてアウルから少し距きよ離りを置いた。アウルはそっとため息をつく。彼が説明不足なのはいまにはじまったことじゃない。それに、どうでもいいことに限って力説したがるのも。まだ頭の奥では鈍どん痛つうがしていた。ぽつりぽつりと空に浮ういて見える星を数えながら歩いていく。それから、歩きにくいのは何も身体のせいばかりじゃないと気づいた。誰だれかが着き替がえさせてくれていたのだ。前の服は泥どろだらけだったのでありがたいとは思うものの、ややサイズが小さめなので少しばかり苦しい。

　と、視線を感じたアウルは顔を前に戻もどした。向かう先にある、アーチ型の入り口近くに別の顔が二つ覗いていた。そのどっちとも、まだ一〇歳になるかならずかといった子供だった。土で薄うす汚よごれた顔をした男の子と、そばかすだらけの女の子。アウルが何より驚おどろいたことに、その女の子は手にあの黒くろ猫ねこを抱だいていた。そういえば──あとで薄はく情じよう者ものと怒られるかもしれない──気にかける間もなかったが、どうやら「彼女」も無事だったらしい。

「トッドが頑がん張ばってるぞ！」

「お役目、ご苦労さまであります！」

　二人が言うと、

「何だ、任務中だぞ」先頭を歩いていた少年が顔を赤くした。「ハーバ、メル、おまえたちだって遊んでる場合じゃないだろ！」

「だから、ぼくらも任務だって」男の子が口を開けてにっと笑うと、

「えいしさまよ」三つ編みの女の子がゼナを抱かかえたまま胸を張る。「入り口を見張ってて、怪あやしい奴やつが来たら、魔法で頭を卵みたいにぐしゃぐしゃにしてやるの」

　あ……。

　アウルはふと、身体の疲つかれも、いま置かれている状じよう況きようから来る不安も忘れた。「魔法で頭を卵みたいにぐしゃぐしゃにする」というその表現に覚えがあったからだ。もっとも、彼女はそんな──ガイツに言わせれば、「慎つつましい」言い方はしなかった。

（アウル、そんなに不平ばっかり言ってると、あとで絶対に後こう悔かいするわよ。魔法に慣れない人間ってね、他人の自我が頭に入ってくるとそりゃあ苦しいものなんですって。頭にひびが入ったみたいになって、そのひびから他人の手が潜もぐりこんできて、脳みそを卵みたいになるまでぐっしゃぐしゃにかき混ぜるの。試ためしてみたい？）

「ねえ、その人？　すぱいかもしれないって、ロゲルが言ってたわ」

「もしスパイだったらどうするの？　ぼくの石をぶつけてごうもんする？」

「いいから！」少年が顔中口にして怒ど鳴なった。「ちゃんとお勤めしないと、また食事抜きになるぞ。さっさと戻れ！」

「トッドが怒ったー」

「偉えらいんだ！」

　二人して、トッドという名前らしいその少年をからかいながら駆かけ去っていく。

「アフィー、あっちいこ。怒りんぼのトッドが怖こわいから！」

　女の子の言葉からすると、いまのゼナは「アフィー」という名前らしかった。完全に猫になっているせいか、抱えられたまま大人おとなしいものだ。

　トッドはまだ顔を赤くしながらも、さっきまでと同じ、規則正しい歩ほ幅はばでふたたび歩きはじめた。入り口をくぐり、また石造りの建物の中に入る。今度はいくらか見み栄ばえもした。柱に支えられたバルコニーが通路の右手側に開けて見える。そこには数人の大人たちの姿があって、何やら話の途と中ちゆうだった。「ガイツどの！」とひとりがこちらに向かって手を振ってくる。

「また、『六元素における、相反する力の制せい御ぎよ理論』について、ひと晩語り合いましょうぞ！」

「おお」

　ガイツは──アウルにはぎょっとしたことに──にこやかに応じて手を振りながらも、バルコニーが見えなくなると、

「ふん。精せい霊れい学がくだの、錬れん金きんだの、魔ま界かい呪じゆ文もんだの、近ちか頃ごろの魔法使いは魔法をいくつにも分類したがる。それで一人前の学がく者しや面づらをしたいだけなのじゃ。精霊の六元素だと？　貴様の目に見えん精霊がどれほど世の中にはおると思う。種類わけなどそう単純にできるものか」

　小声で嫌いや味みを口にした。その辺はもちろん変わらない。この二日の間に何があったかは知らないが、とりあえず彼はアウルのよく知っている偏へん屈くつものの魔法使いのようなので安心した。

　階段を二回降りる途中でも、アウルは数多くの人たちとすれ違ちがった。トッドやメルのような子供はあまり数は多くないようで、ほとんどが大人の男たちだったが、ユーリアのような女性も中にはいた。おおむね彼らは城の掃そう除じに忙いそがしそうで、あちこちでモップをかけたり、何だかガラクタのようなものを詰つめた荷車を窓の外から上げ下げしていた。

　そして、そうしたいわば日常的な光景の中にそうでないものもいくらか混じっていて、さっきのトッドたちの会話とあわせることで、アウルにも大体の事情というものが摑つかめてきた。柱を上下している雑ぞう巾きんはどう見ても勝手に動いているし、廊ろう下かをせわしなく前後するモップの中には、人間の手に握にぎられていないものもあったのだ。

「おまえ、またサボって！　見られたら、恥はずかしい思いをするのはあたしなんだからね！」

　その誰も握っていないモップに、中年の女性がさっきから怒鳴りつけている。近くを通りかかった、手に何やら巨きよ大だいな箱を抱えている男性がからかった。

「魔道具だからな、固定した自我──つまり、おまえさんの性格が出てるのさ。さっさとそいつは仕し舞まったほうがいいぞ。世の独身男性に見られたら、また婚こん期きが遅おくれちまう」

「うるさい！　つくった奴が悪かったんだ。ボリー爺じいさんにあとで怒鳴りこんでやらなくちゃ……」

　大きな窓の近くで、荷車にせっせとガラクタを詰めていたおじさんは、そのまま荷車を外へと放ほうり投げた。驚いたのも束つかの間、まるで翼つばさが生えているかのようにふわふわと優ゆう雅がに降りていく荷車を呆ぼう然ぜんと見つめるアウルの耳に、

「おーい、そっちのペース、もっと速くならんか！」下のほうから大声が聞こえてきた。「搬はん入にゆう口ぐちはどこもいっぱいだ！　この荷車を使いたいんだがな」

「昨日から徹てつ夜やでやってんだ」おじさんが下に怒鳴り返す。「遅れると、どやされるのはおれのほうなんでね、勘かん弁べんしてくれ」

「こっちが優先だろう！　城の掃除はあと回しだ。肝かん心じんなときに武器や食しよく糧りようがないんじゃ、困るのはみんななんだからな！」

　どうやら、下からはその「武器や食糧」とやらを城に運びこんでいる最中らしい。「おれの魔道具だぞ！」というおじさんの声が遠ざかっていく。

　途と中ちゆう途中、やたらと大きな甲かつ冑ちゆう像ぞうが目についた。かつては巨きよ人じんの兵士でもいたのだろうか、と思わせるそれらの甲冑は、人の形をしたものが大半だったが、兜かぶとの中には獣けものの頭をかたどったものもあって、鎧よろいの部分もそれに合わせて奇き妙みように前ぜん傾けい姿勢になっていたり、足が四本になっていたり、尻尾しつぽをカバーするとげつきの装そう甲こうもあったりと、バラエティーに富んでいる。城の片づけをしているらしい人々は、これらをどうするかで頭を悩なやませているふうだった。

　やがて、ひときわ広々とした場所に出たかと思うと、「わしに話を合わせろ」と小声でガイツが囁ささやくのが聞こえた。人間の背せ丈たけを二倍したほどの大きな扉とびらの前には、それこそ衛え士じのように左右に立って守っているものたちがいた。しかしその手に武器はない。必要ないのだろう、とアウルは思った。彼らの正体がわかりかけてきたところでもある。

　扉の向こうは、謁えつ見けんの間になっていた。ただし、ノールの城のように観光地として機能していたわけではないらしいので、あちこちがたが来ている。隅すみに積み上げてあるのはぼろぼろになったじゅうたんを丸めたものだろう。肝心の玉座も朽くちかけていたが、それでも満足げにそっくり返って座っている男の姿があった。

「無論、本物の玉座は地下にある」ガイツがこれも小声で言った。「おまえのための、な」

　アウルは答えなかった。玉座の上にいた男は、何やら他ほかの大人たちとの会話に忙しそうにしている。筋肉質の大男だった。銀色の肩かた当あてに胴どう鎧よろいを着用していて、腰こしには古い様式の銃じゆう──マスケット銃をぶら下げていた。

「ロゲル隊長、つれてきました」

　トッドが慇いん懃ぎんに礼をすると、ロゲルと呼ばれたその大男がこちらを向いた。頭の中央にだけ髪かみを残した、奇妙な髪かみ型がたをしているが、じろりとした眼光には体格に見合った迫はく力りよくがある。トッドはそれで役目が終わったのか、そのまま玉座に背を向けた。アウルとすれ違いざま、

「あいつ、少しの間、王さま気分を味わうつもりなんだ」

　と囁いた。何のことかアウルにはわからず、戸と惑まどっていると、

「おれが当面、この城を預かっている地ち竜りゆう隊の隊長ロゲルだ」

　前置きもなしに大男は言い、アウルの注意を強ごう引いんにひきつけた。当然知っているだろう、的なニュアンスがあったが、アウルは彼の名前も、地竜隊とやらも知らない。

「ゆうべ、おまえが森の中に倒たおれているところを、うちの偵てい察さつ隊たいが見つけたんだ。命があって何よりだったな……とは、実はいまの段階では言えん。おまえ、なぜこの恐おそろしいエウリュアレの森なんぞにいた？　ティエンの村のものではなさそうだな？」

「えっ、と……」

　どう言っていいものか、アウルは迷った。ガイツは他人の振ふりをしたがっていたから、事情の説明ができない。ロゲルはそれこそ王さまのような高圧的な視線を高い位置から注いできた。

「しかも森深くにまでわけ入ってきた。ティエンの人間でもなかなかあそこまでは進めんよ。貴様、何者だ？」

　ロゲルは肘ひじ掛かけに預けた右みぎ腕うでに頭を載のせながら、舐なめるような視線をアウルに這はわしてきた。当然、いい気分のするものではない。アウルはメルの言っていた「スパイ」という言葉を思い出した。まさか！──

「答えられないのか。いいぞ、言葉にしなくとも。それこそ、こちらには人の考えを引き出せる奴やつなど無数にいるからな。子供相手だからと容よう赦しやはせん」

「彼もまた、魔ま法ほう使つかいなのだよ、隊長」

　ロゲルの目がにわかに厳しさを帯びたそのとき、隣となりに突つっ立っていたガイツが、何やら威い厳げんのありそうな声を出した。「む？」とロゲルの毛の薄うすい眉まゆがひそめられる。

「それも、我々のような生まれついての魔法使いだったわけではない。隊長、そういった人間がどういう境きよう遇ぐうに置かれるかは、当然おわかりであろう？　おそらくこの世には自分がそうであると知らない魔法使いも数多くいるだろうが、その大半は知らないまま一生を終えるもの。偶ぐう然ぜんにも魔法が発動する、というのは大変珍めずらしいことだからな。が、その珍しい事態が万が一にでも起こってしまったら……。そいつの辿たどる悲ひ惨さんな運命は想像に難かたくない。連合国内ならなおのことじゃよ……」

　ガイツは長いローブの裾すそで口もとを覆おおった。悲しげに目を伏ふせながら、それから彼の語ったアウルの生おい立ちは、アウル自身が顔を赤らめそうなほど「典型的」な悲劇の主人公じみていた。

　魔法使いであることがばれたただの少年──。生まれが教会の支配する連合国内であったため、その天性の才能に誇ほこりを持つどころか、石持て追われる身となってしまった。父親は職を失い、母親は近所の嫌いやがらせに耐たえかねて家から逃にげ出して、アウル自身は魔法を使って町に被ひ害がいを出さないよう、そして善人の少年少女たちに悪あく影えい響きようを与あたえないよう、土蔵に閉じこめられた。

　そして、町にやってきた異い端たん審しん問もん局きよくの人間たちが、彼を捕とらえようとしたところ、最後の良心を振り絞しぼった父親がアウルを逃がしてくれたのだ。自らの身を盾たてにし、息子むすこを逃がそうとした父は相手から奪うばった拳けん銃じゆうまでも振り回し……。駆かけ去っていくアウルの背中に、父の断だん末まつ魔まが轟とどろいた……。

「では、なぜあの森の中にいた？」

　ロゲルがややうんざりした口調で訊きいた。

「軍人さえも手の及およばぬところといえば、誰だれもが恐れるこのエウリュアレしかあるまい」何をいまさら、と言いたげにガイツは笑った。「軍人に一生追われるくらいならば、九死に一生を賭かけて化け物の巣くうエウリュアレの森に挑いどむ。果たしてそれが英断か、愚おろかしい選せん択たくなのかはともかく、ここにいる以上、彼は自らの賭けに勝ったのさ」

「むう」

　ロゲルはガイツと、隣のアウルを交こう互ごに見やる。アウルはさっきのトッドのようにしゃちほこばって、背筋を伸のばして立っていた。ガイツの噓うそ八はつ百ぴやくがばれないよう、彼のほうがはらはらと気を揉もんでいたのだ。

「……というわけで、アウルとやら」ガイツはいきなりアウルに向き直った。「かわいそうだが、おまえはもうどこにもいくことはできん。ここの居場所を知られたからにはな。それにどうせおまえにはもう帰るべき場所もあるまい。おお、そうだ。わしはこの城の研究をやっている途と中ちゆうなのだがな、人手が足りなくて困っていた。ぜひおまえを助手に任命したい。受けてくれるか、そうか、ありがたい、やれ助かった」

　ガイツという人間に致ち命めい的てきな欠点があるとしたら──とアウルは考えていた──きっと自分は素す晴ばらしく演技が上手うまいに違ちがいないと思いこんでいることだろう。ガイツはそれで話は終わった、とばかりにアウルの肩かたを抱だいて広間から出ていこうとするのだが、当然、目を白黒させたロゲルは、

「お、おい、待て。勝手に話を進めるな。まだこっちの質問が終わっていない。大体、なぜその坊ぼう主ずでなく、ガイツ、おまえが……」

「時間がないのだ！」ガイツはいきなり目を剝むいて言った。「よいか、ここは魔王城だぞ。魔王城である以上、歴史にあるような絶対的な防ぼう御ぎよ力りよくを働かせる機能があるはず。城の研究はそれを探すためでもあるのじゃ。リーダーが到とう着ちやくする前に何とかしろと言うたのはおぬしじゃろうが！」

　ロゲルのいかつい顔にあわてたような表情が浮うかんだ。謁えつ見けんの間にいる他ほかの人々の顔をきょろきょろと窺うかがっているところを見ると、あまり他人に聞かせたい話ではないらしい。彼はたくましい腕うでをひと振りして、

「ええい、おれとて、そんな坊主がスパイだなどと本気で思っているわけではない。必要以上にかける時間も惜おしいわ。好きにしろ！」

「承知。──それでは。ほれ、いくぞ、アウルとやら」

　ガイツは最後だけ慇いん懃ぎんな態度で礼を送って、それからふたたびアウルの肩を抱いて謁見の間を横切っていった。丁てい寧ねいな応対をしたぶん、もちろん小声での嫌いや味みを彼は忘れなかった。

「ふん。わしが魔王の歴史や、魔王城の機能に詳くわしいからと、あ奴は城を自由に探たん索さくする権限をわしに与えたのだ。が、増ぞう幅ふく器きの存在も知らぬ輩やからに教えてやる義理などあるものか。どうせ、リーダーとやらがここに来るまでに手て柄がらのひとつも立てておこうという浅はかな考えなのだろうしな」

　ガイツのもうひとつの欠点は、いささか感情が激しやすいということで、小声での毒づきもともすれば他人に聞こえそうになってしまうこともある。だからアウルは、

「魔王城の研究だって？　興味があったんです、ぜひ手伝わせてください！」

　と、大声でそれを聞こえなくする必要があった。が、どうやら演技に関してはガイツを非難できる立場にアウルはなかった。声は裏返っていたし、顔も赤らんでいたからだ。

　二人して広間を出てから、

「よし、とりあえず質問を解禁する。ただし、ひとつひとつ的確なものを、な。時間がないというのもあながち噓うそではないのだ。何しろ、ローラナが新しい魔王城に馴な染じむには多少なりとも時間を要する。おまえが魔王として名乗りをあげるのはそれ以降になるだろうから、早いところ……」

「ガイツ、ガイツ！」

　アウルは早さつ速そく早口になりかけた老人を遮さえぎった。通路の向こうでユーリアというあの女性が手を振ふっている。もう片方の手に抱かかえたお鍋なべを何度も上げ下げしてはアピールしていた。

「異端審問局に追われて、お父さんを亡なくしたばっかりのぼくは、いまお腹なかぺこぺこなんだよ。とりあえず、食事してからでも遅おそくない。でしょう？」




　夜も更ふけ、室内に誰もいなくなると、ガイツは自分の事情を語りはじめた。

　森の中に入り、城を見つけるまでは意外とたやすかった、と彼は言う。古文書の記き載さいにしたがって歩いていけば、半日としないうちに辿たどり着けたからだ。が、喜び勇む彼を思わぬ事態が待ち受けていた。

　何と先客がいたのだ。

「それが、遺い跡せきを破は壊かいしに来た教会連合軍──だったなら、まだ話は単純だったのだがな」

　テーブルにランプひとつ置いたきりの暗がりの中、ガイツは明めい滅めつするオレンジ色の光を瞳ひとみに宿しながら言った。

　城にいた一〇〇人以上の人間はそのほとんどが魔法使いだった。ガイツは〈場〉から感じる精せい霊れいの乱れでそれを感知したのだ。そして同時に、彼らが教会連合軍に戦いを挑んでいる魔法使いたちであることも知った。つまりは連合にテロリストなどと呼ばれている手合いだ。彼らにもいくつか組織立ったグループがあって、アスナフに攻こう撃げきを受けていた隠かくし村の魔法使いたちもその一部だったのだ。

「中には頭の切れる奴やつもおるようだ」ガイツは渋しぶ々しぶ認めざるを得ない、といった感じでそう口にした。「まさか、わし以外に、エウリュアレの中に隠されていた城の存在を知るものがあったとはな」

　大規模なグループである彼らは、先せん遣けん隊たいの一〇〇人をまずこの城に派は遣けんしていた。ガイツが訪おとずれたのは、彼らが城を新たなアジトにするための準備をしていた真っ最中だったのである。最初、ガイツは「見慣れない奴だ」ということで危あやうく幽ゆう閉へいされそうになった。城の場所を他の誰だれにも知られるわけにはいかなかったからだ。

「まあ、魔王の血統であるこのわしのことじゃ。実力で彼らを打ち負かしてもよかったが、教会と戦う気き概がいを持ち合わせた彼らを、あたら傷つけることもあるまいと思ってな。それに、いずれはわしの──いやいやアウル、おまえの手足となって働く兵士たちじゃ。無む駄だな血を流さぬに越こしたことはない」

　そこで、ガイツは自分も「魔法使いテロリストとして連合に追われる身」であることにして、城の場所を知っていたことに関しては、魔王の歴史に造ぞう詣けいが深い学者だから、ということにしておいた。ガイツのことだから、本当は「我こそは魔王ガリオンの……」と口上を述べたくてうずうずしていたに違ちがいない、とアウルは思った。

　その言葉どおり、ガイツは確かに碩せき学がくを気取る並の魔法使いより、よほど魔王の歴史や魔法について精通していた。そんな知識の豊富さと、また、一度、乞こわれるままに渋々と──多分、本当は嬉き々きとして──見せた魔法の実力に感じ入った彼らは、ガイツを新しい仲間として好こう待たい遇ぐうで迎むかえ入れてくれたという。

「もともと、テロリストやら、わしをリーダーとしない組織なんぞには、耳クソのかけらほどの興味もなかったのだがな。ここは若き魔王をサポートする老ろう獪かいなエリート魔法使いとして、自らの信条をもまげてあえて彼らの仲間になることにしたのだ。感謝せいよ」

「はい」

　アウルは頷うなずいた。ガイツはまじまじと弟で子しの顔を見つめる。そこに誠意のひとかけらでも見み出いだそうとするかのように。それから、ややあきらめたみたいにガイツは説明を再開した。

「……が、おまえもさっき会った、あのロゲルという筋肉馬ば鹿かは見かけほど単純でもなくてな。わしになかなか外出許可を与あたえようとせなんだ。頭にも来たが、まあ、さっき言ったのと同じ理由で、ここは我が慢まんするしかない。感謝せいよ。だから、おまえとも連れん絡らくが取れずに悶もん々もんとはしておったのだが──まさか、おまえのほうから来るとはな。それも、かっこよく登場すればまだ許せるものを、森の中でばったり倒たおれ伏ふしてるところを部下たちに助けられようとは」

　いかにも嘆なげかわしそうに言うので、アウルは赤くなって抗こう弁べんした。

「部下じゃないよ……その、いまはまだ、ね。それに、まさか本当に化け物があんなにいるなんて思いもしなかったんだ！　知っていたら、ガイツなんかを捜さがしに森に入るもんか」

「よいよい、怖こわかったのであろう。隠すな。どれだけのつき合いになると思うておる？」

　二ヶ月以上にはならないよ、と言おうとしたアウルだったが、

「化け物などいやしないのだからな。三つ首の狼おおかみが大量発生したという話だって、例の、ほれ、ノールで奴らがやろうとしていたことと同じ……教会の仕組んだ狂きよう言げんというものじゃよ。それは、これほど広い森の中、多少怪あやしげな生物の一匹ぴきや二匹ひきはおるかもしれんが、どいつもこいつも牙きばや爪つめを尖とがらせて生温かい獲え物ものが入りこんでくるのをてぐすね引いて待っている──などということはない」

「ちょっと待って、ガイツ……」

「それに、森を歩き回っておったら、いろいろ面おも白しろいものも見つけてな。おそらく、ここを住すみ処かにしていた魔法使いたちの住居や、隠れ住んでいた洞どう窟くつなどじゃ。自分たちの生活を脅おびやかされないため、いろいろ魔法で旅人たちに幻げん影えいを見せたり、時には精霊やら使い魔たちなどに実際に襲おそわせたりして、怪あやしげな噂うわさを広めておったのだろう。教会も、過去の魔法使いたちも、同じことをしていたわけじゃな」

「待って……」

「エウリュアレは確かに魔王に深い関わりのある男で、この城ももともとはエウリュアレが魔王に居城のひとつを貰もらい受けたものじゃ。が、魔王自身はあまり関心を払はらってはおらぬようでな、あたらしもの好きな性格ゆえ、この城も、もっと新しい居城が完成したので引き払っただけの話よ。研究者としてのエウリュアレは、まあ、一いち目もく置かぬでもないのだが……何だ、髭ひげを引っぱるな！」

「ぼく、本当に見たんだ！」

　何とかガイツの言葉を遮さえぎることに成功したアウルは、森の中で起こったことを説明した。数十匹の化け物が自分を取り囲んでいたこと。頭の中で響ひびき渡わたった声は、確かに何者かが伸のばしてきた〈意識の手〉だったこと、そしてそれは人間よりも、魔ま将しように近い感かん触しよくがしたこと……。

「ふむ、魔将、な」ガイツはうろん臭くさそうに顎あご鬚ひげをしごいていた。「魔法使いどもの残した何らかの仕し掛かけでも働いたか？　幻影を残すことくらいなら、魔道具にも確かに可能だ……」

「幻影なんかじゃないよ！」

「まあ待て、落ち着け、アウル。わしは確かに、この森の伝説を考こう慮りよし、おそらく危険もあるだろうからとおまえを村に残したままやってきた。が、森をさ迷い歩いたわしに見つけられたのは、さっきも言ったような魔法使いたちのかつてのアジトのみ。狼や鹿しかくらいはいるかもしれんが、巨きよ大だいな蜘蛛くもに、雷かみなりを放つムカデとなるとな。それに、強い〈意識の手〉を伸ばすような相手なら、わしにもわかるはずだ」

「夜じゃなかったからだ」アウルは頑かたくなだった。「ぼくが森に入ったのは夜だったから、だから化け物どもが」

「まあよい。無事だったんだ。それでよかろう」

　ガイツはあっさり話を切り捨てた。アウルは口ごもる。まるで、聞き分けのない孫の話を「そうか、そういうこともあるかもね」で終わらせたがる老人のよう。いつもは逆の立場なのに。

「森に仕掛けを用意せねばならんのは、しかしこれからの課題じゃよ。むしろ伝説どおりに化け物どもをばらまいたほうがいい。教会や、他ほかの人間どもがたやすく入ってこれんようにな。反乱軍の馬鹿たれどもは、これからまた一〇〇人規模でどんどん人をここに寄よ越こすようだが、そうなると、さすがに気取られかねん。そうなる前に対策を講じんとな。次はこの部隊のリーダー格が来るという話だが、果たしてそこまで頭が回っているやら、だ」

「へえ。誰だれが来るの。またレイナーみたいな、魔王の後こう継けい者しや？」

　話の腰こしを折られたアウルは珍めずらしく不ふ機き嫌げんに皮肉を言った。ガイツはむっと眉まゆをひそめて、

「さて。反乱軍にもいろいろ派は閥ばつがあるようじゃ。もっとも、魔王城の本来の価値などわかっておるものなど少数じゃろう。あのロゲルの話を持ち出すまでもなく、魔法の盾たての使い道も知らんのがほとんどだ。あまり期待せぬほうがよさそうだな」

　魔法の盾とは、城の増ぞう幅ふく器きから得る魔力をもとに張はり巡めぐらせる──いわば、『穴』のようなものだ。精せい霊れい界かいへのゲートそのものが展開されていて、外部からの攻こう撃げきのほとんどをそこに吞のみこんでしまう。魔王城のほとんどに塀へいも堀ほりもないのはそのためだった。例を挙げるなら、魔王時代にさかのぼるまでもなく、ほんの一ヶ月前、レイナー・レイバックがノール城を起動する際に用いている。

「とにかく、今日のところはゆっくり休め。どうせすぐに目が回るほど忙いそがしくなる。ローラナを城に宿らせ、魔将たちを目覚めさせ──まあ、新しい城にローラナを馴な染じませるには時間が必要になるが──真なる力にこの城が目覚めたそのときこそ、おまえは魔王として名乗りをあげねばならんのだから。反乱軍と名乗っておっても、まとめる人間がいなければしょせんは烏う合ごうの衆しゆう。しっかりとした知ち恵え袋ぶくろと、圧あつ倒とう的な力を持つリーダーが必要なのだ。それまでは悟さとられてもならんが、あまりに軽く見られてもいかん。王としての威い厳げんを……」

　休め、と言いながらも相変わらずガイツは長話を好んだ。結局アウルが解放されたのはそれから一時間後で、ひとりきりになった石造りの狭せまい部屋の中、アウルは粗そ末まつなベッドで横になった。

　まだ外では誰かが働いているのだろう、人の声や気配がかすかにする。環かん境きようの変化で身体からだは疲つかれていたが、それでも夕方まで眠ねむっていたせいか、アウルは少しも寝ねつけなかった。

　ガイツの言葉が脳のう裏りに何度もよみがえる。

　──魔王として名乗りをあげる……。

　やはり彼がアウルに望んでいるのはそれだ。魔法使いたちをまとめ上げ、教会連合に対して戦いを挑いどめ、と言っているのだ。

　──ぼくが？……

　ふっ……と眠りに落ちそうになるたび、頭の奥にひらめくのは、飛ひ竜りゆうたちがノールの市民を襲っている風景。精霊たちが騒さわぎ、町が燃えて、竜たつ巻まきが巻き起こり、水柱がいくつも立ち昇のぼる。鋼こう鉄てつの翼つばさが空を舞まい、機き銃じゆうの掃そう射しや音おんが風を引き裂さいて。ひるがえる黒いローブ。レイナー・レイバック。野や獣じゆうの咆ほう哮こう。ザベル。リュカール。

　アウルは何度も寝ね返がえりを打った。

　いくつもの思いに悩なやまされていた彼は、大事なことをひとつ忘れていた。
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　天気がよかったから、彼は上じよう機き嫌げんだった。おそらく他の誰にもそうは見えなかったろうが、娘むすめである彼女にはわかっていた。護衛をつけなくてもいいと言ったのは本人だ。何しろ、自分には最強の護衛が終始傍かたわらにいるのだ、と。何より機嫌のいい証あかしだった。父親は普ふ段だん、そんなことは絶対口にしない。部隊を離はなれ、たったひと時でも司令官としての立場を忘れられることが嬉うれしいのだろう。しかし──、

「もう少し速度を上げたほうがよくなくて？」

　そう言わざるを得ないのが、最強の護衛と呼ばれたいまの彼女の立場だった。フードを手で押さえ、乱れ飛びそうになる金色の髪かみを必死になだめながら。

　父親はやや振ふり向いて、

「グリフォンはここらあたりでは珍しくもないが、さすがに魔法で速度を上げすぎると怪あやしまれる。それに、他の部隊はジプシーを装よそおって地上を歩いているからな。速度を合わせるつもりでいこう」

「そんな、のんびりしてる場合じゃないと思うわ」彼女は口を尖とがらせた。「聞いてるでしょ？　わたしたち、昨日もほとんど徹てつ夜やで話し合ってたのよ。アスナフの国境近くで、リュカールが目もく撃げきされているのって、ねえ、ひょっとして、例の魔ま王おう城じようにご本人さまがいらっしゃるんじゃないかしら、って」

「そうなったら、ロゲルから真っ先に連れん絡らくが来ると思うがね。少なくとも、わたしは聞いていないな」

　もっと冗じよう談だんめかして言ってくれるといいのに、と彼女は思った。ここ何年も、父親のくつろいだ表情など見たことがない。だからせめて、父娘おやこ二人きりになったいまだけは笑え顔がおを見せてほしかった。だから子供っぽいことをあえて口にしたのに。

「エウリュアレは魔法生物の巣だと聞いたことがある。古い文ぶん献けんによると、あの城は魔将の研究所だったともいうからね。リュカールではないにせよ、何かしら、この世のものではない生物が森から現れたのかもしれない」

　それでも、いつもに比べればずっと父は饒じよう舌ぜつだった。彼女はとりあえずそれで満足することに決めた。下手に家族のことを口にして怒ど鳴なられるよりはいい。ここ四年、司令官とその部下の立場だった二人だから、彼女も慣れてはいたのだ。

　それに確かに、今日は天気もよかった。高度数百メートルの空を、はためく翼に運ばれていくのは悪くない。緑がうねる波間に、ぎらぎらと太陽の光を反射させる湖面が見えた。青く、色素の薄うすい彼女の瞳ひとみには強すぎるその刺し激げきが、いまはいっそ心地いい。この空からの眺ながめだけは、教会にも汚お染せんされておらず、魔王の時代からずっと同じなのではないかと彼女には思えた。ここからもっと北にいけば、定住地をいまだに定めない遊牧民たちのいる高山があるという。それこそ時間から忘れられた──あるいは、忘れることのできる土地なのだろう。教会が気まぐれを起こして、そこに機き銃じゆうを向けることさえなければ。

　しかしそれをもし、魔王が数百年ぶりに現れて打ち倒たおすことがあるとしたなら、確かにカッコイイ話だとは彼女も思う。

　それこそ子供じみた想像だ。が、いま、空の上、新天地に向けて飛び立っているこの状じよう況きようが、何よりも彼女自身の心を解放してくれていたのかもしれない。眠ねむれぬ夜に、物知りの母親にせがんで聞かせてもらった魔王の物語の数々。眼下にうねる過去と同じ風景が、それらに現実味という彩いろどりを添そえてくれる。

　彼女は、しがみつく格好になっていた父親の横顔を少し眺めてから、もう少しだけ羽目を外すことに決めた。

「魔王さま！」

　いきなり大声を出した彼女に、さすがに父親が驚おどろいた表情を覗のぞかせる。正面からの風にフードがはね除のけられ、髪がばっと後ろに散った。

「いま、この世で最高の魔法使いがそちらにいきますわ！　お待ちになっていて！」

　きらきらと輝かがやく湖面が足の下を過ぎていく。少女は「ふーっ！」と甲かん高だかい声をあげて、何度も何度も両手を振った。父親はとがめるタイミングを見失ったか、娘の好きなようにさせていた。

　無論──、

　このとき、少女が向かう先の新天地で本当に魔王と巡めぐり会うなど、二人に想像し得たはずもない。




　翌日から、アウルも城の下働きに駆かり出された。休ませておく手はひとつたりともない状況らしい。

　朝から夕方まで、荷物の運び出しや、逆に荷物の搬はん入にゆう、城の掃そう除じから、ジャガイモの皮むきまで、アウルがやらねばならない仕事は山とあった。城からやや離れた小高い丘おかの上に出向かされたときは、本気で逃にげ出そうかとも思った。そこで彼を待ち受けていたのは、ぎざぎざの牙きばと、尖った鉤かぎ爪づめの群れだったのだ。鱗うろこの一枚一枚でさえ、手でうっかり触ふれようものなら皮ひ膚ふをざっくり切りそうなほどに鋭するどい。飛ひ竜りゆうイオースの世話はたとえ相手が鎖くさりでつながれていたって二度とごめんだった。何せ二〇匹ぴきだ。

　城の中にいる人間のほとんどが魔法使いだが、仕事を魔法でやるものもいれば、そうでないものたちもいる。アウルはもちろんそうでない人間のほうだ。仕事に不向きな魔法しかできない、ということにしてはいるものの、無論、彼ひとりでできる魔法などほとんどないのが実状だ。ガイツからもらったガリオン・ローブがあれば、〈手〉を伸のばすことはできるものの、しかしいってみればそれだけのこと。魔法使いならば誰だれしも〈手〉を生み出すことはできるのだから、そんな基き礎そ的な部分は何の自じ慢まんにもならない。
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　だから、

「魔王さまは、いまいったいどこにいらっしゃるのだろう？」

　労働の合間、城の中庭で休きゆう憩けい途と中ちゆうにそんなことを言うものがいると、アウルはぎくりとなった。生き地じの粗あらいタオルで首を拭ふき拭き、ひと目見ただけでは魔法使いとはにわかに信じがたい巨きよ漢かんが口火を切る。

「やはり、アスナフの部隊を追い払はらったのはリュカールだと思うか？」

「教会は何だか必死で否定してるみたいだけどな。魔法使いに幻げん覚かくを見せられたのだと！」

「何も知らないってのは怖こわいねえ。一個中隊に巨きよ大だいな幻覚を見せられる人間がいたなら、それこそ魔王さま以外の何者だっていうんだ、馬ば鹿かめ」

　細ほそ面おもての男が唾つばを吐はき捨てた。隣となりに座っていた男がおずおずと、

「じゃあ、シーラ王女が斃たおしたって言っているのはやはり偽にせ者ものかな？」

「当たり前だ。どうせ、おれたちとそう変わらない魔法使いが何か企たくらんでた、ってだけの話だろ。ノールってのは小さな町なんだ。ちょっとのことでも話のスケールが大きくなる。大体、おとぎ話の世界じゃないんだよ。お姫ひめさまがどうやって魔ま王おうさまを斃すというんだ？」

　時々、こういう話が元になって口論になる場合もあった。ゆうべなど、「じゃあ、ノールで目もく撃げきされたザベルやリュカールは何なんだ。現実を受け入れろ。魔王は斃されたんだよ」と力説する大人がいて、辺りからいっせいに非難を浴びていた。

（おまえたち、いつまでかび臭くさい魔王の伝説なんかに頼たよっている！　そんなことじゃ駄だ目めなんだ。おれたち自身がやるしかないんだよ！　それとも何か、ここで待っていれば、五〇〇年前の魔王がこの場にやってきて、おれたちの力になってくれるとでもいうのか。ふん、馬ば鹿か馬鹿しい。おまえたちがその気なら、おれは別のところにいくぜ！　自分たちだけじゃ何もできない寄せ集めの集団なんかじゃ、教会とは戦えないからな！）

　彼はそう言って、本気で出ていこうとしたのだが、隠かくしアジトである城からそうそう人を出すわけにはいかなかったのでそのまま取り押さえられ、地下の独どく房ぼうに入れられた。「あのときは酔よっていたんだ」とロゲルに弁解して彼はとりあえず自由の身には戻もどれたものの、やはり魔法使い、それも教会と戦うことを決意した反乱軍といってもいろいろあるらしい。

　それに、彼は一方的に間ま違ちがっているわけじゃない、とアウルは思っていた。そう、魔王さまが現れるのを期待されても困るのだ。あなた方の胸の中に、どんな魔王像が思い浮うかんでいるかは知らない。角の生えた大男？　それとも、ガイツの一〇〇倍くらい歳としを取ったような、大賢けん者じやのごとき老人？　あるいは、竜りゆうの顔をした、人間ですらない超ちよう越えつ者しや？　おそらく人の数だけ魔王の理想像もあるだろう。が、ひとつだけ確かなのは、どれだけ数多くの魔王像があろうとも、いったい誰が一五歳の瘦やせっぽっちの少年の姿など想像するだろう、ということだ。おまけに年ねん齢れいよりもちっぽけに見られるんだ。学校ではいじめられていたんだ。森の中で、ガイツが言うにはありもしない化け物に囲まれて、くたばりかけたんだ──。

「どうしたの？」

　いきなり耳元に「ふっ」と息を吹きかけられて、アウルは飛び上がりそうになった。振ふり向くと、ユーリアがくすくす笑っている。透すきとおった管のような風の精せい霊れいを首に巻きつけていて、そこに水の入った壺つぼをいくつも載のせていた。

「はい、どうぞ」

　ユーリアの差し出した木製のカップを受け取ると、精霊は実に器用な動きで壺から水を注ついでくれた。ユーリアが「持ち運びする」精霊で、名をヒュージというらしい。精霊に関しては、この数日、いろいろ興味深い話を聞けたのだが、それはあとで述べる。

「ぼんやりして。お仕事には慣れた？」

「ええ、まあ……大体」

「よかったわ。あら？　でも、ガイツさまの助手になるって話じゃなかったかしら？」

「他ほかがいろいろ忙いそがしくて……。ガイツが言うには、まだ、ぼくの手助けできる範はん囲いじゃないから、結構だって」

　彼はいま城にかけられた封ふう印いんを解いているのだ──とはもちろん言えるはずもない。内ない緒しよらしいからだ。魔王城にはその血族しか真の力を利用できないよう、いろいろと封印が施ほどこされている。そもそも、ノールの城にある地下の玉座にアウルが入れたのも、ガイツが古文書に記き載さいされている呪じゆ文もんを使って城の封印を解いていたからだ。

「早いとこ、物の数になってくれなくちゃ困るぜ」巨漢のコナーが力ちから瘤こぶを誇こ示じして、アウルに言った。「いくら人手が欲しいからって、飲み食いした分くらいは働いてくれる人間じゃなけりゃ、組織はあっという間に壊かい滅めつだからな」

「コナー、あなたは何を言っても脅おどしに聞こえるって、前に言いましたでしょう」

　アウルの肩かたを抱だいて、珍めずらしくユーリアが怒おこったように頰ほおを膨ふくらました。巨漢の顔が途と端たんに弱々しくなる。

「い、いえ、何も、ユーリアさん、おれはそんなつもりで」

「わかってるわ。だけど、そんなつもりでなくとも、相手がそう受け取ってしまえば同じこと。気をつけてください。──いいのよ、アウル、気にしなくて」

「ぼくは別に。あ、いえ、お役に立てないことは気にしてますけど、あの、が、頑がん張ばり……ますから」

　何で、何を頑張るんだろう、と思いつつアウルはコナーにそう言った。巨漢は愛あい想そ笑いを返しながらも、ユーリアの顔色を窺うかがっている。それからまた、彼らは彼ら同士の話し合いに戻っていった。

「男同士って、どうにもならないことをわいわい話し合うの、好きなのね」それを傍はた目めにユーリアは言う。「魔王さまがいらっしゃるかどうかなんて、誰だれも実際に目にしたことがないのだからわかりようがないのに。ゆうべ、ひとり息巻いてた人の言葉のほうがまだ真実味があるわ。自分たちの力以外の何かを期待しても、ろくなことにはならないもの」

　アウルは水を飲み干した。いい天気だった。ほとんどうっそうとした森の一部と化していた城の中庭は、たったいまアウルたちが木を伐きり、雑草を刈かり取ったばかりなので、広々として余計に気持ちがいい。夏の陽ひ射ざしをやわらかく遮さえぎってくれる程度に残した木の下で、アウルはさわさわと揺ゆれる梢こずえの音を聞いていた。

　肉体労働など、北の孤こ児じ院いんで子供に任せられる程度の仕事しか経験がなかったし、自分には向いていないとわかっていたアウルだから想像もしなかったことだが、意外にこういう日々も悪くないのかもしれない、と唐とう突とつに思った。

　日ひ雇やといの仕事で汗あせを流して、時々、こうして風に当たりながら冷たい水を飲んで休きゆう憩けいして……周りにいる大人たちも、そりゃ中には気の合わない人もいるだろうけれど、きっと、ルークやスタンほど意地悪じゃなくって。ちょっとしたお金を稼かせいだら、それでどうしよう。食事をして、泊とまる場所に金を払はらってから、ええと、お酒は飲めないから……そうだ、本を買おうかな。勉強は嫌きらいじゃない。ガイツには内緒だけど、連合圏けん内ないで流行はやっているという噂うわさの本の中にも、面おも白しろそうなのはいっぱいある。夜はそれを読んで過ごそう。

　一いつ瞬しゆんだけ、何もかもから解放された気分になったアウルは、やがてガイツのぺしゃんこの鼻から洩もれる荒あらい鼻息を思い出して憂ゆう鬱うつになった。最初に会ったとき、ぎらぎらした目と、その鼻息をアウルに当てながら、ガイツは「やめろ！」と絶ぜつ叫きようしたのだ。だけど、やめたくてもやめられない状じよう況きようにあったアウルは、ガイツの長年来の野望を奪うばってしまった。だからぼくはいまここにいるのだ──いざるを得ないのだ──。

　本当に？

　ふとアウルは顔を上げた。

　本当に？　それだけ？

「…………」

　もちろん、そうじゃない。ぼくがいまここにいるのは、ぼくの意思だ。わかってるんだ。だけどちょっとくらい、いいじゃないか。考えるのを休んだって。

「あの」

「なあに？　水のお代わり？」

「いえ、あの、ユーリアさんは、なぜ反乱軍に？」

　アウルが訊きくと、ユーリアは屈くつ託たくのない笑え顔がおのまま「んー？」と眉まゆを寄せた。

「知りたい？　どうしても？」

「えっ？　そりゃ……」

　自分以外の人はどうなんだろう、とアウルは思ったのだ。ここにいる、その理由と経けい緯いは自分ほどやはり特別だったりするのだろうか。それとも、当たり前なのだろうか──と。だから訊いてみたのに、ユーリアはまるで謎なぞかけの答えを出し惜おしみするお姉さんみたいに、ほっそりした指を顎あごにあてがったまま、あちこちに視線を飛ばしていた。それから悪戯いたずらっぽく笑うと、

「それじゃね、宿題。今度の夕食のときまで、どうしてわたしがここにいるのか、当てられたら教えてあ・げ・る」

「あ、当てられたら、って、もうそれが答えじゃないですか」

「あら、それもそうね。んー？　そう、じゃあね、一部でも当ててくれたら、全部、教えてあげる。それでいいでしょう？」

「はあ」

　と頷うなずいたアウルに微笑ほほえみかけ、ユーリアは形ある精せい霊れいヒュージに空いたカップなどを片づけさせると、そのまま中庭からぱたぱたと駆かけ去っていった。腑ふに落ちない表情でそれを見送っていたアウルだったが、

「おい」

　いきなり不ふ機き嫌げんな声をかけられ、ぎょっとなった。コナーが近くで突つっ立っている。後ろでは彼の仲間たちがまだわいわい言い合っていた。

「な、何でしょう」

「ちっ。脅おどしているふうに見えるのか？」コナーはもじゃもじゃの髪かみを搔かいた。「そう見えてるんなら、すまねえな。だけど、ひとつ言わせてもらうぜ」

　彼はアウルの近くにどっかと強きよう靱じんそうな肉体を下ろした。「すまねえ」と言いながらも、じろっと横目でねめつけてくるコナーの目は脅し以外の何物でもないように思える。

「おまえ、どこから来たんだったっけか？」

「え……」

　どこから、ってことになっているんだっけ、とアウルは必死で思い出そうとした。ノール？　は駄だ目めだ。魔ま王おう騒さわぎがあったばかりの場所だから、いろいろ根ね掘ほり葉掘り訊かれるだろう、と思って違ちがう場所にしておいたはず。ティエン？──も違う。近い場所にある村だから、ぼろが出やすい。ええと……。

「魔法使いは生まれつきか？　どこで何をしていた？　おまえの得意な魔法は。家族は魔法使いだったか。恋こい人びとはいたのか。教会の奴やつらを殺したことは？」

「え、あ、う」

　畳たたみかけてくるコナーに、アウルは返す言葉もない。それから、コナーは言った。

「どうしておまえはここにいる？」

　あっ──とアウルは思わず小さな声を洩らした。コナーは「ふん？」と片方の眉だけ吊つり上げて、

「ちっとは想像力があるじゃないか、ガキ。もっと早くに頭が回ってりゃあな。こういうことをしているおれたちだ。そりゃ過去に何かないはずはないさ。人に進んで話したくなる武勇伝の持ち主なんて、稀まれだろうな、ってこともわかるだろ」

　アウルは「……はい」と頷いた。無神経だった、確かに。

　かつて、とある男が言っていた。

（おれがどんな地じ獄ごくを見てきたか、あんたになんかわかるものか！）

　教会へのテロに身を投じたとある魔法使いが、かつての相棒に叫さけんだ言葉だった。アウルはまだ彼らが真に置かれている立場を知らなかった。正確に言えば、知っているつもりになっていた。だが、アウルは連合圏けん内ないで彼ら魔法使いがどんな立場にあるのか、本で読んだり、授業で習ったり、噂うわさで聞いたりして知識としては持っていても、実感としては知りようがなかったのだ。

「ここにいる連中は、昔っからの仲間が多いが、それでもお互たがい、過去に何をやってたなんて知らない奴がほとんどだ。それでいいのさ。誰だれも訊いちゃいけない。ただ、向こうから話してくれたときは、黙だまって耳を傾かたむける。いいじゃねえの、それで」

　コナーが思し慮りよ深げな声で言う。アウルはまた頷いた。と、

「リーダーの受け売りだがな！」

　後ろで細ほそ面おもての男がからかうようにコナーの背中を小こ突づいた。ボルフェルト、という大おお仰ぎような名前の持ち主で、自分は小国の貴族だった、と吹ふいているが誰も信じていない。コナーが歯を剝むいて振ふり向いた。

「やかましい！　いま、過あやまちを犯おかした少年に人生の訓くん戒かいを解いているんだ。大ボラ吹きは黙ってろ！」

「お、お？　やるってか、コナーくん。いいぞ、来たまえ。貴族なら貴族らしくレイピアで勝負といこうじゃないか。さあ！」

　彼が腕うでをひと振りすると、袖そでの内側からびゅっと木の枝らしいものが飛び出てきた。二、三メートルも伸のびたそれは宙をうねりながら滑かつ空くうし、コナーの手首に巻きついていく。いきなり身動きを封ふうじられたコナーが怒ど鳴なった。

「何が細剣レイピアだ、こら！」

「知らんのか、この精霊をわたしはレイピアと呼んでいるのだ。持ち運びしたものじゃないぞ、この場の精霊を味方につけたのだ。ここは実にわたしとの相あい性しようがいい。たったの三日三晩で、わたしの望んだとおりの形になってくれたのだからね。さあ、いくぞ！」

　言葉だけは勇ゆう猛もうに、しかしコナーが跳とびかかってきそうになると、レイピアとやらで開いたままになっている二人の距きよ離りを保つために跳び下がっていく。

　やんややんやと、他ほかの大人たちがこの喧けん嘩かに歓かん声せいを送ったり、笑い声をあげたりして騒さわいでいると、

「あーっ、サボってる！」

　幼い、しかしそれだけに正義感のたっぷりと込められた糾きゆう弾だんの声が飛んできた。

　中庭を挟はさんだ片方の通路に、ハーバとメルが並んで立っている。大人たちは顔を見合わせ、にやっと笑うと、それぞれ仕事に戻もどっていった。

「コナー小隊長、今度サボると、ロゲル隊長に言いつけます！」

「悪かった、勘かん弁べんしてくれ」

　少女のきんきん声から遠ざかるようにして、コナーは小走りに駆かけ去っていく。と、二人は板石を踏ふみつけながらアウルのほうにやってきた。黒くろ猫ねこを抱かかえたメルがびしっとアウルに指を突つきつけ、「アウルもよ！」と言えば、その隣となりでハーバも同調する。

「中庭が終わったら、すぐに下水道に来い、って言ってただろ」

「わかったよ」

　アウルも腰こしを持ち上げ、ロゲル隊長の忠実な部下であるらしい二人についていった。

　午後からは、城の地下に渡わたされた下水道の掃そう除じだった。このあたりはやや近代的だ。いかに魔王城といえど、糞ふん尿にようの始末を魔法でしていたわけではないらしい。森の中央やや東寄りを流れる川につながっているのだが、途と中ちゆう途中崩くずれて瓦が礫れきが積み重なっているので、それを運び出すのが最初の仕事になった。

　しかしひとりでやるにはなかなかはかどらないこの仕事に汗あせを流していると、一時間後、トッドが手伝いに来てくれた。何よりありがたいことに、車のない荷車を持ってきてくれていた。宙をふわふわと浮ういた魔ま道どう具ぐだ。

「搬はん入にゆうが一段落したんで、借りてきた。でもまた明日には新しい物資が届けられるはずだから、今日中にやってしまおう」

　トッドは生き真ま面じ目めな少年だ。真面目すぎて、いっしょにいると少々堅かた苦くるしさを覚えるところさえある。アウルよりひとつ下の一四歳なのだが、アウルよりずっと大人びていたし、また数度話しただけで、相当の博学であることも知れた。そういうところを考えると、彼こそ実は貴族の出身なのではないかという気がしてくる。知性を窺うかがわせる顔立ちからして、ボルフェルトよりはずっと似合いの経歴だ。

「ハーバ！　おまえの魔法なら手伝えるだろう。やってくれ」

　何度か様子を見に戻ってきていたハーバにそう声をかける。やや瘦やせすぎの感があるハーバは、「忙いそがしいのに」とぶつぶつ言いながらもやってくれた。彼は主に石くれに自我を宿すのが得意で、特定した力場内でなら自在に移動させることができる。いまのように、石をふわりと宙に浮かせるなどたやすいものだった。興味を持ったアウルは、ふとトッドに訊きいてみた。

「きみの得意な魔法は何なの？」

「地走り──というものだよ。地面に見えない手を潜もぐりこませる感じで、穴を掘ほったり、そこに何かいないか探さぐったり。調子のいいときは自分から数十メートル離はなれた場所でもできるんだ。これで新しい下水道を掘る予定もある。アウルは？」

「ぼくは、その、最近魔法使いになったばかりだから。まだ、〈意識の手〉をつくることしかできないんだ」

「実際に使ったことは？」

「ええと……」

　まさか、魔将に宿らせた、などと言えるはずもない。少し頭を巡めぐらして、

「ああ、遠く離れたところにいる魔法使いと会話したことなら。どれくらい離れていたっけ。三〇〇メートル以上はあったはずだけど」

　前に、丘おかの上に立ったまま、魔王城内にいたガイツと話したことを思い出したのだ。トッドが両方の肩かたをすくめて驚おどろきを表現する。

「そりゃ凄すごい。そんなに遠くまで〈手〉が届くの？　ロゲル、あんなに偉えらそうにしてるけど、一〇〇メートル離れた地ち竜りゆうにだって届かないんだよ」

「ああ、うん。魔道具の助けがあったから、ぼく自身の力だけじゃ、そんなに」

　あわててフォローする。ガリオン・ローブがなければ、魔法の基き礎そである〈意識の手〉をひとつ生み出すことさえ、彼には困難なのだ。

「そう。魔法の訓練をやるつもりなら、いまのうちにやっといたほうがいいよ。どうせこの先、城にはどんどん魔法使いが増えるだろうし。いまだって精せい霊れいの奪うばい合いになってるんだ。あとあとやろうとすると、もう自由になる精霊がひとりもいない──なんてことになりかねない」

「ちょっと！　ぼくひとりにやらせないでよ！」

　石を浮かせては、荷車に積みこんでいたハーバが抗こう議ぎした。笑い合ったアウルとトッドは作業に戻る。

　精霊を奪い合う──というのは、いままでのアウルではよくわからない魔法のシステムによるものだ。城にいる魔法使いたちの間で頻ひん繁ぱんにそういう話題が出てくるので、アウルは三日ほど前、一階の食堂で夕食を摂とっている際にガイツに訊いたことがある。と、ガイツは持ち上げかけていたスプーンを落としてしまった。

「そうか……そうだな……」彼は自分に言い聞かせるみたいに何度も頷うなずいていた。「魔法の基礎さえ、おまえにはまだ教えていなかったな……怒おこるな、ガイツ、怒るでない、これは師し匠しようであるわしの責任でもある……耐たえろ、耐えるのじゃ……よし、教えてやろう」

　かなり無理して笑え顔がおを取り繕つくろった老人は、それを説明するためにはもう一度魔法の初歩中の初歩から説明せねばならないことに気づいて、また怒いかりを堪こらえねばならなかったようだ。

「魔法とは、森しん羅ら万ばん象しようを司つかさどる精霊界に干かん渉しようすることによって引き起こされる事象の数々である」

　やや重々しくガイツは説明をはじめた。

　通常、人間は目で見える世界しか感知し得ないため、精霊界に直接力を働きかけさせることはできない。精霊界とはすなわち、人の肉体を通じては決して見ることも触ふれることもできない、いわば別次元に位置する世界なのだ。そのため、魔法使いは肉体を持たないもうひとりの自分をつくり上げる必要がある。俗ぞくに〈意識の手〉とも〈妖よう精せいのしっぽ〉とも呼ばれるそれは、魔法使いのもうひとつの自我であり、魔法をかけるごとに必要な鍵キーとなるものである。

　次いで、魔法使いはその〈手〉周辺に、精霊に干渉可能な空間を生み出す。これを力場という。魔法の力が及およぶ効果範はん囲いともいえるこの力場の大きさは、術者の力量によって異なる。手で触れた対象物にのみ魔法をかけることができる初心者から、目に映るものすべてに魔法を及ぼすことが可能な熟練者まで、様々だ。

「おぬしの例で言うならばだ、ガリオン・ローブをつけていれば〈手〉は数百メートルの範囲内で力場を生み出せる。さらに、魔王城の中にいたならば、もっともっと〈手〉は遠くにまで伸のばせる。ほれ、ノールの魔王城でレイナーが最初に襲おそいかかってきたときを思い出せ。玉座にいながらにして、おまえは城の外にいるザベルやリュカールに〈手〉を宿していたろう。つまり、ローラナの補助さえあれば、おまえは魔王城そのものが生み出す力場内で好きに魔法を振ふるえるのじゃ」

「魔王城そのものの？」

「左様。ノールの土地自体にも精せい霊れい増ぞう幅ふく器きがあったじゃろう？　あれは、城にいながらも、〈手〉をノールの隅すみ々ずみにまでいきわたらせるためのものなのだ。つまり、増幅器を配置することによって、城を中心とした一個の巨きよ大だいな力場をつくり上げるのだよ。町ひとつ、あるいは土地ひとつをも包みこむほどのな……おっと、話が逸それたな」

　力場を固定したら、〈意識の手〉でもっていよいよ精霊界に干渉する。魔ま法ほう使いはそれぞれに得意とする干渉の仕方と精霊の種類があり、各々によって得意分野が異なる。また、自分に馴な染じんだ場所ならば干渉もたやすいが、はじめて訪おとずれる場所や、敵の魔法使いがすでに干渉済みの場所は、精霊たちが警けい戒かいしたり敵意を抱いだいていたりする場合が多いので、干渉の難度も跳はね上がるという。

「たとえば、あらかじめ戦場になりそうな場所を選んで、そこで何日も時間をかけて精霊を自分に慣らしていく。これを契けい約やくというのじゃ。精霊力は無限ではないゆえ、魔法使いがその場にたくさんいればいるほど、個人が好きにできる契約の数も減っていく。『精霊の奪い合い』とはだからまあ、魔法使いの集落などではよくある話じゃよ。おまえは気にするな。どうせローラナと増幅器さえ目覚めれば、この土地の精霊力すべてがおまえを優先するようになる。ノールでそうあったようにな」

「じゃあ……ぼく、まだまだなんだ！」

　アウルはほとんど愕がく然ぜんとして言った。少しは魔法を使えるようになったかと思っていたのに、こうして学べば学ぶほど魔法の本質が遠ざかっていくような気がする。いままでやってきたことといえば、魔将たちの精神と〈手〉をつなぐことだけだったので、力場だの、精せい霊れい界に干渉だの言われてもさっぱり理解できない。

「当たり前じゃ、馬ば鹿か者もの」ガイツは自分自身、それが憎にくたらしそうに言った。「ちょうどいい機会だ。これから数日──そうだな、大体三日くらい──わしが城の封ふう印いんを完全に解くまで、おまえはローブなしで〈手〉を生み出す訓練をしていろ」

「え、そんな……。無理だよ、ローブなしじゃ」

「できるはずじゃ。思い出せ！　おまえはローブなしで、レイナーのものになっていた魔眼に〈手〉を伸ばしたのじゃぞ。いいか、いかにおまえがローラナに承しよう認にんされたといっても、その実力が並以下の初心者だと知れたら、部下どもに舐なめられる。それだけではない、師匠たるわしが大おお恥はじを搔かくのじゃ！」

　そう言われても、魔眼のときは追い詰つめられていたから、どうやってそれができたものか、あるいはどんな感かん触しよくだったのか、まるで思い出せない。あたかも夢の中の光景であったかのように、現実味がまったくともなわないのだ。

「そういえば……」

　アウルはふと現実に返ってつぶやいた。もうあれから三日だ。ガイツの作業が順調なら、そろそろ封印が完全に解ける頃ころ合あいのはず。昨日など、食堂にも彼の姿を見なかったから、ほとんど不眠不休でやっているのだろう。

　下水道の片づけが終わったアウルたちは、それぞれ次の仕事場に向かうことになった。トッドは下水道の補修を行うために別の一団と合流し、一方のアウルは夕食の支し度たくをする班に回された。

「またあとで！」

　トッドが手を振って去っていく。メルとハーバは相変わらず彼をからかいながらついていった。三人の後ろ姿を見つめるアウルは、彼らにはいったいどんな事情があるのだろう、と想像を巡めぐらした。ユーリアの一件があったので、さすがにアウルも容易には訊きけなかった。だが、それでも知りたかった。普通の魔法使いが教会連合と戦うと決意するために、どれほどの事情を必要としたのだろう、と。ぼくはそれを満たしているのか、いないのか？　そして彼らが胸に抱いた感情は？──憎しみ？　理想？　あんな子供たちが？

「手を休めるんじゃない！」

　厨ちゆう房ぼうの中、アウルは何度も小太りのおばさんにどやされた。顔といい、姿格好といい、ライリー邸ていでもっともそりの合わなかったメイド──マーサさんにそっくりだ、とアウルはひそかに思っていた。

「今日は忙いそがしいよ！　いよいよ城に本物の司令官どのがやってくるんだからね。ロゲルのいばりんぼがそっくり返っていられるのももうあとちょっとさ。それに、いい食事をお出しすることこそ、この城での生活をはじめられるにふさわしい準備をした、って何よりの証あかしになる。誉ほめてもらうのさ！」

　そんなことはアウルとは関わりがないのだが、とりあえず言うとおりに働かねばならないのがほとんど小間使いとなっているいまのアウルの立場だ。眼鏡めがねをかけてるから、とかふざけた理由で玉ねぎ切りを任されたアウルは、同時にスパゲッティーが充じゆう分ぶんにゆだってるかどうか確認せねばならなかったし、そこに入れるための肉が厨房内になかったので、倉庫まで缶かん詰づめを取りにいかねばならなかったりと、「全部魔法でどうにかしてくれ！」と叫さけびたくなるくらい、とにかく大おお忙いそがしだった。

「肉が足りない。くそっ！　森ん中で四つ足でも仕留めておくんだった。偵てい察さつ班はんはどいつもこいつも気の回らない野や郎ろうばっかりだ！」

　気の短いコックのそんな怒ど鳴なり声を背に、倉庫までいこうとしたアウルは、

「アウル！」

　また呼び止められた。うんざりする。いく先々で仕事を押しつけられそうになるので、いっそ聞こえない振ふりをしてやろうかと足を進めかけたアウルだったが、

「アウル！」

　肩かたを強ごう引いんに摑つかまれた。くるりと身体からだの向きを変えられる。アウルは息を吞のんだ。叫び出さなかったのが不思議なくらいだ。慣れてきたんだろう、とアウルは思った。

「貴様、来い！」

　ガイツはそのままアウルの身体を半ば引きずるようにして歩きはじめる。ご老人なのに凄すごい力だった。

「ま、待ってよ、ガイツ！　ぼく、それどころじゃないんだ。倉庫に肉を取りにいかないと……」

「それどころだと？　そうか、貴様には肉を取りにいくより大事なことが世の中にひとつもないのだな！　それは悪かったな、ならばこの手を振りほどいて、天命をまっとうしにいくか！」

「いっ、痛い、痛いってば。そういうんじゃなくって……。もし、玉座の間が見つかったんなら、あとでいくから、いまは……」

「いましかない！　ああ、くそ！　とんでもないことじゃ！」

　ガイツはいつも以上に頑がん固こだった。その、いつにない様子にさしものアウルも不安になる。肩を摑まれたまま、大おお股またで歩かされているアウルは、しかしすれ違ちがう誰だれも彼もが忙しそうにしていたので、幸いにも目立たずに済んでいた。

　が、ずんずん下に降りていく途と中ちゆう、「わあっ」と大勢の人々の歓かん声せいが頭上のほうから聞こえてきた。

「グリフォンだ！」

　そんな声がぶ厚い石の壁かべを貫つらぬき、ほとんど遠えん雷らいのようになって響ひびいてくる。

「な、何だろう？」

　アウルは訊いたが、ガイツは無視した。あたりはもう明かりの届かない暗がりに埋まい没ぼつしていて、ともすれば足元の石段を踏ふみ外して転げ落ちそうにもなった。

「……さまだ！……さまがいらっしゃった……」

　遠雷はなおも響く。

「……こそ！　よう……！」

「ようこそ！」

「……さま！……さまもごいっしょに！」

　アウルは何だかその言葉の内容がとても気にかかって、耳をそばだてようとした。

「ようこそ、カルマさま！」

　まさにその瞬しゆん間かん、アウルは尻しりを蹴け飛とばされ、石段を踏み外した。「うわっ」と宙を転げ落ちていく覚かく悟ごを決めたが、すぐに冷たい石の感かん触しよくが胸に打ちつけられた。もう下り終える寸前だったらしい。それなら、もうちょっと待ってくれればよかったのに──と考えた矢先、

「アウル、これはいったいどういうことじゃ！」

　ガイツのほうが激げき怒どしていた。

　暗がりの中、熱い息を洩もらす彼の姿だけが輪りん郭かくをともなって浮うき上がっている。彼は何か重そうなものを手にしていた。アウルはよくわからないままに目を凝こらす。と、それは一週間ほど前、アウルが必死の思いで運んできた背負い袋ぶくろだった。

「どういうって……それが、どういう？……」

　訊きき返したアウルに、ついにガイツの本物の怒いかりが、これも本物の雷かみなりのようになって落ちてきた。

「レリーフがないぞ！　それも、最悪じゃ。ローラナのものだけない！　き、貴様、奪うばわれたな！」

　もう、遠雷は響いてこなかった。あまりに遠すぎたのだ。
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「玉座の間──」

　そこには、ノールにあった魔ま王おう城じようと同じ光景が広がっていた。

　地上にある謁えつ見けんの間よりもよほど広々とした空間、高い天てん井じよう、それを支える柱数本と、中央には一段高くなった場所が設けられている。ただひとつの違いである、闇やみの向こうにそびえ立つ巨きよ大だいな甲かつ冑ちゆう像ぞう──そう、ここにもあった──さえなければ、アウルはノールの魔王城に舞まい戻もどったような錯さつ覚かくを覚えたかもしれない。

「ガイツ。こ、ここは？」

「自分でも言うたであろう」一瞬、怒りを吞のみこんだか、ガイツはぐっと顔つきを改めて説明した。「玉座の間じゃ。見よ、あれを」

　言われるまでもない。アウルはずっと、一段高くなった場所に備えつけられた「あれ」とやらを見つめていた。形そのものはノールにあったものとよく似ている。大きさといい、デザインといい、ほとんど寸すん分ぶん違たがわない──が、高い背もたれのてっぺんに飾かざられてしかるべきものだけがなかった。二匹ひきの竜りゆうが互たがいの尻尾しつぽを喰くらい合っている、魔王のエンブレムを施ほどこされたレリーフ。すなわち、バァル・ローラナの封ふうじられたレリーフが。

「そうじゃ。魔王の玉座。おまえさんがあの忌いまわしきノールの地で、わしの目の前でかっさらったものと同じよ。この玉座に座ることだけを夢見てきたわしの生しよう涯がいを台無しにしてくれたのじゃ」

「もうひとつあったの？」

　アウルは恐おそる恐るそう言った。それなら、ガイツはここを使えばよかったんじゃ──とまで言いかけたが、相手の反応からどうもそれほど世の中上手うまくいかないらしい、とわかったから口をつぐんだ。

「もうひとつどころの騒さわぎなものか。前にも言うたはずじゃ。世の中に数多くあるといわれる魔王城。うち、いくつかは歴史家の勘かん違ちがいによる判断ミスか、観光アピールのためにでっち上げられた偽にせ物ものだが、それでも半分ほどは本物だとな。偽物と本物の違ちがいは魔王城そのものが巨大な精せい霊れい増ぞう幅ふく器きであるか否いなか。そして……この玉座があるかどうか、じゃ」

　前にガイツが言っていた。魔王城とはローラナという魂たましいがなければただの骸むくろに過ぎないのだと。すなわち、ローラナあってこそはじめてただの城が魔王城として機能するのだと。

　玉座に宿ったローラナは、そこを中心として城中のありとあらゆる機能を管かん轄かつする。彼女にとっては城そのものが肉体なのだ。ローラナは城の精霊増幅器を作動させると同時に、城周辺の土地に埋うめこまれた別の増幅器との共鳴をくり返させ、凄すさまじいまでに強い魔力を練り上げる。それをこの玉座についた魔王へと届けるのだ。ただの少年であったアウルが、ノールの土地でとりあえずは「魔王」として戦えたのも、ローラナが宿った魔王城あってこそだった。

「無論、この城の地上にある玉座はただの見せかけでしかない。ロゲルが気に入っているあの椅い子すなどは、気の毒にもただの椅子だ。ここにあるものこそ、世界にただひとり、魔王と名乗ることを許されたもののみの玉座。が──何度もくり返し言ったな？　それもこれも……ローラナあってこそじゃ、大おお馬ば鹿か者もの！　その大事なローラナを、いったいどこの誰だれに奪われたのじゃ！」

　ガイツは吞みこんできた怒りすべてをぶちまける勢いで大声を出した。思わずアウルが後ろによろめく。

「魔王たるものが、己おのれの手足となる魔将を奪われようとは！　くそっ、何者かが貴様こそ魔王だと見み抜ぬいて、その持ち物を奪ったに違いないぞ。一刻も早くそ奴やつを捜さがし出し、叩たたき殺ころしてでもローラナを奪い返すのだ！」

「ま、待って」

　アウルはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、ようやく枯かれ木のような腕うでを振ふり回すガイツを遮さえぎった。

「何を待つ!?　一秒たりとも待てる猶ゆう予よなどあるものか。さっさと……」

「だって、おかしいよ」

「おかしいだと。馬鹿め。これ以上おかしい事態などそうそうあるものか。魔王たるものが」

　同じことをくり返そうとしたガイツに、アウルは大声で、

「だって、ぼく、ここに来てから一回もレリーフを見ていないんだ。どこにあるかさえ知らなかったのに！　誰に奪うばわれたって、ぼくが知るもんか！」

　アウルの声が石の空くう洞どうに響ひびき渡わたった。それが空間の隅すみ々ずみまでいきわたるのを待つようにしてから、老魔法使いは顔を真っ赤にして、大口を開きかけた。と──、

「む？」途と端たんに眉まゆをひそめる。「そ──そうか。レリーフの入った袋ふくろは、確か、おまえが気を失っている間、他ほかの人間に見とがめられてはならじと……最初に封ふう印いんを解いておいた部屋に、隠かくしておいたな」

　禿はげ頭あたまをひねりながら記き憶おくを辿たどりはじめる。アウルは憤ふん懣まんやるかたないため息をついた。ずば抜ぬけた腕の魔法使いといっても、どこか抜けている彼のことだ。どうせ、どこかに置き忘れでもしたのだろう。

「そして……玉座の間の封印を解いたので、ここに持ってきた。さて、問題はここからだな。うむ、ノールではアウルに先を越こされたから、ひょっとしたら、ここでもう一度契けい約やくをしなおせるんじゃないかしら、とわしは乙女おとめのようにドキドキしながら、ローラナのレリーフを玉座に嵌はめこもうとした。まあ、わしに罪はない。何せ生涯を捧ささげてきたのだからな。さて……それで？　他のレリーフはあったが……」

「苦労して運んできたんだよ。早く、見つけてよ」

　アウルが言うと、ガイツは決まりが悪そうに「う、うむ」と頷うなずいて、何とか心当たりがないかどうかふたたび記憶の中を探さぐり出した。まったく──肩かたに喰いこんでいた痛みは一週間以上経たっても覚えている。森の中を走っていくときなんかはひどかった。化け物どもに追われながら、よく途と中ちゆうで放ほうり投げ出さなかったものだと自分で感心する。ああ、そうだ。何だか、途中で凄すごく軽くなったような気がしたんだ。だから走れたんだ。あれは、まだティエンの村に来る前、ゼナを解き放ってからレリーフをひとつ捨てたときに似ている。レリーフひとつなくなっただけでも、まるで半分は軽くなったように感じたものだ……。

「あ!?」

　アウルがすっとんきょうな声をあげたので、ガイツはびくりと肩を波打たせた。「な、何じゃ、そう急せかすな」と彼が言うのを、

「ち、違うんだよ。ガイツ、ぼくがここに来てから、袋の中身を確かく認にんした？」

「中身だと？　だからいま、こうして……」

「違うよ。その前に！　今日、そのローラナのレリーフがないって気づく前に、一度でも袋を開けたの!?」

「い、いや」

　ガイツはそういえば、とばつが悪そうに首をひねったが、罪の意識に打ちのめされるのは今度はアウルのほうだった。

「ガイツ、あの、その、怒おこらない？」

「ちょっと待て、いま考え中じゃ。くそっ、このガイツ・ローイェ、何という失態を犯おかしたものじゃ。まさか、レリーフの場所がわからんなどとは。ご先祖に顔向けできんわ！　ローラナの制せい御ぎよする魔ま王おう城じようの力なくしては、おまえは魔将も操あやつれんのだからな。ああ、そもそも魔法の盾たてとて使えんではないか！　これではせっかくの魔王城も、いやさ魔王その人とて意味がない。ガイツ・ローイェ！　貴様の命千人ぶん捧げたところで、この失態は償つぐなえぬぞ！」

「だから……ええい……」

　アウルは意を決した。どう前置きしても聞いてくれる様子がないので、彼はすうっと息を吸いこみ、

「ぼくが、森に落としたんだ！」

　単刀直入にそう言った。ガイツはそれでも首をひねりひねりしていたが、ふとその動きを止めた。アウルのやわな心臓が胸板の奥でどくんどくんと速い鼓こ動どうを刻みはじめる。ガイツの首がゆっくりとこちらを向いた。壁かべにぶら下がった趣しゆ味みの悪い人形が、真夜中、まるで自分の意志で動きはじめたかのような不気味さがアウルの肌はだを粟あわ立だたせた。

「落としただと？」

「う……うん」

　アウルの頷きは、これも首の座りの悪い人形のようだった。ガイツの目が、フードの向こうから白々とした光を放ちはじめたかのように彼には思えた。切れ味の鋭するどい、ナイフに似た、二つの……。

「森の中？」

「う、うん。前に、言ったでしょう。化け物に囲まれて、逃にげたときに、多分」

　ほう、とガイツは唸うなった。「化け物にね」とつけ加える。アウルはまた首を縦に振ふった。それからガイツは、

「どこに落としたかくらいはわかるな？」

　奇き妙みように優やさしい声と表情で言った。目め尻じりは下がり、唇くちびるはほんの少しほころんで、孫の粗そ相そうを前にした優しいおじいちゃんのよう。アウルは、ともすれば凍こおりつきそうになる顔の筋肉を動かして、ぎこちない笑えみを浮うかべた。

「ごめん」

「わかるじゃろ？」ガイツは眉を八の字に寄せて、かぶりを振った。「そう簡単にあきらめるな。記憶をひとつひとつ丁てい寧ねいに辿ればよい。ああ、そうだ、おまえさんは森の化け物が怖こわいんじゃったな。わしがついていこうか。いっしょに外に出て、心当たりのありそうな場所を歩けばわかるはず。ロゲルの馬鹿は外出許可を出さんだろうが、なあに、偵てい察さつ部隊に加わりたいとでも言って外に出て、それから意図して彼らからはぐれればいい。そうすれば……ほうれ、ローラナはもうおまえの手の中。魔王城も機能をはじめて、おまえもわしも万ばん々ばん歳ざい」

「だって、夜だったから。どうやって、この城に辿たどり着いたかも覚えていないのに。森に入って、どこをどう歩いたかだってほとんど。だから……あの、ごめん、多分、無理」

　アウルは最後、短く言葉を切りながらもあとずさりしていた。ガイツがつかつかと歩み寄ってきていたからだ。奇妙に目が据すわっている。

「待て、どうして逃げる、アウル、待ちなさい」

「お、追ってくるからだよ」

「おまえが逃げるからじゃよ。ははは。追いかけっこか。楽しいな？」

「追ってこなきゃ、逃げな……」

「そこに直れ、アウル、逃げるなというに、こら、待て、貴様を蛙かえるに変えてやるからそこを動くな、うおおおおおおお！」

　アウルは一目散に逃げ出した。

　階段を駆かけ上がり、来るときは気づかなかった壁のでっぱりに頭を数度ぶつけながらも、アウルはひたすら走りつづけた。いっときたりとて彼は休まなかった。黒い、幽ゆう鬼きじみた影かげが自分にぴったりついてきているような気がしてならなかったのだ。ひょっとしたら、森で逃げたときよりも速かったかもしれない。

　そのうち、地下を抜ぬけ出たアウルは、狭せまい通路をなおもひた走り、宮きゆう殿でんの一階ホールに辿り着いた。

　そこは人でごった返していた。正門が開かれているらしく、大勢の人が集まってわいわい何事か叫さけんでいる。アウルは激しく息を切らせながら、その中に飛びこんだ。彼らはそろいもそろって腕うでを振り上げているものだから、危あやうく顎あごを強打されそうになりながら、それでも何とか人波を押し退のけ、かいくぐって、前へ前へ出ようとする。少しだけ後ろが気になって、アウルは振り向こうとした。と……、

「きゃっ」

　誰だれかとぶつかった。女の子だ。

「あ、ごめ、ごめんなさい」

「お気をつけなさい」やんわりと彼女は言った。「熱ねつ狂きようするのはいいけれど、節度を持たなくては駄だ目めよ。こここそが教会と戦う拠きよ点てんになるのだからね。気を引きしめなければ」

　女の子はガイツと似たような、ほとんどずた袋ぶくろにも等しいローブを着ていた。襟えり元もとに覗のぞく服は若草色で、前の合わせ目からは茶ちや褐かつ色しよくのロングスカートが見える。頭にはでかい帽ぼう子しをかぶっていた。アウルに見えるのは、への字に曲げられた口元だけだ。あれ？　声はあんなに優しそうなのに、とアウルが思っていると、

「みなさまもよろしいわね？」彼女は、わあわあと騒さわぐ人々に向かってもそう言った。「やることはいくらもありますでしょう。歓かん迎げいしてくれるのは嬉うれしいけれど、これじゃ、わたくし、今日はここから一歩も動けませんわ！」

　何だか、年ねん齢れいにはふさわしくないほどに大おお仰ぎようなしゃべり方だった。しかしそれに慣れているのか、人々は女の子の冗じよう談だんに笑いさざめくと、

「よしっ、仕事に戻もどるか」

「ああ、〈反乱の旗手〉さまがいらっしゃったんだ。確かにのんびりはしていられねえや」

「そうだ、人を捜さがしていたんだ。フレイはどこいった？　炎ほのおを打ち出す長なが筒つつにあいつの自我を埋うめこんだクリスタルが必要なんだ」

「誰か、こっちも手伝って！　三階に雨あま漏もりする場所がいっぱいあるのよ！」

「ではまた、お嬢じようさま」

　それぞれに言葉を交かわし合いながら、人波が晴れていく。アウルの前に開けた正門から、夕暮れの光がいっぱいに射さしこんできた。オレンジ色に柔やわらかく染め上がったホール。その風景とあいまって、活気に満ちた人々の雰ふん囲い気きが、なぜかアウルの胸を一いつ瞬しゆん苦しくさせた。

　……どこにいるんだろう。

　ぼくは、どこにいるんだろう？

　どう彼らとつき合って、仲よくなったところで、アウルはやはり部外者の感覚を捨てきれずにいた。それがつらかった。いまも、彼らは自分にはわからない理由で熱狂していた。そしてやはりこのあと、彼らは自分には理解できない理由で教会と戦い、人を殺し、殺され、それでも同じ屋根の下で食事を共にし、労働に汗あせを流すのだろうか？

　ガイツから逃にげてきたことも忘れ、倉庫にいく用事があったのも忘れて、アウルはぽつんと取り残されたように立ち尽つくしていた。陽ひ射ざしを浴びて、長い影が延びている。

「何をぼやっとしてるの？」

　いきなり近くで言われて、アウルは驚おどろいた。例の女の子だ。腰こしに手をあてがって、足をやや広めに開けて突つっ立っている。何だか見覚えのあるポーズだった。

「荷物をお持ちなさい」彼女は傍かたわらに置いてあった大き目のカバンを指差した。「部屋に案内して。……ああ、いいわ、自分で決めるから。どうせほとんど何も決まってないから構わないでしょ。ついてきなさい」

　横おう柄へいに言い捨てると、彼女はさっさと歩きはじめていた。表情も、声のトーンも先ほどまでとは一変している。「え、え」とアウルが戸と惑まどっていると、数歩歩いた先で彼女はきっと振ふり返り、

「何をぼやぼやしてるの。愚ぐ図ずね。さっさといらっしゃいったら！」

　まるで猫ねこの子でも呼びつけるように甲かん高だかく怒ど鳴なった。一瞬ぽかんとしてしまったアウルだが、すぐにカバンを両手で持って、彼女を追いかける羽目になった。ここは反乱軍。たとえ馴な染じみがあろうとなかろうと、食事をし、寝ねる場所がここである以上、彼らの流りゆう儀ぎに従うしかない。ガイツやレリーフの問題はまたあとだ。

　女の子はまるで勝手知ったる家の中のように、宮きゆう殿でん内を我が物顔で歩き回った。二階にある部屋の前で足を止める。アウルはやや遅おくれて辿たどり着いた。カバンがやたらに重いのだ。だから彼女が歩くのをやめたときはほっとした。ずっしりとしたカバンを床ゆかに下ろす。

「そうね。ここがよろしいわ」

　ぐるりと室内を見み渡わたして、彼女は満足そうに頷うなずいた。が、アウルの見る限り、ここは個人のための部屋などではなかった。壁かべをぶち抜ぬいて他ほかの部屋二つぶんのスペースを取ってあり、バックスボールのゲーム盤ばんやら、ダーツやらが置いてある。部屋の片かた隅すみがやたらに広々としているのは古いピアノが置いてあったためだ。使い物にならなかったのでいまは撤てつ去きよされている。ここは共同の遊ゆう戯ぎ室しつなのだ。

「家具もベッドもないのね。まあいいわ、別のところから運ばせるから。どうしても趣しゆ味みに合うのがなかったら、買いにいけばいいし。ほら、もう、何してるの。とっとと荷物をそこのテーブルに置いて。どうして言われないと一歩も動けないのかしら！」

　この女の子はとてもしつけが悪いに違ちがいない。さしものアウルもそう思っていた。普ふ通つうの人なら、他人を怒鳴りつけるときは段階くらい踏ふむものだ。まず相手を注意して、それから徐じよ々じよに感情を声に乗せていき……。人によって異なるだろうが、三段階くらいは礼れい儀ぎとして必要だろう。が、彼女の場合、ステップを飛び越こえていきなり一〇〇パーセントの怒鳴り声を響ひびかせる。たとえば、ノール領主の娘むすめであるダイアンも、相当に我が強く、なかなか他人の意見を聞こうとしなかったが、それでもこんなふうに傲ごう慢まんではなかった。まったく、親の顔が見てみたい。

　アウルはひそかにため息をついて、いま床に下ろしたばかりのカバンを「よっ」と持ち上げた。敷しき居いを越えようとして──

「わっ!?」

　最初の一歩目で蹴けつまずいた。あわてて体勢を整えようとしたが、カバンが重すぎたのでそれに振り回される格好で、結局前のめりに倒たおれた。鼻をしこたまカバンにぶつける。中に硬かたいものが入っているのか、クッション代わりになるどころか余計に痛かった。

「何してるの！」

　部屋を歩き回っていた女の子が、帽ぼう子しをすっ飛ばす勢いで駆かけ寄ってくる。金色の髪かみの毛がきらきらと散った。

「あ、ご、ごめんなさい」

「大事なものが入ってるのよ！　貴重な魔ま道具が壊こわれてたらどうするの!?」

「そ、それだったら」

　そんな大事なものを人に預けないほうが、と言いかけたアウルだったが、

「何よ！　謝りもしないで、口答えする気!?」

「謝ったじゃないか」

　さすがのアウルもむっとした。親がこの子のしつけをしていないのはよくわかった。なら、周りの人間がそうするべきだったんだ！

「そんなに荷物が心配だったなら、よく慣れた使用人に頼たのむべきだったね。おわかりだろうけど、生あい憎にくとぼくはきみの使用人じゃない。それにきみと違って忙いそがしいんだ。それじゃあ！」

「な、何ですって。もう一度言ってごらんなさい。頭の中に手を突っこんで、脳みそがぐしゃぐしゃになるまでかき混ぜてやるんだから！」

「言ってやるさ！……」

　立ち上がったアウルは、近い距きよ離りで彼女と見つめ合って……、

「え？」

　二人同時に声を発した。

「あなた──」

　はっと女の子が目を瞠みはった。まるでいままで普通に会話してきた相手が突とつ然ぜん幽ゆう霊れいだったと気づいたかのように。それはアウルも同様だった。怒鳴りかけていた言葉がごくんと大量の唾つばごと吞のみこまれる。何か言おうとしたが、しかし言葉を吞みこみすぎたのか、口だけがパクパクとよく動くばかりで、声らしい声はまったく出てこない。その代わり──とでもいうふうに、彼は喰くい入るような眼まな差ざしで、間近にある女の子の顔をじっと見つめていた。

　色白の頰ほお。ブルーの瞳ひとみ。やや上向いた、いかにも勝気そうな鼻。あのとき、ちょっと大きいかな、と思っていた唇くちびるは、身体からだの成長に合わせていまやバランスよく配置されていて。ひとつひとつのパーツに五年前の特とく徴ちようは残されてはいたが、しかし全体的に彼女は、多分街中ですれ違っただけではわからないんじゃないかというほど、変わって──違う言い方をするなら、ずいぶん大人びて見えた。ただひとつ、あのときとまったく同じなのは、顔の輪りん郭かくを狭せばめるほどにたっぷりと波打った金色の髪の毛。その輝かがやきだけは変わらず、いまもアウルの前で息づいている。

　間ま違ちがいなかった。

「サ、サラ……サラ・ウェイン……？」

　ようやく声が出た。まるでからからにひび割れたような声だったが、その意味は伝わったらしい、近い距離にあるブルーの瞳が揺ゆれさざめいた。

　サラ・ウェイン。

　幼い暴君。

　孤こ児じ院いんを設立した、当時の地方領主の娘。

　寂さびしがり屋。怒おこりんぼう。甘えっ子。

　恐きよう怖ふ。会いたくない。彼女が現れたら、ドアの陰かげに隠かくれよう。すぐに見つかってしまうけど。

　蹴り起こされる朝。つまり、短い夏の休きゆう暇か。さあ、ついてらっしゃい。胸をそびやかして。今日は裏山の探検よ！　あの熊くまの巣の近くで、トロールが出たんですって！
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　そして──別れ際ぎわ。馬車を追いかけて走ってきた彼女。「アウルの馬ば鹿か！」壮そう絶ぜつな別れの文句はいまも鼓こ膜まくの奥に残っているようで。

　そして、そして──。

（ロドーで焼き打ち事件があったそうだぞ）

（何でも、カルマとかいう貴族が魔法使いだと発覚したそうだ）

（新聞でもラジオでも、教会側の人間は当然の報むくいだと息巻いているな。貴族の振ふりをして、領民から税金を巻き上げて贅ぜい沢たくな暮らしをしていたんだから、って）

（おお、怖こわい。ザーロフじゃそんなことはないからまだ安心だよ……）

　ノールの土地で聞いた悲報。アウルは、それから数ヶ月もの間、身体の底からこみ上げてくる焦しよう燥そう感かんを抑おさえきれずにいた……。いますぐ列車に飛び乗って……ロドーに戻もどれば……でも。でも、戻ったところで、果たしてぼくに何ができる？……

　アウルの頭の中、ぐるぐるとめまぐるしく回転をつづけるたくさんの風景。そして声。

「あなた──」

　もう一度女の子がそうつぶやき、はっとアウルを現実に舞まい戻らせた。

「ア……アウル？　アウルなの!?」

　アウルは頷うなずいた。サラの頰に血の気がぱっと差しこんだかと思うと、次の瞬しゆん間かん、彼女はアウルの胸に飛びこんでいた。うわっ、と虚きよをつかれつつも、今度はアウルもバランスを崩くずさずにすんだ。細っこい腕うでがアウルの首にしっかりと巻かれている。アウルの鼻先を柔やわらかい金色の髪かみがくすぐった。

「……ル……アウ……ル……何よ……何で。本当に！　本当に、あなたね!?」

「うん、ぼ、ぼく、ぼくだよ、サラ。サラこそ、よく、無事で……」

　サラはアウルよりひとつ年下だ。つまり五年ぶりに再会した彼女はもう一四歳になる。大人びて見えて当然だった。

「あんたってば……心配してたのはこっちのほうよ！　意い気く地じなしのくせに。ひとりで、たったひとりでいっちゃうから……馬鹿……最低、馬鹿！」

　アウルの胸に顔を埋うずめるサラは、それからなぜか何回も「馬鹿」と「最低」をくり返し言いながら、鼻をすすっていた。アウルはそのたび、律りち儀ぎに「うん」と頷きながら、小刻みに震ふるえるサラの背中を撫なでさする。なぜこんなところにサラがいるのかわからない。考えようともしなかった。ただ、突とつ然ぜん懐なつかしい顔に巡めぐり会えた喜びとショックとが、アウルの胸を交こう互ごに駆かけ巡っていくばかり。と、その「馬鹿」が二〇回ばかりくり返された頃ころ、

「サラ、ここにいるのか？」

　通路の向こう側から声をかけられ、アウルははっとして振り向いた。

「何をしてるんだね？　サラ、早く出てきてロゲルに挨あい拶さつなさい。城を預かってくれていたんだから。部屋を決めるのはあとでだって……」

　男の言葉が止まった。振り向いていたアウルは、部屋の入り口に予想どおりの人物を認めていた。

「カルマ──さま……」

　今度はいくらか心構えができていたのでショックこそ受けなかったが、しかし、やはりそう呼ぶアウルの声は震えていた。
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　カルマ・ウェインはサラほど変わってはいなかった。雰ふん囲い気きも大人そのものだ。大人なのだから当たり前だと思っていたのは子供のときまでで、歳としを取った男女にもいろいろ種類があるのだと学んでからは、カルマは素す晴ばらしく立派な大人の理想像になった。短めの髪を後ろに撫でつけた髪かみ型がたも同じなら、鼻の下に生えた上品な髭ひげの形もそのまま。裾すその長いマントと、その下のスーツはややくたびれてはいたが、彼が天性に身につけたと思われる品位を貶おとしめるほどではない。

　何もかもがそのままで、いっそ、アウルは五年という月日の経過さえ忘れそうにもなった。彼は孤こ児じ院いんに来ると、いつもアウルの勉強熱心ぶりを誉ほめてくれたのだ。いまはどうだろう。いまも、ぼくは……いいや、カルマさまは……。

「きみは……」

　カルマが目を細めた。鋭するどい鷹たかのような目だった。アウルの喉のどがぐびりと上下する。カルマは数秒、目の前にいる少年を見つめていたが、ふいっと視線を娘むすめのほうへと戻した。

「また無理矢理荷物持ちにさせたね。彼らには彼らの仕事があるんだ。さあ、邪じや魔ましないで。いっしょに来なさい」

　アウルからやっとのことで離はなれたサラは、まだ信じられないというふうに目を白黒させていた。

「え、あ。でも、あ……アウル……よ。そうよ……ね？」

　視線を泳がせる。カルマは「誰だれでも構うものか」と言うと、娘の手を取って強ごう引いんに歩きはじめた。サラは呆ぼう然ぜんとしたように立ち上がり、こちらを何度か振ふり向きながらも去っていく。まるでアウルがそのままついてこないのを不思議がるかのように。

　呆然としているのはアウルも同じことだった。サラと突とつ然ぜんに再会したこともそうだが、カルマの態度が腑ふに落ちなかったせいもある。まるでぼくなんか覚えていないみたいだった。それに、何だろう。妙みような違い和わ感かんがしこりとなって胸に残っている。

　まだなかなかショックが抜ぬけきらずにアウルがその場に居残っていると、ゴツン！　といきなり後ろから拳げん骨こつを見み舞まわれた。

「何してるの！　みんな、忙いそがしさで目が回りそうだってときに！」

　厨ちゆう房ぼうのおばさんだ。頭ず蓋がい骨こつまで痺しびれそうな痛みでようやく現実に返ったアウルに、おばさんはさぞ激げき怒どしているだろうと思いきや、
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「いまのカルマさま？　ねえ、お話ししたの？」

　別のことを興味深げに訊きいてきた。「いいえ」とよく考えもしないで首を横に振ふると、

「そう。ああ、でもカルマさま、いつ見ても素す敵てきでいらっしゃるわ。あの目が素敵なのよねえ。そう思わない？」

「え、ええ」

「奥さまを亡なくされてもう四年ほど経たつけれど、ずっとひとり身でいらっしゃるおつもりかしら？　サラお嬢じようさまもだいぶ大きくなられたし、もうそろそろご自分のことを考えてもいい頃ころ合あいだと思うわ。そりゃ、大きな組織のリーダーだから、いろいろ頭を悩なやませる問題は多いのでしょうけれど。でも、だからこそ、片時も離れず支えてくれる生しよう涯がいの伴はん侶りよが必要なのよ。あら、でもでも、別にあたしがどうこう、というんじゃないのよ。勘かんぐっちゃって。ませた子ね！」

　ひとり身を揉もむおばさんだったが、アウルはしかし別のことが気にかかった。

「奥さんが？……亡くなられたんですか？」

「ええ、そうよ。あら？　知らないの？　屋や敷しきが焼き打ちにあったとき、お嬢さまをかばって亡くなられたって話だわ。本当に、おいたわしい……誰よりも、民たみのことを思ってらした方なのに。その民に火をかけられて奥さまを失われるだなんて」

　今度は、よよ、と泣きはじめた。とりあえずこちらへの怒いかりを忘れてくれたらしいおばさんから離れて倉庫に向かいながら、アウルはカルマの奥さん──アンジェリーナのことを脳のう裏りに思い浮うかべていた。

　カルマやサラほど面識があったわけではない。奥さまと会ったのは、あの夏の休きゆう暇か──屋敷に泊とまりがけで遊びにいった一週間の間だけ。それでも忘れ得ぬ思い出があった。とても厳しかった奥さま。立ち居い振ふる舞まいに厳しく、言こと葉ば遣づかいに厳しく、そして何より身分に厳しかった。アウルがサラに対等な口を利きくのさえ決して許さなかった。だけど同時にアンジェリーナ奥さまは、サラに、アウルを使用人扱あつかいするのを決して許さないただひとりの人物でもあった。

「ああ……駄だ目めだ」

　アウルはともすればいろいろな思いにふけりがちになる頭を振る。何にも考えられない。というよりも、自分がどうしたいのかさえさっぱりわからない。仕事なんかほっぽり出して、いますぐカルマやサラのところにすっ飛んでいきたい。彼らが生きていたことを大声で喜びたい。再会を喜びたい。ぼくがノールでどんなことをしてきたか、声を大にして言いたい。成長したぼくを見て、そして話を聞いてほしい。

　と同時に、いまは──いまだけは会いたくなかった、という思いも確実にあった。とても不安定で、おまけにたくさんの秘密を抱かかえているいまだけは。せめて、どちらかならよかったのだ。ノールでまだ勉強をやっている学生のアウルなら、カルマの期待どおりにやっているとアピールもできた。カルマたちにとってはそっちのほうが五年後に会うアウルの姿としては正解なのだ。そして、あるいは魔ま王おうとしてのアウルなら、それはそれでよかった。きっと、カルマさまもサラもびっくりするだろう。子供じみた喜びが胸を占しめる。ぼくは、ノールでレイナー・レイバックという恐おそろしい魔法使いと戦ったんだ。ノールの町を守ったんだ。そう言えることができたなら。

　だけど、いまは、そのどちらでもない。勉強ももうやっていない。ローラナを失っているいまは魔王でもない。いまのぼくは──宙に蜘蛛くもの糸一本でぶら下げられ、風にぶらぶらと揺ゆれている。誰かに言われるがままに仕事をするだけの、魔王城の小間使い。新米ゲリラ。どんな顔をしてウェイン親子に会えるというのだろう？

　どうしたらいい？　どうしたら。

　──そうして、終始考え事をしていたアウルは、缶かん詰づめの種類を間ま違ちがえて、今度はコックにどやしつけられる羽目になった。




　夕食の宴うたげがはじまった。

　城の大広間を開放しての大おお騒さわぎだ。

〈反乱の旗手〉カルマ・ウェインを歓かん迎げいするその宴に、アウルも下働きとして参加させられていた。反乱軍の主だった面子メンツが並ぶ長テーブルに、注文のままに飲み物を運んだり、空いた皿を片づけたり。

　仕事そのものはつらくなかったが、アウルはともすれば粗そ相そうをしでかしそうになって、そのたびに給仕長に叱しかられた。注意力が散さん漫まんになっているせいだ。たとえば広間の丸まる天てん井じようで色とりどりに散っている火花などは、彼にはとても珍めずらしい景色だった。魔法によるものらしいが、竜りゆうの形やら、魔法使いの杖つえらしい形やら、はたまたリュカールらしいもの、ザベルらしいもの……と様々に形を変えるそれらの火花は、見ているだけで相当の時間を過ごせそうだ。

　が、アウルが仕事に集中できなかったのは、何もそればかりが原因ではない。

「最近、どうも穏おん健けん派はが発言力を強めてきているようだ」

　カルマの隣となりに座った老人──ガイツに声をかけてきた、学者風の魔法使いだ──が唸うなり声をあげる。

「教会の一部と頻ひん繁ぱんに話し合いの機会を持ってるらしい。ヤクート派といったか？　教会の中でも、機学兵器を世から放ほう逐ちくしようとしている一派だ。魔法使いが二度と戦いにおいて魔法を使わないという制約を交かわし、彼ら全員が教会の管かん轄かつ下に置かれるならば、その地位と身分を守ろうといった内容の論文を発表している」

「はん、つまりあれだな、いままで魔法使いを入れていた牢ろう獄ごくをもうちょっとだけ広くしてやるから、そこで大人おとなしく、珍ちん獣じゆう並なみに見物されてろ、ってことか！」

　ロゲルが息巻く。あまりスパゲッティーには縁えんがないらしく、吸いこむのに苦労していた矢先だったので、口から数本が飛び散った。

　アウルは給仕に精を出しながら、それらの会話を聞くともなしに聞いたり、時々、カルマやサラのほうをちらちら窺うかがったりしていた。何しろ、注意を惹ひくものばかりなのだ。

「その穏健派代表といえば……ダリウスは南に新しいアジトを設営中なのだろう？　何かやらかすつもりじゃなかろうな。なかなか無視できる数ではないぞ、あちらも。アジトをつくることで、我らとの連れん絡らく網もうから独立されれば、教会との話し合いも勝手に進められかねん」

「そうなったら、敵が増えるまでのことだ！」

「ダリウスこそが、魔法使いを監かん視しする役目を教会から貰もらい受けるという話もあるくらいだぞ」

「裏切り者め。調子づかぬうちに、何か手を打っておいたがいい」

「カルマ司令、このまま穏健派の動きを放置しておくのもどうかと」

　皆みなの注目が、テーブルの上座に着いたカルマ・ウェインに集められる。カルマは葡ぶ萄どう酒しゆの注つがれたグラスをテーブルに置いた。

「焦あせるな。たとえダリウス卿きようが教会と一方的に話を進めたところで、いま何がどうなるわけでもなかろう。魔法使いを監視下に置く？　この広い世の中、すべての魔法使いを一ケ所に集めるというだけでも教会は一〇〇年以上の歳月を必要とするだろうよ。諸君、その間、我々はまったくの無力かね？」

　カルマが芝しば居いじみた動作で言うと、いきり立っていた人々の顔から怒いかりが消え、笑えみがこぼれた。

「いまは身近なところを固めることに専念せねばならん。遠くを気にするあまり、足元が崩くずれかかっているのを気づかずにいたのでは元も子もない。我々は大人たちが立派な伽が藍らんを建設しているその傍かたわらで、小さなブロックをひとつひとつ、見つからないよう細心の注意を払はらい、息を殺しながら積み上げていかなくてはならない子供のような立場なのだ。つまり、いまはまだその段階でしかない。事を急せこうとするあまり、小さな台座程度のそのブロックの上に載のって精いっぱい背せ伸のびしたところでどうにもならぬ。気づかれたらそれでしまいだ。あっという間に足で蹴けられて崩されてしまうことだろう。だから我々は、せめてその足で蹴られても崩されない程度にブロックを積み上げるまでじっと耐たえねばならん。それが第一だ。事を起こすのはそれからでも決して遅おそくはない」

　テーブルに並んだいくつもの顔が頷うなずく。血気盛んそうなロゲルや、他ほかの、まだ歳とし若いいくつかの顔はやや不満の色を覗のぞかせてはいたが、それでもあえて反論するものはひとりもいなかった。皆がそうやって熱っぽい表情で議論を交わしている間、ただひとり、サラだけがやや退たい屈くつそうにしていた。フォークでサラダを突つっついては、テーブルの下で足をぶらぶらさせている。

　アウルはというと、カルマのその言葉に、やはり大人の理想像としての彼をふたたび認めていた。何も間違いを起こすことなどないようなその雰ふん囲い気きこそが、アウルのよく知るカルマ・ウェインその人なのだ。

　同じく給仕の手伝いに回されていたトッドから聞いた話によると、カルマは屋や敷しきを焼き打ちにされて以降、教会からの逃とう亡ぼうをつづけていたという。そうして地下に潜もぐって身を隠かくす一方で、同じく弾だん圧あつされた魔ま法ほう使つかいたちを集めながら、ひそかに決起の時を待っていた。それまでは小さなグループが好き勝手に教会の版図を荒あらしていただけだったテロリストたちも、その噂うわさを聞きつけて続々とカルマのもとに集つどっていった。

　教会連合国の貴族でありながら、しかし魔王の部下直系の血統とされるウェイン家の名前は、その当主である人物にカリスマ性を帯びさせるには充じゆう分ぶんだった。教会に弾圧され、貴族としての生活と妻を奪うばわれたという悲劇性もそれに拍はく車しやをかけた。魔法使いテロリストが教会にとって無視できないものとなり得た最初の事件──当時、ロドー領内に邸てい宅たくを構えていた異い端たん審しん問もん局長官デスタンが襲しゆう撃げきされた有名なあの一件も、カルマの指揮によるものだったらしい。デスタンは命からがら逃にげのびたが、カルマは彼の管轄する牢獄に閉じこめられていた魔法使いたち数百人の解放に成功した。そうしたカルマの勇ゆう猛もうぶりは魔法使いたちの間では第二の魔王伝説となって知られるに及および、ますますカリスマ性を高めて、さらに多くの魔法使いたちを仲間へと引きこんでいったのだ。

　やがて彼はひとつの大きな組織をつくり上げるまでに至った。他の、打だ倒とう教会を目指す組織──「魔ま剣けん同盟」「千の夜と牙きばの同志たち」「魔王遊ゆう撃げき隊たい」「聖戦士ゼーオン団」──らとも密に連れん絡らくを交わすようになり、時には協力し合って教会連合軍と戦い、あるいは別の組織の逃亡を手助けしながら、やがてカルマのそれは「反乱軍」と呼ばれるようになった。もともとカルマが教会側に属していたためだ。

　──カルマさまになら、すべてを打ち明けられるかもしれない……。

　アウルはふとそんな思いを抱いて、どきどきと胸を高鳴らせた。ずっと抱かかえこんできた思いや悩なやみ。誰だれにも打ち明けることなどできなかった。ノールにいた人々は無論、彼の秘密を共有しているガイツにさえ、アウルは本当の意味での悩みをぶつけることができずにいた。ガイツは何しろアウルが魔王になるべきだと最初から決めつけている。また、たとえアウル自身が拒きよ否ひしたところでそれを容易に許しはしまいとわかってもいたから、いつも肝かん心じんなところではガイツの言いなりだった。魔将たちとなると、もう言うに及ばない。彼らは魔王の復ふく讐しゆうを誓ちかっているし、アウルが当然そうするべきだと思っている。無下にはねつければこちらの命とて危あやうい。

　そうして、本当の意味での迷いを誰にも打ち明けられないアウルだから、いつもひとりで悶もん々もんとしてきた。しかしカルマ・ウェインならば、秘密を明かしたところで他人にそれを洩もらすようなことはないだろうし、何より、常に正しく、間ま違ちがいのないカルマさまなら、自分に本当の正しい道を指し示してくださるかもしれない。

　そう考えはじめると、アウルはもう居ても立ってもいられなくなった。一刻も早くカルマさまと話したい。彼はしかし、そうなると急に不安にもなりはじめた。さっきからカルマとまったく視線が合わないのだ。再会した瞬しゆん間かんもそうだったが、ひょっとしてカルマは自分を覚えていないんじゃないかと思うと、今度はその不安を解消したくてたまらなくなった。

　声をかけてみよう。

　多分、それは、そんなにおかしいことじゃないはず。カルマさまにはお世話になったのだから、「こんにちは。あのときはありがとうございました」と頭を下げるのはごく自然なことだ。そして、そして……そう、「カルマさまがご無事でほっとしました」と言おう。きっと、カルマさまはなぜぼくがここにいるか訊きかれるだろう。何て答えよう？　ここは人前だから、あまり核かく心しんに触ふれることは言いたくない。それでも、カルマさまに興味を持たせるようなしゃべり方をしないと、二人きりになることもできなくなる。どう言おうか。そうだ、「ぼくも、魔法使いだったんです」と言おう。きっと驚おどろかれるだろうし、興味を惹ひかれるだろう。何より、噓うそをつかずに済む。

「アウル、これを」

　トッドが大皿を持ってきた。湯気をほかほかとあげているそれは、数種類のハーブで香かおりづけされた鳥の丸焼きだった。アウルはいきなりカルマに話しかけるタイミングが訪おとずれたことで、かえってまごついてしまった。ほとんど舞まい上がった彼が危うく皿を取り落としそうになったので「わっ」とトッドが驚きの声をあげ、テーブルにいた人々の注意を集めた。

「どうした？」

「重そうだな。手伝ってやろう」

　ロゲルがわざわざ椅い子すから立ち上がった。が、それをカルマの前に自分が運ばなくてはならない、と頭から決めつけていたアウルは「いえ」と断った。それがぶしつけな言い方と態度だったのに気づかなかったのは、自分だけの世界に閉じこもっていた彼ひとりだ。トッドが目を剝むいて肘ひじで突つつくのにも気づかず、アウルは手ずからそれをテーブルの中央にまで運んだ。ロゲルが肩かたをすくめて椅子に座る。少しだけ緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせはじめていた空気がそれで晴れかけた。が、アウルは去ろうとしなかった。彼はテーブル席の人々の視線を引きつけつつ、カルマの隣となりにまで赴おもむいていた。

「あ、あの」

　声をかけてみた。カルマがちらりと視線を上げる。こんにちは、と言いかけた。声が出なかった。意外に大勢の人々がこちらに注目していたからだ。もう少し雑談にまぎれた雰ふん囲い気きを想定していたのに──。

「こ、こ、こんにちは、カルマさま。ぼくは……」

「お代わりをもらえる？」

　いきなりサラがそんなことを言った。カルマは視線の位置を戻もどしている。アウルがなおも口を開こうとすると、

「あなたに言っているのよ。聞こえなくて？」

　厳しい口調でサラが言った。冗じよう談だんめかしているふうではない。と、トッドが後ろからアウルの服の裾すそを引っぱった。彼は小声で、

「何してるんだ、アウル。言われたとおりにしないか」

「だって、ぼくは……」

「みんなカルマさまには話しかけたがっているんだ。だけど相手はあのカルマさまだぞ。ぼくたちなんか相手にしてもらえるもんか」

　ぼくたちなんか？　それはどういう意味だろうと、もの問いたげにアウルはトッドを見やった。が、その強い視線に促うながされるまま、アウルは結局一度厨ちゆう房ぼうに戻り、サラのリクエストしたガープの葉で煎せんじたお茶をカップに入れて持ってきた。さっきは、ひどくタイミングが悪かったことだけはアウルも認めざるを得なかったからだ。

　次はどうしよう、と考えあぐねていたアウルは、カップをサラの前に置いた瞬間、

「うわあっ!?」

　跳とび上がった。テーブルに置いたばかりのカップの中身が、ぼこぼこと泡あわを噴ふいたかと思うと、突とつ然ぜん手の形になってアウルの喉のどもとに摑つかみかかってきたのだ。茶色く波打つ「お茶の手」は尻しり餅もちをついたアウルに再度挑いどみかかろうとしたが、カップからでは届かないことを知ると、やや無念そうな動きでカップに引き戻っていった。

　皆みながぽかんとしていると、

「お行ぎよう儀ぎの悪いお茶だこと。ペットと同じで、運んできた人の性格が出ますのよ」

　サラが肩をすくめる真似まねをした。

　大広間がどっと揺ゆれた。床ゆかにへたりこんでいたアウルは、なぜ自分が笑いものにされているのかわからなかった。ただ呆ぼう然ぜんとしていた。大人たちが苦笑いし、こちらを同情の眼まな差ざしで見つめてくる。カルマは無表情だった。サラは、同意を投げかけてくる人々の視線を微笑ほほえみで受け止めつつ、もうすっかり普ふ通つうに戻っているお茶を優ゆう雅がに口元に運んでいた。

　アウルの頭に血が昇のぼった。

　前から、このお嬢じようさまとは相あい性しようが悪いとは思っていたし、彼女の性格がいいほうだと決して──決して思っていたわけではないが、それでも五年前までのサラならこんなことはしなかったはず。悪戯いたずらを仕し掛かけて、大勢の人の前で誰だれかを笑いものにするだなんて！

　アウルは勢いよく立ち上がった。まだくすくすと残った笑い声を断たち切る勢いでテーブルに背を向ける。と、なぜか、近くでサラの息を吞のむ気配が伝わってきた。

　すぐさまそこから出ていきたかったが、立場上、それは許されず、結局、アウルは無言、無表情で仕事をつづける羽目になった。ほとんど夕食の宴うたげが終わりかけた頃ころ、

「アウルって」トッドが肩を並べて皿を片づけながら言った。「損な性格をしてるだろ？」

「どうして？」

「笑えばよかったんだ。それができなくても、給仕の間、誰かに『おい、やられたな』って顔をされたらそこで微笑めばよかった。それなのにむっつりしてるもんだから、声をかけにくい雰囲気を自分でつくっちゃって。きみ、そういうところも何だか笑われやすいんだよ」

　言われ慣れない台詞せりふだった。が、そうかもしれない、と思える部分も確かにアウルにはあった。ノールでの自分を考えればなおさらだ。それでも、あの失敗は自分に非があるわけではないから、ずいぶんな言われようだとも思った。

「雰囲気、悪くした？」

「大人たちはさほど気にはしないだろうけど。お姉さんはきみをずっと見てたよ」

「お姉さん？」

「ああ、サラお嬢さまのこと。お嬢さま、って呼ぶとあの方はあまりいい顔をしないから。ぼくらはみんなお姉さん、って呼ぶことにしてる。きみもそう呼ぶといいよ」

　トッドはサラと同い歳どしだろうに、そういう呼び方を習慣づけられているらしい。やはり司令官の娘むすめだからだろうか。

「いつもあんななの？」

「あー、まあね」

『あんな』の意味を理解したらしく、にっとトッドは笑った。そうすると、生き真ま面じ目めな表情をしているときよりよほど歳相応の顔になった。

「やっぱり、ぼくらよりは上の立場のお方だからね。司令官のお嬢さんってだけじゃなくて、魔ま力りよくだって凄すごいんだ。わがままが強い部分もあるし、よく知った誰かを笑いものにするのは上手うまいけど、でも、初対面の相手にああやって悪戯するのは珍めずらしいかな。正直、ぼくもちょっと驚おどろいた」

　アウルは「ふうん」と頷うなずくに留とどめ、彼女と初対面ではないことはあえて伏ふせておいた。アウルはサラのことを長いこと怒おこってこそいなかったが──むしろ、時間が経たてば、ああ、あれもやっぱりサラだなと思えるようになった──ただ、カルマと会話するきっかけを摑めなかったのは残念だった。

「では、今日はゆっくりお休みなさいませ」

　カルマが席を立つ頃ころ合あいになると、テーブルの上はもうほとんど片づいていた。

「さすがに今晩ばかりはいい夢を見られることかと。エウリュアレの伝記によると、彼はこの城に泊とまった客がいい夢を見られるような精せい霊れいを開発中だったとかで」

「それは助かるな」カルマは片目をつぶった。「敵の飛行機をどう落とそうか、そればかり考えていたせいで、最近は夢見が悪かったんだ」

　広間を横切っていこうとする彼の姿を何となく目で追っていたアウルは、突然カルマがこちらを向いたのでどきりとした。しかし必要以上の期待はしなかった。また向こうに歩いていくのだろうと思っていたら、

「アウル。時間はあるか？　わたしの部屋に来なさい」

　そう言った。「え？」と声を洩もらしたのはアウルだが、その場にいる全員が彼と同じような表情になっていた。

「仕事が忙いそがしいのなら、明日でも構わないが」

　何と答えていいかわからなかったアウルの服の裾すそを、またトッドが引っぱった。

「いい、こっちでやる。カルマさまにじかにお声をかけていただくなんて！」

　小声だったが、興奮していたらしく周りの大人にはおそらく筒つつ抜ぬけだった。アウルは突とつ然ぜんだったのでろくに声も出なかった。

「お、お伺うかがいいたします」

　何とかそれだけを答えた。視界の隅すみっこにサラがいるのはわかっていたが、いまはそちらまで気が回らなかった。




　カルマに当面割り当てられた部屋は、琥こ珀はくに飾かざりつけられた専用の応接スペースと隣となり合わせになっていた。

　古い城だが、場所が場所なだけにいままで宝石などの盗とう難なんにも遭あわず、当時の魔王時代の隆りゆう盛せいぶりをそのまま残している。壁かべのあちこちにへこんでいる箇か所しよがあるのも当時の名残なごりで、かっては、消えることなく火を燃やしつづける魔法の水すい晶しようが嵌はめこまれていたらしい。らしい、というのは反乱軍には魔道具が不足がちだったので、現在は取り外されて別の用よう途とに使用されているからだ。

「落ち着かんな、これでは」カルマはオレンジ色に輝かがやく部屋を見み渡わたしながら言った。「書しよ斎さいにいこう。本の運び出しは他人に任せていられないから、まだ書物もろくにそろってないがね」

　アウルはここまでほとんど無言でついてきた。何をしゃべっていいかもわからなかったし、カルマも取り立てて世間話をしようとはしなかったからだ。

　書斎は一転、落ち着いた色調に囲まれた渋しぶい部屋だった。棚たなもデスクも椅い子すも間に合わせで用意したものらしく、手づくりの感が強い。が、カルマはおおむね満足そうに頷くと、何冊か前もって運んでおいたらしい本を棚から取ってはぺらぺらめくって、それからまた棚に戻もどしていった。

「本は読んでるか？」

　背中を向けたままカルマは訊きいた。出し抜ぬけだったので、アウルが答えるには一いつ拍ぱくの間を要した。

「ええ……あ、いいえ」アウルは、相手に見えてもいないのにあわてて首を振ふった。「最近読んだものは、教科書がほとんどで。あと、あの、魔王に関する伝記を数冊ほど」

　後者はガイツに半ば強要されて手に取ったものだ。面おも白しろくないわけじゃなかったが、ガイツがいつも「教会の教えは一方的だ」と息巻いているのとはまったく逆のベクトルで、こちらはこちらで一方的なんじゃないかと思える節が多々あるのには閉口した。

「いまが一番、勉強の面白くない時期かもしれないね」カルマはくすりと笑った。「いろいろ他ほかのことに興味が出てくる歳としだからな。皮肉なことに、勉強が一番面白くなりはじめる時期というのは、ちょうど脳の機能も衰おとろえはじめている頃ころでね。みんながみんな臍ほぞをかむ思いで、若かりし頃の不勉強さを恨うらむのさ」

「────」

「だから大人はみんな子供に言うんだな。勉強しなさい、勉強しなさいってね。自分がもっと若かったらできたはずのことを全部子供に強要しようとするんだ。本人だって、子供のときは大人に同じことを言われて、それでもできなかったはずなんだが。……わたしも同様だよ。きみにはもっともっと広い世界を知ってほしかったし、教会連合内じゃできない勉強もさせたかった。だからノールにいくよう薦すすめたんだ」

　カルマはまるで五年のブランクを感じさせない態度と口ぶりで言った。昨日今日別れたばかりのようだ。再会した瞬しゆん間かんはとてもよそよそしかったのに……と、ぽかんとしているアウルの沈ちん黙もくを勘かんぐってか、振り向いたカルマは、

「ああ、いや。それを後こう悔かいしてるわけじゃないし、必要以上にきみをこちらの期待した枠わくにはめる気もないんだ。きみが自分の道を見つけたのならそれはそれで構わない。だが……」

「はい」

　アウルは顔を上げた。そしてカルマは予想どおりのことを口にした。

「なぜ、ここにいるんだね？」

「…………」

　いま話すべきだろうか、とアウルは逡しゆん巡じゆんした。あまりに早すぎる。いや──何を馬ば鹿かな。いまこそいいタイミングだろう。城の中で、カルマ・ウェインがどれほどの立場にあるのか見てきたはずだ。これを逃のがせば、二人きりになれるチャンスなど二度と訪おとずれないかもしれない。アウルは唇くちびるを一回舌で湿しめらせたあと、口を開いた。

「カルマさまは……一ヶ月前、ノールで、事件があったのをご存じですか」

「ああ？　無論。例の魔ま王おう騒さわぎだろう。どれも風に乗って伝わってきた噂うわさか、そうでなければ教会の流している宣伝しか耳にしていないから、どこまで本当かはわからないが」

「ど、どう思われました？」

「どうとは？」

「あの……つまり、本物の魔王が現れた……と、お考えですか。伝説どおり、五〇〇年ぶりに、魔王ガリオンがよみがえった──と」

　カルマは棚の本に手を置いたまましばし黙だまった。うつむいたアウルは、その視線を顔で受け止めていた。心なしか、視線の当たった箇所が痛い。

「さて」とカルマは言った。「さっきも言ったように、噂しか知らないからね。ただ、教会の宣伝にしては伝わってくる情報が二転、三転していて、どうも向こうさんが動どう揺ようしている様子なのが気にかかる。ただの演出なら、一いつ貫かんした態度を貫つらぬけば済むことだろうに。だから、何かあったのだろうとは思う。それも、ただのテロなどではあるまい。よほど大規模な何か──だ。それが魔王だとはわたしに断言できないが、しかし、そんな馬鹿な、と無下に切り捨てるつもりもない」

「は、はい」

「きみはノールにいたはずだね。それと何か関わりがあるのかい？」

　アウルは震ふるえる自分の手を見下ろしていた。いまだ。いま言うんだ。「ぼくが魔王です」って。それで、全部終わるんだ。いいや、終わるんじゃない、むしろはじまりに過ぎないだろうが、しかし、自分ひとりで抱かかえてきた、実体のない、重苦しい鎖くさりのごとき悩なやみからは解放される。少なくともぼくひとりで抱えずにはすむ。軽くなる。

　だが──。

「関わりは……あります」

　アウルは遠まわしにしか肯こう定ていできなかった。すべて打ち明けてしまうにはまだ怖こわすぎた。そうなればきっと、引き返す道さえなくしてしまうだろうから。

「ノールでさえ、魔法使い狩がりが行われそうになったから……。ぼくの、知り合いたちも怖い思いをしていたから。だから……その」唾つばで何度も喉のどを潤うるおしながら、アウルはまるで脅きよう迫はくされているような表情で言いつづける。「教会の思いどおりにさせないために……いろいろ、やりました。全部が全部悪い人じゃなかったけれど、でも、やっぱりノールの人たちを苦しめた教会が、許せなかったから」

「だから、魔法使いたちの仲間になった？」

「は、はい」

「だから、ここまで来た？……どうやってだね？」

「その、ノールで知り合った魔法使いが、ここの場所を、知っていた、ものですから」

「そうか」

　言ったきり、カルマはまた無言になった。沈黙がアウルにはたまらなく不安だった。どう受け止められたろうか？　きっと、教会と戦うなど、五年前までのぼくとはあまりにも異なりすぎるから、驚おどろかれているのだろう。反乱軍の司令官だったカルマさまが、ザーロフ公国でさえ教会に侵しん食しよくされるのを快く思われていたはずがない。それを、アウルは言わば未然に防いだのだ。だから──。

「帰りなさい」

「え？」

　アウルは顔を上げた。カルマの鋭するどい目に変化は認められない。先ほどまでとまったく同じ表情で、カルマは言った。

「ここはきみのいるべき場所じゃない。もしきみが、魔法使いのために何かしたい──と思っているのなら、それでも構わん。が、何も前線に立って戦うことだけが、我らのためになることじゃない。きみには不似合いだ。帰りなさい」

「カルマさま！」

「アウル、魔法使いに同情するというのと、教会の人間を殺すというのはまったく別の話だよ」

　叫さけびかけた少年を制するように言ったカルマのその言葉。アウルの開きかけていた口が止まった。カルマ・ウェインはさらに追い討ちをかけるように、

「きみに教会の人間を殺せるのか？　魔法使いたちのためだけに？」

　そう言った。

　アウルは何も言い返せなかった。カルマが口にした言葉のひとつひとつが壁かべとなって、両者の間に立ちはだかっているようでもあった。アウルにはよじ登る術すべも、それに正面からぶち当たって壊こわせる言葉も、持ち合わせがなかった。彼には何よりそれがショックだった。

「ここに集つどった人間は皆みなが皆、その覚かく悟ごを持っている。そうでなければ、邪じや魔まになるだけだ。アウル、帰りなさい。それが多分、きみのためだ」

　カルマはほんの少しだけ鷹たかのような眼光を穏おだやかにさせた。なぜかちらりとドアのほうを見やってから、

「……さっきは、娘むすめがすまなかったね」

　突とつ然ぜん違ちがうことを口にした。アウルに、やはり答えるべき言葉はない。ただ首を小さく横に振ふった彼に、

「あれも、舞まい上がっているのだろう。いろいろ試ためしたかったんじゃないかな。何せ五年ぶりだからね」

「────」

「きみの気持ちは嬉うれしく思う。本当だよ。わたしたちのことを忘れずにいてくれたことも含ふくめてね。だが、わたしともサラとも、きみは違う。娘も、きっときみが戦うことを望みはしまい。……さあ、今晩は遅おそい。何も今日明日に出ていってほしいというんじゃないから、今日のところはもう休みなさい」

　すべてを終わらせるようにカルマはアウルに背を向けた。たくましくもスマートなその背中が、アウルには果てしなく遠い距きよ離りの向こうにあるように思えた。

「失礼します」

　そう言ったつもりだったが、カルマに聞こえたかどうか──明めい瞭りような言葉になっていたかどうかさえ、確信は持てなかった。

　アウルはドアノブに手をかけ、開けた。書しよ斎さいの隣となりにある応接室のドアはなぜか半開きになっていた。が、アウルは気にも留めずに琥こ珀はくの間からも抜ぬけ出て、ひとり、壁にかけられたランプの光に照らされた、じめっとした通路を歩いていく。

　宴えん会かいが終わってもなお、まだまだ盛り上がりたいらしい人々が別の部屋やバルコニーでグラスを交かわしていた。ひとり、顔も知らない男がアウルを見つけると、

「若者よ！　顔を上げろ。我ら魔法使いの未来は明るいぞ！」

　酔よっぱらった口調でそう叫んだ。

　アウルはやがて、自分の部屋にまで辿たどり着いた。彼は現在、トッドやハーバら、少年五、六名といっしょに寝ね泊とまりしている。すでに明かりは消してあった。夜を徹てつして仕事する以外のものは、貴重な物資を消費しないよう、早はや寝ね早はや起おきが城での生活の基本となる。

　きっとトッドはカルマと何を話したか聞きたいだろうと思ったが、アウルはあえて無視して二段ベッドの上のほうに潜もぐりこんだ。

　低い位置にある天てん井じようをにらみつけながら、アウルはしばし眠ねむろうともせずに時間を過ごした。大して寝ね苦ぐるしい夜でもなかったが、汗あせっかきのマーシュという少年が「うう、う」と唸うなりに似た声を下であげている。

（帰りなさい）

　何も考えたくなどないのに、それでもカルマの言葉が時折周期的に襲おそいかかってきては、アウルのやわな心をずたずたに切り裂さいた。

（きみに殺せるのか？）

　ザーロフで見てきたことがすべてだと思っていたわけではない。それでも、アウルは魔法使いたちの苦境を知っているつもりだった。自分が力になれるかもしれない、とどこかで思っていたのも事実だった。

　だが──。

（おれの地じ獄ごくなど、おまえにわかるものか！）

（こういうことをしてるおれたちだ、過去に何かないはずはないさ）

（おまえが、教会と戦う魔ま王おうとなるのじゃ！）

（戦う──）

（地獄──）

（魔王──）

（殺せるのか？）

　アウルは眠れなかった。だから余計にいろいろと考えてしまって、ふっ……とたまに訪おとずれかかったまどろみをも自ら遠ざけてしまう。

（帰りなさい──帰りなさい──帰りなさい──）

　……いったい、どこに？

　アウルは薄うすいシーツを身体からだに巻きつけるようにして寝ね返がえりを打ちながら、自問した。

　どこに帰る？　どこへいく？

　魔王の遺産を引き連れて？

　ノールの出来事がぐるぐると頭の中を駆かけ巡めぐっていく。固く目を閉じて、それでも眠ろうと努力していたアウルは、最後にごわごわとした握あく手しゆの感かん触しよくを思い出していた。手て袋ぶくろに包まれた手だった。

　──シーラ……。

　ひとりは「魔王」として、ひとりは「英えい雄ゆう」として、同じ戦いをしようと誓ちかい合い、別れたノールの小高い丘おか。

　──あなたは、戦っていらっしゃるんですか？……

　自らに向けたのではない問いかけを最後に、アウルはやっと眠りに落ちていった。
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　聖都ヴァリア。

　そう聞いて、人々がイメージするのは、四季を問わず咲さき乱みだれる花の園、絶え間なく聞こえてくる賛美歌、太陽の光を一身に集める大だい伽が藍らん、笑えみを絶やさない司祭たち、若者たちの夢──華はなやかなりし聖都守護機士団、修道女、英雄と神話の時代を再体験できるとまでいわれている大博物館、そしてまた歌声、美しい女たちの笑い声──すなわち、地上の楽園そのものだろう。

　連合国領に四方を囲まれた、教会本部のあるこの都市は、教会信者なら一生に一度は巡じゆん礼れいしたいと誰だれしもが願う夢の都である。ヴァリアの名は、かつて魔王を斃たおした六英雄たちを最初に導いたという聖母的存在の女性から取られている。英雄のひとりサザーランが聖典の最初のページに「ヴァリアに捧ささぐ」と書いたところから、教会本部を設立する際、中央の聖堂がまずそう名づけられた。が、連合国として教会領土が広がるにつれ、聖堂を守るべく大都市が建造されることとなり、やがては都市そのものの名になったのだ。

　人々のイメージどおりに色とりどりの花があふれる広場の前──長く、白い階段が陽ひの光を浴びて輝かがやいている。

　大聖堂前の広場に通じるこの長い階段は、通つう称しよ『嘆うなげきの道』だ。階段をひとつ上がるたび、人はその心身を飾かざりつけている噓うそをひとつひとつ捨て去っていくのだという。そして最後には心を丸まる裸はだかにさせられて、そこでようやく人間は神の御み前まえに膝ひざをつくことを許されるのである。九八段というその数字はサザーランが『人が抱かかえる噓の数』だとして指定したという説と、そうではなくて、一〇〇段つくれという指示があったにもかかわらず、何らかのミスがあって二段足りなくなっただけだという説とがある。

　ともあれ──今日も、ヴァリアは静かで、穏おだやかで、この上もなく平和だった。この狭せま苦くるしい一室を除けば。

　ユアン・ドルイズは片方しかない目で、部屋の中をもう一度見み渡わたした。居並んだ顔はどれも初対面だ。子供に、女に、でくのぼうに、子供みたいな顔をした大人に、瘦やせぎす。最初の二人まではまだいい。こうしてじかに会う前に、いくらか説明も受けていたからだ。噂うわさも少しは耳にしている。しかし──残りの三人は？

　でくのぼうは椅い子すに腰こしを下ろしたままじっとしている。襟えりを高く立てた僧そう服ふくに身を包んでいるところから、助祭クラス以上の神職にあるものだとはわかるが、禿はげた頭はともかく、のみで岩をえぐったように落ち窪くぼんだ両目が何やら異常だ。さっきから木製のテーブルの一点のみをずっと見み据すえている。何があるのかと思いきや、テーブルにはこの部屋に全員が入ったとき以来、お茶が出されたままになっているだけで、他ほかには何もない。埃ほこりでも数えているのだろう、とユアンは思うことにした。礼拝堂の天てん井じよう裏は意外とネズミも多い。数える埃だっていくらもあるから彼は当分退たい屈くつしないはずだ。

　問題は、あとの二人だ。でくのぼうは無視さえしていれば別に害はなかったが、あとの二人は目め障ざわりであり、耳障りだった。

　瘦せぎすは、この中で一番背が高い。その割には横よこ幅はばが極きよく端たんに狭せまかった。人骨の標本を薄うす皮かわ一枚でくるんで、そのあとで思い出したように少々の筋肉を粘ねん土どみたいに張りつけたみたいな姿。ゆったりとしたローブを着ているが、別段それは身体からだを隠かくすためのものではないらしく、むしろぶかぶかすぎて褐かつ色しよくの肌はだがほとんどのぞけて見えている。頭に布を巻きつけていて、あたかも南東の地アルバの修しゆ行ぎよう僧そうのようだが、しかし顔に走った無数の傷きず痕あとは僧そう職しよくにはいかにも似つかわしくない。おまけにさっきから手で弄もてあそんでいるナイフ。二、三本あるそれをぽいぽい投げては、回転しながら落ちてくるところを別の手で受け止めて──とくり返している。目障りなのはこれだ。加えて、この男は部屋に入って以来ずっと目を閉じている。危なっかしいと思う気持ちがどこかに働くためにまるっきり無視もできず、視界の隅すみにあってさえ無む性しように苛いら々いらさせられるのだ。

　そして耳障りなのは──、

「あーっ、あっついねえ！　まったく、いつまで閉じこめとくつもりなんだろ。冷たいお茶のお代わりひとつ出しゃしない。ねえねえ、ぼくらはともかく、あんたらは栄光ある異端審問局軍所属の軍人さんなんだろ。下に降りてって、訊きいてきてくんないかなあ。教会の守護兵だって、あんたらには敬意を払はらって教えてくれるだろ……なんて、ぷっ、くすっ」

　ユアンのこめかみに血管が浮ういた。そのわざとらしい噴ふき出し方を、あと一回でもやってみろ。二度と貴様の人生に楽しいことなど訪おとずれないようにしてやる。

「わかってる、わかってるよう！　あんたら、この任務のためだけに呼ばれた寄せ集めだろ？　ただ単に空を飛べるから、利用しがいがあるってんで呼ばれただけ。なあなあ、試ためしてみない？　一応、異端審問局の軍服与あたえられてんじゃんか。どこまで権けん威いが通用するかねえ」

　部屋をあっちへうろうろ、こっちへうろうろしている童顔の太っちょだ。童顔ではあるものの、たるんだ顔にはしわも目立つので子供には見み間ま違ちがえようがない。歳としの頃ころは三〇──ひょっとして、四〇くらいだろうか。シャツにサスペンダーつきの半ズボン。趣しゆ味みの悪い貴族のお坊ぼつちゃんといった感じだ。

「なあ、降りていって訊いてきてくれよお。お茶のお代わりも欲しいんだよ。あ、冷たいミルクでもいいよ。なあなあ、なあってば」

　さっきからやたらに、女のほうに声をかけている。知り合いか、とも思ったが、女は椅子の上で本に夢中だ。童顔には目もくれず、声をかけられても一〇〇パーセント無視している。それにも構わず童顔は何かと女に絡からんでいたのだが、ついに業ごうを煮にやしたか、「なあなあ、なあ」と無理やり本を手でどかして直接顔を覗のぞきこもうとした。

「やめて！」

　女がその本で童顔の顔を叩たたこうとした。瞬しゆん間かん──ユアンの健在なほうの右目が瞠みはられた──童顔の姿が搔かき消えたかと思うと、瞬まばたきした直後には女の背後に位置していた。凄すさまじい速度……などといったレベルではない。本当に消えたのだ。

「そんな冷たくしないで。ね？　わかってるから」

　童顔は女の両りよう肩かたに手を置くと、頰ほおを寄せようとした。甲かん高だかい悲鳴が起こる。パニックに陥おちいった女が、金糸に刺し繡しゆうされた長いローブから足をはみ出させてばたばた椅子の上でもがいた。ユアンは長い前まえ髪がみをかき上げる。苛いら立だちも限界に達していた。

「ああ、もういい！　黙だまれ！」

　彼は立ち上がり、なおも女にすがりつこうとしていた童顔の首根っこを摑つかんだ。細っこいそいつの目がユアンを見上げる。得意そうに笑えみを浮かべかけたたるんだ頰が、なぜかそのとき凍こおりついた。

「黙れって言ったぞ、ベビーフェイス。意味がわかるな？」

「はン──」童顔は浮かべかけていた恐きよう怖ふの表情をかろうじて笑みに変えた。「調子に乗るなよ、狂きよう信しん者もの。いまのは近すぎただけさ……」

　挑ちよう戦せん的な言葉を投げかけつつも、しかしそれ以上は逆らおうとせず、彼はしぶしぶ女から離はなれていった。ユアンはため息をついて、ふたたび室内に並んだ顔を見み渡わたす。

「オーケー、知らん顔をしてようとも思ったが、これからのことを考えるとそうもいかんらしいな。確かく認にんしておこうか？」

「何を？」

　訊いたのは子供だった。童顔ではなく、こちらは本物の子供だ。さっきから何が楽しいのか、終始にこにこしている。

「おれたち自身のことさ。考えてみれば自己紹しよう介かいもまだだったな。まず、おれからいこう。おれの名前はユアン・ドルイズ。今日づけでおまえらと同じく異い端たん審しん問もん局きよく所属、神聖航空機士団特務隊に配属された」

「知ってるよ。くすくす。〈狂信者〉ディーバの片かた腕うでだろ？　五〇〇年の禁固刑けいに服役中だと聞いたけど、どうしたんだい？　ぷっ、牢ろう名な主ぬしに尻しりを貸して減げん刑けいしてもらった？」

「そこまで答える義理はねえ」ユアンは童顔を無視して、子供のほうを向いた。「次──ミリアム・ゾンガーだったな」

「よろしく！」

　ミリアムはまるで声をかけられるのが待ち遠しかったみたいに、間かん髪はつを入れずに手を差し伸のべてきた。ユアンは一回ためらったが、結局その手を握にぎることにした。間近にすると、本当にただの子供にしか見えない。きらきらとしたおかっぱの金きん髪ぱつ頭、色白の滑なめらかな肌、見事に整ってはいるが、あまりにあどけない容よう貌ぼう──壁へき画がに描えがかれる天使そのままだ。

「答えたくないなら別に構わんが……おまえ、いくつだ？」

「一六です」

「一三歳でも通用しそうだな。操縦は本当にできるのか？」

「いまからでも。やってみます？」

　ミリアムは心底楽しそうに操そう縦じゆう桿かんを引く仕草をしてみせた。「いや」とユアンはかぶりを振ふる。さっきも述べたように噂うわさだけなら聞いている。新米パイロットの天才格、といえば訓練から一年足らずで実戦投入され、おまけに魔ま王おう討とう伐ばつという偉い業ぎようを成し遂とげたティギーという機士が有名だが、このミリアムはそれ以上だという話だ。空を飛ぶために生まれたとしか思えない天性の素質の持ち主で、「きっとあの天使は生まれたときに翼つばさを置き忘れてきてしまったんで、航空機がその代わりになってるんだ」といつもは気難しいはずの、神聖機士団にいる技師たちが手放しで誉ほめていたのを思い出す。

「操縦は上手うまいようだが、それと殺し合いは別だぞ」

「はい。だから楽しみです」

　握った手をなかなか放そうとせず、ミリアムはにこやかに頷うなずいた。ユアンはふたたび彼の顔を眺ながめる。人間どころか、その辺の虫けらにだって同情して殺せそうにない顔をしていた。「楽しみにね」とユアンは鼻の頭にしわを寄せてから、半ば強ごう引いんに少年の手を振り払う。

「そして──ネリス・ファービア。元聖槍フア・リス第七中隊所属の航空機士」

　返事はない。本を読んでいたあの女は、あろうことか椅い子すの上で泣きじゃくっていた。パニックを引きずっているのだ。

「は……はい」

　遅おくれながらも何とかネリスは返事した。女性の平均よりずっと背が高いし、骨格もしっかりしていそうなのに──無論、航空機士である以上、華きや奢しやなはずはないが──しかしおどおどとした表情や立ち居い振ふる舞まいが彼女を実際よりずっと小さく見せていた。両手で顔を覆おおった淑しゆく女じよのごとき泣き方を見るにつれ、機士などより、図書館の司書でもやっているほうがずっとお似合いだと思う。

　二三歳だと聞いている。目鼻立ちはすっきりとバランスよく配置されているほうだろうが、ユアンの好みからすればまるで女を感じさせなかった。

「ここまではいい。おれも名前を知らされている。……が、おまえらは？　何者だ」

　ユアンが訊きいても残り三人は誰だれも口を開こうとしなかった。童顔はそっぽを向いて口笛を吹ふいているし、顔に傷きず痕あとのあるアルバの修しゆ行ぎよう僧そうじみた瘦やせぎすは相変わらずナイフを弄もてあそんでいる。

「おい」
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　とユアンが声を荒あららげかけたそのとき、

「気にするでない」

　妙みようにしわがれた声が聞こえた。机の上の埃ほこりをずっと数えていたはずのでくのぼうだ。

「どういう意味だ？」

「おまえたちはいわば表の顔。我らは裏の顔を受け持つ。互たがいの顔さえ知っていればそれでいい。我らは同じ肩かた書がきを持ちながら、しかしその任務は決して交わることなどない。……名前も意味がないが、あえて名乗るなら、わたしはホークアイ。そこの二人は我が両りよう腕うでとなる、わたし直属の部下だ。さっきおまえも呼んだな？　そいつがベビーフェイス。もうひとりはスカーフェイス」

「三文小説の悪役みたいな名前だね」ミリアムが本気で驚おどろいたように言った。「親おや御ごさんは生まれてくる赤ん坊ぼうが犯罪者だとわかってて名前をつけたのかな？」

「あだ名に決まってんだろ、クソガキ！」ベビーフェイスが歯を剝むいた。

「わあ、ごめん。知らないで言ったんだから、そんなに怒おこんないでよ」

「……おまえ直属だと？」ユアンは二人の悶もん着ちやくなど気にせずに訊いた。「航空機士じゃないという意味か」

「然しかり。おまえらは任務どおりに王女を空から守ればよい。我らは地を這はい、目標を追い詰つめ、血を啜すするのみ。何、おまえらの邪じや魔まはせんよ。神の名のもと、せいぜい英えい雄ゆうどのといっしょに敵を狩かりつづけるがいい」

「こっちはこっちで、ゴシック小説に出てくる魔法使いみたいだなあ」

　ミリアムが何気ないひと言を洩もらす。ユアンの片かた頰ほおが歪ゆがみ、ネリスが「ひくっ」と肩かたを上下させてしゃくり上げた。奇き妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよいはじめたそのとき、ベビーフェイスがひひっ、と妙な笑い方をした。

「呪のろわれし我らが身に、神のご加護あれ、ってかい？　何も知らんような顔して、このクソガキ。ここにいる以上、手前だって同じだろうが」

「何でそう嚙かみついてくるかなあ。おじさん、だったらぼくも言わせてもらうけど、せめてズボンは長めのものを穿はいたほうがいいよ。脛すね毛げ剝むき出しでそんな恰好されてもさあ」

「おじさんだと!?」

　ベビーフェイスの顔に見る見る血の気が昇のぼっていった。真っ白な顔が一いつ瞬しゆんにして、驚くほど赤く染まりあがる。ネリスが怯おびえて後ずさろうとしてか、椅子の上から「きゃあ」と転げ落ちた。

「手て前めえを……まず、殺してやる……。いいか……ぼくは……誰を殺してもいいって……啓けい示じを、受けているんだ……」

　嚙み合わせた歯から無理やり声を洩らすようなしゃべり方で、ベビーフェイスはミリアムに詰め寄ろうとした。対する少年は自分の椅子を盾たてにしながら、

「ちょっと待って、待ってよ。ねえ、上司の方！　この人、おかしいんじゃないの。人をクソガキ呼ばわりするなら、自分も相応に罵ののしられたって不思議じゃないでしょ。ぼくはお母さまにそう教えられたよ。相手を馬ば鹿かにするんなら、自分だってそうされる覚かく悟ごしなさいって。なのに、おじさんって言っただけで殺そうとまでするなんて！」

「お母さまだって」

　ベビーフェイスの目からたぎるようだった怒いかりの光が消えた。といって、落ち着いたふうではない。むしろ、ミリアムは以前より恐おそろしそうに表情を硬かたくさせている。ベビーフェイスは奇妙にゆったりとした口調で言った。

「そうか。お母さまがいるのか。なら、さぞ悲しまれるだろうねえ。でも自じ業ごう自得だよ。自分の息子むすこにきちんとした教育をしていなかったんだ。仕様がない。仕様がないね」

　ベビーフェイスの姿がそのとき、二重、三重にぶれはじめた。ユアンが前に出かかる。ふんだんに贅ぜい沢たく三ざん昧まいをしてきたと思われる太い身体からだが、空気に霞かすんでいた。と──、

　ひゅひゅッ、と音を立てて宙を裂さいた何かが、床ゆかに、テーブルに、そして椅子へと突つき刺ささった。ベビーフェイスがはっとしたように跳とび退のく。銀のナイフはきれいにその足元にまで突き刺さっていた。彼は後ろを向くと、大人に猛もう抗こう議ぎする子供のように目をいっぱいに見開いて、

「何すんだよ！」

「やめておけ」スカーフェイスだ。「どうせ、呼ばれた以上、殺せる相手は飽あきるほど用意されてるってことだ。つまらん殺しをしても仕様がない。どうあれ、同じ神の信者を殺したところで天国の門が開けるわけじゃないからな」

　彼はベビーフェイスのほうを見ようともせずに、まだ手の上でぽんぽんとナイフを投げていた。というよりも、相変わらず彼は他ほかの何も見ていなかった。目は閉じたままだったのだ。

　ユアンはふと、床やテーブルに突き刺さったナイフを数えてみた。合計で七本。いま宙に浮ういては、ふたたびスカーフェイスの手の中に消えていくのが、三、四本ほど。ユアンの隻せき眼がんが細まった。……いったい、どこから取り出してやがる？　おお、見ろ。おまけに刺さった側そばからナイフが消えていきやがる！

「……ふん」

　ユアンは口の端はしを歪めた。何をいまさら。まだ熱心な信者ごっこをやっていたいのか？　わかっていることじゃないか。いま、すねたような顔でそっぽを向いている童顔も言っていた。『呪われた我らが身』。信者ごっこなんぞより、聞こえてくる賛美歌で耳が腐くさる芝しば居いをやってたほうがよっぽど様になる。

　騒さわぎは治まりかけたが、ネリスはまだ肩を引きつらせていた。泣くのを必死で堪こらえようとしているらしい。どうにも幸先のいい雰囲気だ、とユアンは壁かべに背を預けながら頭痛がするのを覚えた。異い端たん審しん問もん局きよくが何を考えているか知れない組織だというのは、いまにはじまったことじゃない。しかし今回の人事はさすがに異常だった。こんなどこの馬の骨とも知れない寄り合い所帯が『英えい雄ゆう』の補ほ佐さ役やくだって？　まあ何より異常なのは──ユアンはブルーに染まった空に片目を投げかける──永遠の牢ろう獄ごくから解き放たれたこのおれが、唯ゆい一いつの常識人のように振ふる舞まっているってことだ！

「わあ、見て見て！」

　突とつ然ぜん、窓から身を乗り出すようにしてミリアムが叫さけんだ。その仕草といい、険悪な雰囲気をまるっきり無視したところといい、子供そのものの姿だが、

「お姫ひめさまだ。英雄のご到とう着ちやくだよ！」

　顔中口にして叫んだ言葉には興味をそそられた。ミリアムの後ろから窓の先──聖堂前の広場を見下ろす。馬車を模した、クラシックな蒸気自動車が到着したところだった。雰囲気があるというのでこれを使用しているのだ。同じく馬ば丁ていに似た制服を着た運転手が降りるや、後ろのドアを開く。そこから三人の人ひと影かげが降り立った。いずれもパリス軍の黒い軍服を身に着けている。

「あの方でいらっしゃる？」

　いそいそと歩み寄ってきていたネリスが言った。肩までの髪かみに指を絡からませ、表情をうっとりさせている。ミーハーな性格でもあるらしい。さすがに好こう奇き心しんを刺し激げきされてか、ベビーフェイスもその後ろから広場を見下ろしていた。

「何だ、もっとお姉さまを想像していたのに」ベビーフェイスは不満そうに口を尖とがらせた。「ブロンドに豊かな胸だったらよかった。あれじゃまるで子供じゃんか」

　おまえにゃ言われたくないだろう、という言葉をユアンは吞のみこんだ。しかし確かに想像していた「英雄」とはまるで違ちがう、というのは認めざるを得ない。女というより、これも子供じみて見える彼女──シーラ・アランスは、迎むかえに出ていた教会連合評議会執しつ政せい官かんの挨あい拶さつを受けていた。おそらく彼女の母国──パリスから派は遣けんされた執政官だろう。ヴァリアにある連合評議会本部には一〇ヶ国から三人ずつの執政官が派遣されている。魔ま王おうを斃たおした英雄が母国パリスから現れ、おまけにその英雄自らがヴァリアに訪おとずれたのだから、執政官の浮かべている感かん極きわまった表情も無理はない。

　残り二人はシーラにつき従ってきた機士だろう。一方は牛のような体格と顔をした男で、周りをきょろきょろしたり、執政官に必要以上にお辞じ儀ぎをしたりと落ち着きがない。もうひとり、これは教区飛行場で写真を飾かざられていたからユアンには見覚えがあった。ヴァリア本部でじきじきに操縦訓練を積んだという、ミリアムが現れるまでは天才の名をほしいままにしていた若きパイロット──ティギー・ナイツだ。こちらは牛よりも露ろ骨こつに好奇心を剝むき出しにしていて、執政官への挨拶もそこそこに広場を勝手にうろつきまわっている。

「英雄とはいえ、さすがに神話で語られてるような、徳のある聖人のごとき方々を想像していたわけではないが」ユアンは多少の皮肉もこめて言った。「やはり実際に目にするとそこらの機士とあまり変わらんな。教会も英雄のイメージづくりに苦労してるだろうさ」

「そうかなあ。ぼく、素す敵てきだと思うよ。じかにお会いできるなんて夢みたいだ。いっぱい聞きたい話もあるし。ああ、それにぼくたち、劇的に紹しよう介かいさせてもらえるといいなあ。ひょっとして、後々の語り草になる出会いかもしれないんだよ」

　ミリアムの見た目どおりに子供じみたその言い草に、なぜかユアンは少し腹を立てた。意地の悪い気持ちが胸の奥でもたげてくる。

「何を期待してるかは知らんがな、少年。英雄的活かつ躍やくなど、同じ人間が生しよう涯がいでそうそう何度もできるものでもないさ。あのお嬢じようさまは教会にとって、非常に使い出のある、都合のいいパイロットのひとりでしかない。ぼろぼろになるまでこき使われて、死んだら古びた雑ぞう巾きんのようにポイ捨てだ。おれたちはその、言わば死出の旅へのお供を仰おおせつかっただけに過ぎん。英雄を一日でも長生きさせるため、いざとなれば盾たてになって身を投げ出さなきゃならんし、もし命令あらば、まったく逆に英雄の命をも狙ねらわねばならなくなる立場だ。わかっているのか？」

　改めて口にするほど無ぶ粋すいなこともないが、ユアンはしかし、子供と泣き虫の女という取り合わせに不安を抱いだいていたので、あえて直接的な言葉を選んで言ってみた。

　が、子供も女も、英雄が聖堂に歩いていく姿に夢中になっている。初対面だろうに気の合うことだ。ユアンに答えたのはこともあろうにベビーフェイスだけだった。

「安心しなよ、大将！」

　指を咥くわえながらくすくす笑っているのは何の真似まねだ、とユアンはさらに腹立たしい思いに駆かられた。この中年ガキめ、ひょっとしたら天然じゃなくて、自分でも子供に見られるよう努力しているんじゃないだろうな。

「あんたらは王女さまを守ることだけに気を砕くだけばいいって、こっちの大将も言ってたろう！　裏の仕事はぼくたちが受け持つのさ。だからもし王女を殺せ、って命令が出たところで、あんたらは従わなくたってぜーんぜん構わない。一応は異い端たん審しん問もん局きよく軍の看板ぶら下げてるんだからねえ。むしろ命張って、英雄を守って死んだほうが教会は嬉うれしいだろうよ」

「ほう？」ユアンはむきになりそうな自分を何とか制せい御ぎよしようとしつつも、言わずにはいられなかった。「なるほどな、貴様らと敵になる可能性もあるわけか。ぜひ一手お願いしたいところだな？　貴様は自分たちの死の可能性までもは考えていないようだが、空の上じゃなくたっておれはそうそう引けを取らんぞ」

「英雄を守りし英雄、かく語りき！」くすくす笑いをやめずにベビーフェイスはテーブルをどんどん叩たたいた。「しっかり頑がん張ばんな。ひょっとしたら、あとでシーラの英雄伝記がつくられるとき、あんたの名前も載のるかもしれないからね。二回も神を裏切った不ふ名めい誉よな名前じゃなくって、王女を立派に守って殉じゆん教きようした聖機士としてさ！」

　ユアンがそのとき跳とびかからずに済んだのは、部屋に近づいてくる足音と気配に気づいたからだ。ドアが開くと、黒い僧そう衣いを着た男が顔を見せた。

「デスタン閣下がお呼びだ。ユアン機士、ミリアム機士、ネリス機士。礼拝堂へ」

「やれやれ、やっとか！」ミリアムが伸のびをした。「ねえねえ、礼拝堂の鐘かねを伝って、回かい廊ろうから下まで飛び降りていい？　かっこよく登場したいんだけど」

「次の機会にしましょう、ミリアム。最初から恥はずかしいところなんて見せられないわ」

　二人が表情を輝かがやかせている傍かたわら、ユアンは隻せき眼がんでベビーフェイスをにらみつけていたが、

「いくぞ、待たせても失礼だ」

　幅はば広ひろの肩かたをそびやかして、一番に部屋から出る足取りとなった。

「わあ、もうリーダー決定してたの？　いつの間に？」

「そ、それでは」

　はしゃいだ声をあげるミリアムと、怖こわそうに、しかし一応は礼れい儀ぎとして部屋に残った三人に一礼するネリス。やがて彼らが去っていくと、さしもの屋根裏部屋も少しは広々と感じられるようになった。

「やれやれ」ベビーフェイスは肩をすくめた。「あれで大だい丈じよう夫ぶなのかな？　見み栄ばえはするだろうけど、肝かん心じんなときに役立たずじゃ仕様がないよ」

「腕うで前まえはいいらしい。せいぜい空飛ぶ魔法使いどもを撃うち落としてもらうさ。相手の死に顔も見られない戦いなど、何が楽しいのかおれにはさっぱりだが」

　スカーフェイスがぺろりとナイフの切っ先を舐なめた。と、ベビーフェイスがなぜか急にもじもじしはじめる。

「あのう、いっしょにされると困るから言っておくけれど、ぼくは別に殺すのが大好きってわけじゃないよ。ただね、神さまからの啓けい示じだから、仕方なく、ね。ママもそうおっしゃっているんだ。ね？　だから、いざというとき、自分といっしょのことをやれるだなんて期待しないでおくれよ」

「好きにするさ」念を押してくるベビーフェイスに、関心なげな様子で修しゆ行ぎよう僧そうのごとき男は頷うなずいた。それから口調を改めて、

「あの三人が呼ばれたということは、英えい雄ゆうもデスタンさまと会われている頃ころですな。顔を見せずともよろしいので？」

「……皮肉のつもりかな。呪のろわれし御み子こよ」

　地面に開いた穴から這はい昇のぼってきそうな声で答えたのはホークアイ。極きよく端たんに窪くぼんだ目の辺りから、鬼おに火びにも似た眼光がちらちらと輝いて見える。

「まさか。自分が自分と出会うというのはどういう心持ちがするものか、気にかかるところでして。おれも自分がもうひとりいれば、と考えなくもないですよ。それぞれ違ちがう殺し方を極きわめてから、お互たがいを争わせるというのも面おも白しろそうだ」

「マッド野や郎ろう」こっそりベビーフェースが口の中でつぶやいた。「おお、いやだ。理想のママに出会えたら、まずこいつと縁えんを切ることを考えなくちゃ。いい子は友達の選び方にも精通してるものなんだ」

　ホークアイは僧そう服ふくの襟えりを手でピンと立てながら席を立った。

「頼たのもしいことだな、神のいとし子たち。その不ふ遜そんで、傲ごう慢まんで、しかし何よりも己おのれに宿った呪われし力の使いどころを知っているそなたたちだからこそ選ばれたのだ。出発の準備をするがいい。いま頃ごろ、シーラ王女はデスタン長官に攻こう撃げき地点を教えられているところだ。そなたたちも無論、ついていくこととなる」

「ほほう。今回は、顔合わせだけだと思っておりましたが」

「寸前に新たなアジトの情報が飛びこんできたのでな。それも、『英雄』シーラ・アランスには実にふさわしい相手が潜ひそむアジトだ。あのミリアム機士の言い草ではないが、せいぜい劇的にやっていただけるとありがたい」

「それで？」スカーフェイスの目がそのときはじめて見開かれた。白はく濁だくとしたその細い双そう眸ぼうには瞳ひとみらしいものがどこにも見当たらない。「我々は何をすればよろしいので？」

「正直に言えよ、マッド野郎。我が慢まんはよくない。誰だれを殺せばいいんだ、って訊ききたいんだろう！」

　ベビーフェイスは心底嫌いやそうな顔で手を振ふった。気の短い人間なら、彼の言葉を挟はさんでくるタイミングが嫌だという理由で首を絞しめかねないところだ。が、ホークアイは気にしたふうもなく、二本の指を顔の前に立てると、

「まずひとり、カルマ・ウェイン」

　一本をすかさず折り畳たたんだ。〈反乱の旗手〉の名を聞いたスカーフェイスの口もとがそのときわずかにほころんだ。

「そしてもうひとり……」

　とある女性の名前を囁ささやき、二本目を折り畳んだホークアイは、拳こぶしとなったその右手を二人のほうへと突つき出した。

「わたし自身も出向くが、今回は実験の意味合いも強い。直接敵のアジトに侵しん入にゆうする役目はそなたらに任せよう。存分に力を振るうがいい。殺しを楽しんでも構わんが、標的だけは絶対に逃のがすな」

「だから、いっしょにしてくれるなって言うのに」ベビーフェイスがぼやくと、

「ひとつ訊いてよろしいか？」スカーフェイスがナイフを顔の前に掲かかげた。

　ホークアイは無言のままだ。ナイフに反射するスカーフェイスの笑えみが、一段と深くなる。

「なぜ、標的の喉のどもとに刃やいばを突きつけておきながら、それを使わないのでしょう？」

「実験だと言ったろう」

　すかさず答えるホークアイ。それですべて終わりだ、と言いたげな口調だったが、スカーフェイスはなぜかここにきて、何もかもに対して無関心さをよそおっていた態度を一気に取り払はらっていた。

「そうですか？　本当に？」

「……何が言いたい？」

「あなたはご自分を許せないんでしょう。いまやっていることだけじゃ、とても呪われしその身を清められないと思いこんでいらっしゃる。清められることなど一生ないのに！　おかわいそうなお方だ。そうやって自分に責め苦をずっと与あたえていないと不安でたまらないのだ。自分自身が崩くずれ落ちてしまいそうで怖こわいのだ。この世での任務を終えたとき、神の前に立つ我が身を思うと、もっともっと苦しんでいたくてたまらないのだ。だから我々を選んだ。惨みじめったらしく、屈くつ辱じよく的に、そしてもっとも苦しいやり方で殺してほしいから！　実験ですって？　おれたちの真似まねをするのはおよしなさい、長官。あなたはご自分に宿った力を使うのなんかこれっぽっちも楽しんでいないし、それで何を、あるいはどこまでできるのかなんてまるで興味がないんでしょう。もったいない話ですよ。あなたの力はおそらく伝説の魔ま王おうに匹ひつ敵てきするかもしれないというのに。どうしてその力を呪われたなどとお考えになられる？　むしろ、神が奇き跡せきの力として特別に授さずけてくださったものと思えばよろしいのに。あなたがそのふざけた自己満足のために自分に鞭むちを振るうのをおやめになって、本気で力を使う気になりさえすれば、反乱軍だろうがテロリストだろうが一いち網もう打だ尽じんに……」

　スカーフェイスは言葉を止めた。いや、止められたのだ。熱っぽい光さえ帯びかけていた瞳のない目がくわっと広がり、両手で首を押さえる。ぽかんとした顔で彼を見守っていたベビーフェイスは「うわっ」と叫さけんであとずさった。

　突き出されたままになっていたホークアイの拳から、何かが放たれていたのだ。目に見えるものではなかった。しかしそれは確実に、あたかも水面に広がる波は紋もんのように空気を伝わって、その触ふれた先──スカーフェイスの喉もとでロープ状に変じるや、あからさまな殺意を込めて喰くいこんでいったのだ。息もできず、無論声も出せず、スカーフェイスはしかし決して暴れようとせず、ただよろよろと手を首もと近くでさまよわせながら、静かに苦しんでいた。

「何を言っても構わん、同志よ。たとえわたしをどれだけ侮ぶ辱じよくしようと、おまえたち相手ならば許してやる。同じ業ごうを背負いし身なればこそだ」

　ホークアイは、まるで経文を唱えるがごとき厳おごそかな表情で言った。が、次の瞬しゆん間かん、神前に仕えるにふさわしい雰ふん囲い気きは消し飛んで、代わりに人間としての生の感情──原始的な、激しい何かが双眸に炎ほのおとなって揺ゆらめいた。

「だが、二度と口にするな。呪のろいの業火に身を焼いている自分を意識せねば、その心も魔に吞のまれるぞ。奇跡だと？　あの魔法使いどもの振るう、忌いまわしき力が神の与えてくださった力だと？　神を侮辱するのだけは許さん。もう一度同じことを言おうものなら、生きながら地じ獄ごくの苦痛を与えつづけてやるぞ」

　スカーフェイスの顔はいまや紫むらさき色いろに染まり、口からは白い泡あわさえこぼれはじめていた。無言で死を迎むかえんとする男相手に、ホークアイ自身もまた苦しげな声で囁いた。

「我らは生ある限りこの呪いからは逃のがれられん。なればこそ、我らは苦行を常に課していかねばならぬのだ。余計なことは考えずともよい。ただ一秒でも命がつづく限り、魔を滅めつすことにのみ心血を注ぐがいい──」
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　どうあれ、長いこと弟で子しを怒おこってばかりもいられないのがガイツの立場だった。

　いくらそいつがとんでもない大失態を犯おかしたとしても、いまの彼にはその不ふ肖しようの弟子こそが何より必要であるがゆえ、単純に破門にすることもできず、ガイツは不承不承、自分のほうからアウルとコミュニケーションを再開しなければならなかったのだ。

「とにもかくにも、レリーフを見つけるしか他ほかない。幸か不幸か、この森に入ろうなどと考える人間はほとんどおらん。誰だれかに見つけられ、強ごう奪だつされる危険性はなかろう。ここの偵てい察さつ部隊が見つける恐おそれもあるが、彼らに真実の使い道などわからんだろうし、魔王のエンブレムが入っているものだから、珍めずらしがってカルマに献けん上じようする可能性も高い。そうなればいろいろ理由をつけて奪うばい返すこともできるだろうが、いつ訪おとずれるやもしれん幸運をじっと待っていることほど、間の抜ぬけた時間の使い道もない。……アウル、明日、皆みなが寝ね静しずまった頃ころにここに来い。二人して森へ捜そう索さくに出るのじゃ。嫌いやとは言わせんぞ。もはやそれしか方法がないのじゃ。しらみつぶしに当たってでも、たとえ化け物に襲おそわれようとも、必ずや見つけ出さねばならぬ！」

　鼻息の荒あらいそんなガイツに抗こう弁べんできるはずもないのが、いまのアウルの立場だった。

　いくらほとんどそんなことが不可能に近いと思っていたとしても、さすがに自分の失態の重さくらいは理解していたので、アウルは不承不承、頷うなずかざるを得なかったのだ。

　ちなみにこことは地下に広がる玉座の間だ。当然、アウル以外にはその存在を秘密にせねばならないガイツだから、あまり足しげく通うこともできず、最近はもっぱら陽ひの落ちたあとの数時間のみを研究に費ついやしている。

「城の中に、どうにも不可解なことがあるのじゃ。ローラナの機能が目覚めん限りそれも調べられん」ガイツはぶつぶつと小声で言う。「この城そのものの増ぞう幅ふく器きはノールほど多くはない。旧式だから当然だろうと思っていたが、それにしては、外からの魔ま力りよくを受け取る装置がやたらと多い。ノールにあった魔王城のおよそ一〇倍は軽く力を受け取ることができるだろう。だが、なぜだ？」

　ガイツは考えに夢中になりはじめると、その場にいる人間を意識からあっさり遠ざけてしまう傾けい向こうがある。いまも、呼びつけたアウルをほとんど無視して彼はひとりでしゃべっていた。

「わしもいろいろ〈意識の手〉を森中に伸のばして探さぐってみたが、少なくともこの森には増幅器などあってもひとつか二つだろう。それすらも危あやういほどの手ごたえしか感じられなんだ。外からの魔力など、では増幅器以外に何がある？　ひょっとして、その当時はまだ増幅器自体のシステムが未熟なため、共鳴反応だけでは強い力を練り上げられなかったのかもしれぬ。だから、外から数千人規模の魔法使いから魔力を届けさせていたのではないか？……それで魔法の盾たてを発生させていた、とも考えられる。いやしかし、それではあまりに効率が悪い。毎日そんなことをしていればあっという間にその場の精せい霊れいたちは疲ひ弊へいしきってしまう。大地は腐くさり、風は濁にごり、水は涸かれ、火も消えてしまうことだろう。エウリュアレは何を考えてこの城にこれほどの魔力キャパシティを詰つめこんだのだ？」

　エウリュアレとは、魔王に仕えていた長老クラスの魔法使いの名前らしい。ガイツと同じく魔法や精霊に関する研究を好み、伝説のひとつによれば、半人半魔の存在である「魔将」を生み出したのも彼だと言われている。ザベルやリュカールなど、魔王に下った獣けものたちに人間に近い──言い換かえるなら、人間と〈手〉を通じて交感できる──知性を与あたえたのだと。精霊増幅器の開発にも携たずさわったとされており、晩年、彼は自らがつくり上げたこの城にこもって研究に明け暮れた。数千、数万の化け物をこの城で産み落としたという逸いつ話わが残されており、ガイツ曰いわく、「おそらく最強の魔将をつくり上げようとしていたのではないか」ということだった。だから、森に残された伝説の多くは魔王統治時代にはそのほとんどが真実だったともいえる。

「が、さすがに五〇〇年以上を経たいま、魔将の生き残りがいるとも思えん。何より、ただのひとりでも生きておれば、確実に噂うわさになる。いま以上に、という意味じゃぞ。森に何かがいるらしいだの、誰かが襲われたらしいだの、そんな不確かな噂で終わるはずがなかろうが」

　だからアウルが見たというのも幻げん覚かくだろう、と言いたいのだ。アウルは口論になるのを避さけて、そこは頷いておいた。

「よいか、明日じゃぞ。ひと晩で無理なら次の夜も探たん索さくを行う。徹てつ夜やつづきくらいは覚かく悟ごしておけ。このままではおまえもわしも、カルマの手下で終わってしまうわい。煮にえたぎる湯を毎日飲まされているような屈くつ辱じよくに耐たえているのはおまえだけではないのだからな！」

　アウル自身は屈辱に耐えているという意識はないのだが、何しろばつが悪いのでこれも頷く。ガイツは傍はた目めにもとにかく忙いそがしそうだったからだ。陽ひが落ちれば研究に没ぼつ頭とうしていると先ほど述べたが、陽が出ている間も彼は休む暇ひまがないくらい反乱軍の仕事に追われていた。

　なまじ豊富な知識と経験を最初にうそぶいてしまったものだから、あらゆる分野で相談を受ける羽目になったのだ。精霊の上手なわけ合い方、魔道具に術者の自我を埋うめこむ際の効率のよい手順、籠ろう城じよう戦せんとなった際の戦い方、城のどこにどんな魔法が得意な術者を配置しておくべきか──などなど、ガイツの知ち恵え袋ぶくろはあらゆるジャンルで活かつ躍やくした。だからなおさら頼たよられることになるのだし、いまやカルマ・ウェインもすっかり彼の知識に感じ入っており、「何かわからぬことがあれば、わたしよりガイツ老師を頼れ」と吹ふい聴ちようしているくらいだ。

　こういうとき、器用に手が抜けないのがいかにもガイツらしかった。自分の知識を披ひ露ろうしたり、頼られたりするのが嬉うれしくてたまらないのだ。

「わたしのガイツさまだったのに、いまやみんなのガイツさまになってしまわれたわ」

　とひとり、なぜか寂さびしそうなのがユーリアだった。頰ほお杖づえをついてため息をつく彼女を見ていると、やはり二人の間には何かあったのではないか、と勘かんぐってしまう。とはいえ、八〇を超こえた老人と、二〇代半ばほどの（年ねん齢れいを訊きこうとしたら、反乱軍に参加した経けい緯いを訊こうとしたときよりもずっとわかりやすく怒おこられた）女性の間にどんな関係が芽生えるものやら、アウルには想像もつかない。

　アウル自身、昼日中は労働に奔ほん走そうしていた。カルマに「出ていきなさい」と言われてから三日ほど経たつ。しかし城に居残らざるを得ない彼だから、せめて周りの役には立ちたいと考えて前以上に労働に精を出した。何度かカルマともすれ違ちがう機会があったが、あえてカルマのほうから声をかけてくることはなかったし、改めて「出ていけ」と念を押されることもなかった。

　無論、だからといって安心していられるわけではない。いまだ、アウルは答えを出せていないのだ。たとえレリーフを見つけて「魔王」になったところで、果たして自分が何をすべきなのか。

　あまりに思考の迷い道が多いため、途と中ちゆうでいつもこんがらがって考えがまとまらないので、アウルは一回、いっそ単純にガイツの言うがままに動いたらどうなるのだろう、とシミュレートしたことがある。

　魔将たちを操あやつり、自分こそが魔王であると名乗りをあげる。

　カルマを押し退のけて城のリーダーになった彼は、ガイツのアドバイスを受けながら「魔王」の役を演じつつ、やがては魔法使い全員の頂点に立つ。

　そして、これもガイツの助言どおりに教会との戦いを行い──、

　世界を支配する？

　魔法使いの理想郷をつくる？

　そして今度は逆に教会を迫はく害がいする？

　魔法使いでないものなど人間ではないと決めつけて、魔女狩がりならぬ、「魔女でない人間」狩りを行う？

　ぼくはどうしよう。世界に興味などない。あり余るお金をもらっても仕様がない。とりあえず食べられるぶんだけあればいいし、城にずっといるのも窮きゆう屈くつだ。戦う必要がもうないなら、魔将たちにも暇を出して、あとのことはガイツに託たくし、ぼく自身はノールに帰ろうか。お祭りが待っている。ライリー家の邸てい宅たくでダンスパーティーだ。きっとダイアンは赤いドレスを身にまとっている。よく似合うから。ああ、でもあれは……ルークの誕生日のときに着ていたものだから、げんがよくないかな。

（魔王さま、踊おどりましょ？）

　手を差し伸のべてくるダイアン。ぼくはその白い、柔やわらかな手を取って。くるくる回るのだ。そう、よくはわからないが、手を握にぎったまま回ればいいらしい。そして時々手を持ち上げて？　それから？　ああ、何てことだ。ぼくは踊ったことがない！

　……馬ば鹿か馬鹿しい妄もう想そうだった。

　何だか瞼まぶたが熱くなって、目の前がぼやけてくるくらい。

「ではまた明日会おう。くれぐれもこの研究所から出ていくところを他人に見られるな！　封ふう印いんは完全に解いてないとはいえ、わしも頻ひん繁ぱんに出入りしているゆえだいぶ弱くなっている。何せ城にいる大半の人間は魔法使いだからな。気づかれぬとも限らん」

　ガイツの声を背に、アウルは階段を上って、一見、普ふ通つうの壁かべに見えるところを慎しん重ちようにすり抜ぬけていった。簡単に出入りできるようにも思えるが、しかしガイツの魔法があればこそであって、アウルひとりだけなら、他ほかの壁と通れる壁の区別もつかないだろう。

　壁を抜けると、地下牢ろうにあたると思われる場所の近くに出る。いまは雑多に物が積み上げられていて、狭せま苦くるしい倉庫同然になっていた。

　ふたたび階段を上ったアウルは、ふと、通路の向こうから歩いてくるカルマの姿を見つけた。数人の大人を引き連れ、何やら会話している。何となく顔を伏ふせようとしたそのとき、Ｔ字路になった通路のまた別の方向から、今度はサラが歩いてくるのが見えた。こちらはひとりだ。

　ウェイン親子が通路の真ん中でばったり鉢はち合あわせする。

「ご機き嫌げんよう」

　いったん足を止め、そう声をかけたのはサラだ。が、カルマは片手を挙げたきりでそのまま通り過ぎていく。

　アウルは二人に再会したとき、頭の片かた隅すみで感じた違い和わ感を思い出していた。そう、この二人の態度だ。五年前は傍はた目めにも仲のよい親子だった。いまも別段険悪な雰ふん囲い気きを漂ただよわせているわけではない。むしろ周りの評判は相変わらず「どこにいくにもいっしょの仲なか睦むつまじい父娘おやこ」だ。が、アウルにすればどこかよそよそしい感じがする。いまのような光景をアウルは何回か目にしていた。普通の親子でもほとんど口を利きかないものがいるらしい、というのはノールで、クラスメートの愚ぐ痴ちを耳にしたとき学んだことだ。アウルにはわからないことだった。サラもカルマもそういう関係になったのだろうか。クラスメートだってそれを別段気に病やんだ様子もなかったし、案外、親子とはそういったものなのかもしれない。

　が、ふとアウルはサラが立ち止まったままになっているのに気づいた。見つめるその先に、もうカルマの背中はない。奇き妙みようにぽつんとしたその姿。

「サラ」

　ほとんど何も考えずに声をかけると、振ふり向いたサラ・ウェインは驚おどろいた表情を浮うかべていた。ここ数年、サラに対して抱いだいていたイメージが五年前で固定していたため、彼女を見るたびにアウルはイメージとのギャップに驚き、困こん惑わくさせられてきたのだが、さすがにこの三日で少しは慣れていた。とはいえ、再会した日以来、彼女とじかに会うことなどほとんどなかったのだが。

「アウル……」サラは落ち着かなさそうに辺りを見み渡わたした。「いたの？」

「ちょっと通りかかって。サラは？」

「ミーティングの帰りよ。わたしだって忙いそがしいの」

　髪かみを肩かた先さきで払はらう仕草をした彼女は、どこかアウルに遠ざかってほしそうに見えた。そう感じると、アウルも言葉を継つぐことができなくなる。何かしゃべろうと焦あせるほど、空回りしそうな予感にとらわれて口が開かなくなった。カルマが去った方向から別の大人たちが歩いてくる。沈ちん黙もくがつづいていると不自然に見えそうだったので、

「そう、呼び止めてごめん。……じゃあ、サラ、お休み」

　何とか明るい声を取り繕つくろってそう言うことができた。が、

「お姉さまとお呼びなさい」

「え？」

「サラでは駄だ目めよ。ここではね」

　最初、何を言われているかわからなかったアウルだが、すぐにトッドの言葉を思い出した。と同時に大広間での宴えん会かいのことも脳のう裏りに浮かび上がってきて、腹立たしくなってくる。何だというのだろう？　五年ってそんなに長い時間だろうか。ぼくもそりゃ、いろいろありすぎて五年前の自分といまの自分がまったく同じだというつもりはない。それでも五年前の誰だれかとの関係を懐なつかしがったり、それが壊こわれていないか不安に思ったり、いろいろ考えてしまうのは当たり前のことだ。しかしサラはそうではないらしい。アウルはへの字に曲げた口を今度ははっきりと動かして、

「そう。失礼いたしました、お姉さま。お休みなさいませ」

　早口に言うと、一礼してサラの傍かたわらを通り過ぎた。それで満足なんだろう、と思ったアウルだったが、すぐにその肩かたを強い力でぐいと引き戻もどされた。

　サラの怒おこった眼まな差ざしがすぐ目の前にあった。サラのほうが小こ柄がらなアウルよりももっと背が低いので、にらみ上げてくるような格好だ。が、何も言おうとはしない。アウルが目で問いかけていると、大人たちはそのまま二人の側そばを歩いていった。まるでそれを待っていたかのように、

「何だっていうの、アウル？」

「何がさ」

　こっちの台詞せりふだ、とアウルは思った。本当に、何だっていうんだ。サラはしかしそれ以上口を開こうとせず、どこか迷ったふうに視線をあちこちに飛ばしていたが、

「明日、森にいくのよ」

　いきなり違ちがうことを言った。「え？」とアウル。険悪そうな声が出たのは自分でも意外だったが、サラはもっと意外そうに眉まゆを跳はね上げ、

「森にいくの！　朝早くよ。あなたの仕事は別の人に頼たのんでおいてあげるから、アウルもついてらっしゃい！」

　これも早口に叩たたきつけた直後、肩を摑つかんでいた手を払うように引き、髪が翻ひるがえるほどの勢いで背を向けると、あとはもう一回も振り向きもせずに歩いていった。歩ほ幅はばといい、肩をそびやかした歩き方といい、その後ろ姿はあからさまなまでに怒っている。何度も見覚えがあった。そんなことで五年前といまをつなげてもらっても、しかしアウルには納なつ得とくなどできない。

「何だよ！」

　聞こえよがしに言ったつもりだったが、しかし小さな声しか出なかった。ほとんど業ごうのようなものだろう。それでいっそう腹が立って、アウルもサラみたいに怒った足取りで部屋に戻った。

「森に？……」

　ふと疑問が湧わいたのは、ごろりとベッドの上に横になってからだ。




　翌朝。

　アウルははっとする思いで目を覚ました。寝ね起おきの悪いほうではないが、その日は特別に目覚めが素す早ばやく、あわてて起き上がったときにはとっさに後頭部を手でかばっていた。

　そんな昔の習慣が目覚めたわけに気づいて、アウルは半ば悄しよう然ぜんとしながら身み支じ度たくを済ませた。

「お姉さんとお出かけだって？」トッドが欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら片目をつぶった。「お気の毒さま！」

「お姉さんにそう伝えておくよ」

「わあ、待った、アウル。意味を履はき違えてるんじゃないかな。ぼくがお気の毒って意味だよ。お姉さんと二人きりで出かけられるなんて、とてもうらやましい──」

　仲よくなれば、トッドも生き真ま面じ目め一本やりの人間でないらしいことはよくわかった。何より、同年代の人から嘲あざけりを含ふくんだ眼差しで見つめられることに慣れていたアウルにとって、彼との会話は純じゆん粋すいに楽しかった。が、さすがに「二人きり」はないだろう、とアウルは思っていた。ひょっとして、トッドもあの小さな女王さまにご同行をおおせつかるんじゃないかと考えていたから、一階のホールに降りたとき、ローブを身に着けたサラが、

「さあ、いくわよ」

　とさっさと歩き出したときにはびっくりした。「先に待たせるなんて」とぶつぶつ言っていて、早くもちょっと不ふ機き嫌げんだったから、声をかけるのははばかられたのだが、

「サラ──」

「わたし、昨日何と言いましたかしら」

「お姉さん！　ぼくたち二人でいかれるおつもりですか？」

「そうよ。契けい約やくにそんな人手なんか要いらないでしょ。あなたは、わたしが契約をしている間、見張りの役をやればいいの。それともひとりじゃ見張りもろくにできない？　だったら考え直すわ。そうね、三人でいきましょう」

　くるりと踵きびすを返したサラは、思わず立ち止まったアウルに肩かた掛かけのポシェットを差し出した。荷物持ちでもさせるつもりか、と鼻白んだ彼の前でサラがポシェットを開ける。

　中から窮きゆう屈くつそうに飛び出してきたものを見て、驚おどろいたアウルは一歩跳とび下がった。つぶらなルビー色の瞳ひとみがこちらを見上げてくる。

「どお？」サラはどこか得意げに胸を張った。「あなたなんかより、よっぽど役に立ちそうに思えなくて？　何をしゃべってるんだか時々わからなくなる誰だれかさんよりはね。いつだって彼はにゃあ、と鳴くもの」

　ゼナは女の子だよ、と言いたくなる気持ちをアウルは抑おさえた。メルから預かってきたらしい。

　正門から朝の穏おだやかな光が射さしこんでくる。暑さは今日も厳しくなるだろう。が、何より──別の意味で今日一日が厳しくなりそうなのは間違いなかった。




　そういえば、とアウルは思い出した。昔、サラは猫ねこの使い魔まが欲しいとか言っていたっけ。いま思えば、「使い魔」というのも「魔将」と同じようなものなのだろう。そんなことを言えば魔将たちが怒いかり狂くるう様が思い浮うかぶようだが、おそらく〈手〉を交かわし合って乗り移ったり、五感を共有するという意味ではほとんど同じなのではないだろうか。魔将の場合はエウリュアレが与あたえたという知性があるし、そもそも自分自身も魔力を有している点が大きく異なるのだが、黒猫のゼナを──サラからすれば、メルの名づけた「アフィー」なのだが──ポシェットに入れて、頭だけちょこんと出させた状態にさせながら、何かと声をかけたがるサラを見ていると、自分と魔将たちとの関係もああいうふうになればいいのに、と思わずにはいられなかった。かわいいペットとそのご主人さま。ザベルも昨日の食べ残しを皿に盛って差し出されるだけで満足してくれたらいい。復ふく讐しゆうなんかナンセンスだ、やっぱり。

「何でアフィーはあなたに懐なついてるのかしら」

　サラの怒いかりの原因はきっと世界中の至るところにあるに違ちがいない、とアウルは考えた。花がきれいに咲さいていたって、「何て生意気な色をしてるの」と怒るんだろう。ゼナがやたらとアウルのほうを見たり、そっちに跳びつきたがっているのがサラには気に喰くわないのだ。

「さあ。あまりお世話した覚えもないですが」

　アウルは暑くなりはじめた森の小こ路みちを歩くのに少々疲つかれていたので、あまりつんつんした会話をつづけたくなかった。サラはぎろっと目を剝むくと、もっと足早になって歩きはじめる。昔からそうだったが、アウルより小さな身体からだのどこにそんなエネルギーがあるのかと首をひねりたくなるほど、サラはいつも元気があり余っている。

　アウルは気づかれないよう、そっとため息をついて、「お姉さん」のあとを追った。

　エウリュアレの森は、こうして陽ひの当たる時間に歩いてみると、あの不ふ穏おんな噂うわさが噓うそのようにさわやかな場所だった。吹ふきつける風、さわさわと揺ゆれる梢こずえ、樹木や道の上を斑まだらに染める木こ洩もれ日、途と中ちゆう茂しげみの向こうに見つけた小さな泉──夜の世界で垣かい間ま見みた、あの恐きよう怖ふの光景は夢だったのではないかとアウル自身が思いたくなるほど、そこは心地のいい自然にあふれている。魔法使いなら「精せい霊れいが健すこやかに満ちている」とでもいうのだろう。

「ここがいいわ。アフィー、見張っておいてちょうだいね」

　サラは出し抜ぬけに言うと、足を止めてポシェットを外した。アフィーことゼナが中からぴょこんと飛び出してくる。

　アウルのほうは見向きもせず、サラはひときわ背の高い樹木の下、小さな崖がけのように地面がせり出してきている場所に立った。下は岩場だ。すうと息を吸いこんだかと思うと、そのまま両手で握にぎった小さめの杖つえを顔の前に掲かかげて目を閉じる。しばらく動かなくなった。

『契約』だ。

　前に述べたように、魔法使いは何度か精霊と〈手〉交わすことでその場における精霊への干かん渉しようをたやすくさせることができる。たとえばその場にはじめて訪おとずれた魔法使いよりも、より容易に、そしてより強力な魔力を引き出せるのだ。こうしてその場の精霊を自らに馴な染じませることを契約という。言い換かえるなら、いまサラはエウリュアレの森内での精霊と〈意識の手〉を通じて会話しているのだ。それが果たしてどういうものなのか、経験のないアウルには想像のしようもないのだが。

　やがて数分が経過した。アウルがそろそろ退たい屈くつして、その場に座りこもうかと思った矢先、

　ばちっ。

　目の前で稲いな光びかりが走った。泡あわを喰ったアウルが跳び上がると同時、岩場から炎ほのおが噴ふき上がり、風が渦うずを巻いて大小の石くれを巻きこみながらサラの頭上を通り抜けていく。

　そうした自然の乱れはわずか一いつ瞬しゆんのことだった。稲光も炎も風も消えた直後、目を開けたサラが「ふう」と息をつき、労働に疲れた大人みたいに首を回し、肩かたを手で揉もむ。

「とりあえず成功ね。ほら、次の場所にいくわよ、アフィー」

　サラはにゃおん、と鳴いたゼナを促うながし、それからもののついでのようにアウルのほうを見た。「来るんでしょ？　じゃなきゃ置いていくから」と言いたげだ。アウルは恭うやうやしく一礼でも送ろうかと思ったが、すんでのところでやめておいた。

　さっきの稲光や炎は、おそらくこの場の精霊たちが暴れてみせたのだろう。サラの思うがままに。つまりは一定の契けい約やくに成功したのだ。じゃあ、これで終わりかとも思ったが、

「次の場所？」

　ふとサラの言葉を聞きとがめてアウルはおうむ返しに言った。

「そうよ。森は広いでしょ」

　当たり前のようにサラは言い、またひとりで──いや、ゼナを抱かかえているので二人で──歩きはじめていた。どうやら、森の至る場所で契約を行うつもりらしい。だから朝早くから来たのか、とアウルは思った。朝食もまだだっていうのに、いったいこの森でどれくらい粘ねばるつもりなんだろう。茂しげみの向こうから、化け物たちが爪つめを光らせていなければいいのだけど……。

　それから、陽ひが高く高く昇のぼるまでの間、サラは三ケ所を選んで契約を行った。
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　泉のすぐ近く、木々が偶ぐう然ぜんに開けて自然の広間のようになっている場所、逆に木々が複雑に絡からみ合ってほとんど行き止まりになった茂み──。

　ポイントへと向かうサラの足取りに迷いはない。ある程度、魔ま王おう城周辺の森の地図を頭に叩たたきこんでいるようだ。おそらく城周辺を定期的にパトロールしている偵てい察さつ隊たいのつくった地図をもらって、あらかじめポイントを決めておいたのだろう。

　四ケ所目のポイントで契約を行う彼女を見つつ、アウルはさっき立ち寄った泉で濡ぬれた靴くつを脱ぬいで、枝に引っかけて乾かわかしておいた。そういえば、あの泉から、人魚のように跳はね上がった女性めいた人ひと影かげはなかなか優美だった。サラがたわむれに「形」を与えた水の精霊だ。「形」というのは、これもまた複雑な魔法のシステムによるもので、たとえばユーリアが時々首に巻いている精霊ヒュージも彼女が独自に形を与あたえたものだし、ダイアンをさらったテロリストが持っていた短たん剣けんには、彼が形を与えた火の精霊サラマンダーが宿っていた。

　折に触ふれてガイツが教示してくれる魔法の授業にも時折こうした話題が出てくるが、

（魔法生物でもつくる気がない限り、精霊に肉体なき形を与え、ほとんど使い魔のようにするのは、まあ、魔法使いの趣しゆ味みのようなものだ。おまえはまだ覚えんでいい）

　ということらしいので、あまり詳くわしくは教えてくれなかった。ガイツにしてみれば「若者向けのファッション」に近いものがあるらしく、どこか嫌けん悪おさえしているようだ。

　ともあれ──。

　最初は驚おどろいた自然の乱れも、もう三回経験すると珍めずらしくないので、サラが契約を行っている間、アウルは暇ひまを持て余しはじめた。今度はどれくらい時間がかかるかもわからない。最初は数分程度だったが、二ケ所目は休きゆう憩けいを挟はさみつつ一時間近くもやっていた。なぜそういう時間の差が生まれるのか、というアウルの質問に対し、サラは無視するかと思いきや、

「魔法をかけるだけなら簡単だわ。だけど、その場の精霊たちのほうに──何ていうのかしら……人にたとえると、そう、親近感みたいなものが芽生えない限り、ただ魔法をかけてもそれじゃあ契約にはならないの。人と同じで、その場における精霊たちにも個性があると考えればいいわ。さっきの精霊たちはものすごく頑がん固こだったのよ。こちらの干渉には応じるけれど、心までは許さない──といったところかしら。こっちにも根気が要いるのよ」

　すらすらとそう説明してくれた。が、あまりアウルのほうを見ようともしていなかったので、ただ単に魔法について話すのが好きなだけかもしれない。何で精霊相手には頑固者の性格を解きほぐすくらいに辛しん抱ぼう強づよく接するのに、人間相手だとこうも素っ気ないんだろう。

「何よ？　他ほかに何か訊ききたいことでもあるの」

　たまにまっすぐ見つめてきたかと思えば、これだ。アウルは「別に」と首を振ふった。口調が雑だったかな、と思えば「別にありません」とつけ加えもした。そうすると当然サラも怒おこってまた口を利きかなくなる。

　サラはぼくをまた使用人か下僕扱あつかいしたいんだろう、とアウルは思っていた。ちょうどいまの立場がそんな感じだ。反乱軍リーダーの娘むすめと、その下っ端ぱ。だけどこの五年の歳月が歯車をきしませている。お互たがいの五年が異なるために。

　だからサラはアウルが腹を立てている理由に気づきもしないのだし、もっといえば、アウルとてサラの見せる気き遣づかいにまるで気づいていなかった。そして両者、自分から雰ふん囲い気きを悪くしつつ、いま四ケ所目のポイントに立っている。

　だんだん強くなってきた陽ひ射ざしがうとましい。空腹も気になってきた。靴はあっという間に乾いたので、アウルはふたたびそれを履はいて、見るともなしに周りの風景を観察していた。

　目を閉じたサラが突つっ立っている。まだ時間はかかりそうだ。ずっとそれを待っているのも気が滅め入いる。気が滅入るといえば、森に入って時間が経たっても、夜のそれとの印象がまるで重ならず、どこにレリーフを落としたものやら見当がつかずにいた。今夜またここに来る予定なのを思い出して、アウルは憂ゆう鬱うつになった。ひとりで退屈していてもろくなことを考えそうにない。何か、できることはないだろうか……。

「そうだ」

　ふと、アウルは自分もこっそり〈手〉を伸のばしてみようかと考えた。ガリオン・ローブは用心のため持ってきてある。契けい約やくがどんなものなのか、身をもって体験するのは決して悪い思いつきじゃないはず。が……、はたとアウルは考えた。〈手〉を伸ばすといったって、いったいどこに？

　アウルは辺りへ視線を配った。サラはただ目を閉じているように見える。たとえば、あの木。それから岩。ああいう物体にまず宿るんだろうか？　でも前にガイツが言っていた。魔将のようにそもそも人間に近い知性を持っているならば、そして同時に相手の要求する魔力以上のものを発揮しさえすれば、〈手〉を握にぎり合うことは可能だ。が、岩や木のように人間の知性など持ち合わせているはずもない物体相手では、〈手〉を宿らせる難しさの種類がまた異なるのだと。

　ハーバが石を浮うかすのを得意とするように、やはり魔法使いにも得手不得手がある。アウルは初心者過ぎて、自分に何が得意で何が不得意なのかの判断もつかなかった。なら、やってみようか？──少し息を弾はずませながらアウルはそう思った。やってみなけりゃ何もわからない。ひょっとしたらサラ以上に上手うまいかも。そうしたら、サラも使用人扱いをやめるかもしれないし、カルマだって無下に「出ていけ」と言わずに、むしろ頼たよりにしてくれるかもしれない……。

　自分自身の思いつきを一〇〇パーセント信じたわけでもないが、アウルは少しはいい気晴らしにもなると思い、ローブを首もとにかけた。目を閉じ、サラがやっているように〈意識の手〉を心の中で練り上げる。

　肉体から解き放たれたもうひとりの自分。まずは森の周辺に軽く伸ばしてみてから、近くにある木へ意識を集中させる。

　さあ……。

　アウルはやや緊きん張ちようしつつ、その木にゆっくりと〈手〉を重ねてみようとした。はじめてのことだったから、どこか引きつるような痛みを首の後ろに感じたときも、緊張のせいだと思った。

　が──、瞬しゆん間かん、アウルの〈手〉は何者かに摑つかまれていた。

「!?」

〈手〉を包みこむ、濡ぬれたような、そしてねばねばとした薄うす気き味みの悪い感かん触しよく。アウルは覚えていた。しかし前回と異なり、相手は〈手〉を摑むだけに飽あき足らず、さらなる行こう為いに挑いどもうとしている。

　濡れた感触はそのままアウルの〈手〉を伝い、さらに奥へ奥へと進んでくる。その行き着く先を悟さとってアウルは愕がく然ぜんとなった。

　──ぼくだ！

　──ぼくまで、摑まれる！

　アウルは〈手〉を振りほどこうとした。だが、前回同様、粘ねばり気のある糸に絡からまれたようになっていてまるで身動き取れない。そうしている間にも相手の〈手〉はアウル本人への侵しん入にゆうを進めつつある。

〝やめろ！〟

　アウルは重ねた〈手〉の相手に声を送った。無む駄だだった。ぞろりと蠢うごめいたその冷たく、鳥とり肌はだの立つような感触がアウルの脳のひだを搔かき分けるかのようにしながら、潜りこんでくる。アウルは悲鳴をあげた。どちらの声も出なかった。〈手〉を送られるとはこうしたものか、と思った。魔ま将しようたちの気持ちがわかった気がした。

　──助けて……。

　アウルは自由にならない身体からだを酷こく使しして、必死に周囲に助けを求めようとした。ともすれば暗くら闇やみに吞のまれそうになる視界の隅すみに、かろうじてサラの姿が見えた。まだ目を閉じ、契約を続行している。何とか声を出そうとした。喉のどが震ふるえた。ようやくのことで生み落とされた言葉はしかし、唇くちびるから解き放たれるには永えい劫ごうの時間が必要なように思えた。

　絶望に駆かられそうになったそのとき、向こうから走ってくる黒い物体が見えた。ゼナだ！　白い牙きばを剝むいてこちらに跳とびかかってこようとしている。アウルは彼女にも〈手〉を伸ばしかけようとして──。

　不意に、世界が白っぽい霧きりに閉ざされた。

　ゼナが立ち止まる。威い嚇かくの表情を引っこめ、しかしどこか不ふ審しんそうにアウルを見上げていた。アウルはそんなゼナをぼんやりと見下ろしている。やがて上体を屈かがめ、両手を伸ばした。ゼナは何となく慎しん重ちようそうに、しかし意を決したふうにその腕うでの中へとぴょんと跳びこむ。

　アウルはゼナを抱だき止めると、そのまま歩き出していた。サラの姿がアウルの肩かた越ごしに小さくなっていく。下生えを踏ふみ越こえていく彼の姿もまた、サラの立っている位置からは見えなくなった。

　ちちち、と鳴き声がした。密集した木々の枝が屋根のように頭上を覆おおう中、ぽっかりと開いた狭せまい空を小鳥たちがよぎっていく。

　それから十数分。

　サラは目を開けた。額を手で拭ぬぐうと、さすがに汗あせがべったりとへばりついている。きらきらとした髪かみも汗を含ふくんで若じやつ干かん重くなっていた。彼女はしばらくじっとしていたが、やがて「よし」と小さく声をあげると、

「これでいいわ。まだまだ回り足りないところだけれど、お腹なかも空いたろうし、いったんお城に戻もどる？」

　さっきとはまた違ちがった態度でアウルのほうに振ふり向いた。唇に浮うかんだ笑えみは努力の結けつ晶しようだ。

　だからそこに誰だれもいないとわかったとき──さらに、近くをうろつき回っても誰の姿も発見できなかったとき、サラは常にない怒いかりに双そう眸ぼうを吊つり上げた。

「何なのよ、あの馬ば鹿か！」地じ団だん駄だを踏む。「勝手に帰っちゃって！　恩知らず、馬鹿、人の気も知らないで、最低！　本当に！」

　サラは肩かたで息をしつつも、まだ怒ど鳴なり足りないように大口を開けたが、不意にため息をつくと、「馬鹿」と小さく毒づくに留とどめた。

「わたしも馬鹿ね。間ま抜ぬけなサラ・ウェイン」

　サラはポシェットの中に手を突つっこんだ。ごそごそと取り出したそれは、丸められた紙切れ。広げてそれに見入っていたサラは、

「下手くそ」

　と言った。

　視線を落としていたサラはそのとき、地面についている足あし跡あとに気づいた。小さいそれはアフィーのものだ。点々とつづいた先、アフィーの足跡は消え、代わりに人間のものが下生えの向こうへとつづいている。城への帰り道じゃなかった。

「ふうん？」サラはにんまりとした。「相変わらずの方向音おん痴ち！　前に言ったでしょう、人に落とし穴を掘ほったつもりでも、あんたって人は、自分の掘った穴に蹴けつまずいて落ちるタイプなの……」

　満面の笑みが翳かげったのは、そのとき、何か異質な音が遠くから聞こえてきたからだ。

　地面の向こうから、ではない。空の向こうから。

　サラの顔がさっと青ざめた。肌はだが粟あわ立だつ。

　それは……空を飛びながらも、決して羽ばたかず、羽毛にも鱗うろこにも覆われていない、自然に存在し得ない、してはいけない──それは。

「敵！」

　サラは叫さけんだ。青ざめた顔の中、目元だけが真っ赤に上気している。振り仰あおいだサラの真まっ青さおな瞳ひとみに、枝葉のせいで狭せま苦くるしくなった空を割っていくいくつかの影かげが映りこんだ。

　ためらってなどいられなかった。

　サラはまっすぐ駆け出していた。それは、アウルの足跡が消えたのとはまったく正反対の方向だった。




　森のとある一部分が、真っ赤な色取りを帯びはじめたとき──。

　アウルは、奇き妙みような物体の前に立ち尽つくしていた。

　そこは円形の小さな広場だった。まるで計算されたように樹木が切り拓ひらかれている。上から見下ろせば、そこだけ硬こう貨かのような形で緑が切り取られているように見えただろう。

　だが、もっと奇妙なものがそこには存在した。ひと言で言うなら石の遺い跡せきに近い。時代の重みと風格を感じさせる全長三、四メートルほどのどっしりとした石柱が数本、複雑な形に絡からみ合っている。それこそ時代の風雨にさらされて破は壊かいされたあとのように見えたし、最初から柱の傾けい斜しや角かくと、柱同士の触ふれ合う接点を考え抜ぬかれて配置されたかのようにも見える。

　ただ確かなのは、それには入り口があることだった。

　ちょうど人ひとり入れるくらいの空間が、石柱の合間に覗のぞいている。太陽の光を浴びて熱を帯びたようにさえ見える石面に比べ、それはまるで別次元へのゲートのように暗く、そして冷たく見えた。

　アウルはいったん立ち止まっていたが、すぐにまた歩みを再開した。地面に倒たおれている石柱の一本を踏み越えて、暗くら闇やみの入り口へと身を潜もぐりこませていく。足取りに迷いはなかった。

　ふーっ！

　彼の抱かかえているゼナの体毛が逆立っている。

　そしてアウルは──闇やみの向こうへと消えた。
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　どさりと最初のひとりが倒れ、地面を赤く濡ぬらしたとき、北の方角からタイミングよく最初の爆ばく撃げきが行われた。

「ベビーフェイス、そちらだ」

「もう！」

　逃にげかけていた偵てい察さつ隊たいのひとりは、突とつ然ぜん目の前に現れた太っちょに愕がく然ぜんとなった。さっきまではあの顔に傷のある男のずっと後ろにいたはずなのだ。が、不思議がっている間などなかった。手に提さげていた小しよう銃じゆうの引き金を反射的に引き絞しぼる。

　銃声が鳴った。と同時に太っちょは消えていた。嫌いやな臭においがした。森が燃えているのだ、と気づいたときには別の銃声が背後から聞こえ──彼はやがて何も感じなくなった。

「まったく、何も言わずに勝手に突とつ撃げきするんだから！」ベビーフェイスは拳けん銃じゆうをしまいながらぼやいた。「やり過ごせたはずだろ？　わざわざ顔をさらして殺しにいかなくてもいいようなもんだ」

「腕うでがなまっていないのか、確かく認にんしたかったのさ」

　スカーフェイスは相手の喉のどもとからナイフを抜き取り、濡れた切っ先を舌で舐なめた。「身体からだの移動はおまえのほうが速いが──」

　言い切らないうち、ナイフを抜き取ったのとは別の腕が空気に霞かすむ。背後のほうで「ぐあ」と濡れたものが潰つぶれるような声が聞こえた。木の陰かげから小銃の狙ねらいをつけていた、偵察隊最後の生き残りが仰あお向むけに倒れる。胸からナイフの柄えが生え出ていた。スカーフェイスが後ろも見ずに投とう擲てきしたものだ。

「手はおれのほうが速そうだな」

「よしてよ、腕うで比くらべ？」ベビーフェイスが幼い顔に嫌けん悪おの表情を浮うかばせる。「あんたのその濁にごった白い目に見えているのは、どうせ血のたっぷり詰つまった獲え物ものだけなんだろ。ぼくもそう見えているのかい？」

「お望みとあらばな。──はじまったぞ」

　地面に累るい々るいと横たわる屍しかばねにはもはや興味を示さず、スカーフェイスは空を仰いだ。修しゆ行ぎよう僧そうのような姿とあいまって、あたかも神域に達した哲てつ学がくに思いを馳はせるかのようでもあったが、

「火あぶりに耐たえきれなくなったネズミどもがねぐらから這はい出てくる頃ころ合あいだ。おれは城内に回る。おまえは城の外でネズミどもの中から獲物を見つけるなり、他ほかのネズミを狩かるなり、好きにするがいい」

「わあ、腕うで自じ慢まん。相手は魔ま法ほう使つかいだぜ？」

　どこかくすくす笑いを交えながらベビーフェイスが言うと、

「憂ゆう鬱うつな作業だ、まったく」スカーフェイスは表情を変えずに答えた。「お遊び程度の魔法しか扱あつかえん奴やつらが魔法使いだと大見得を切って、おれたちのような人間は呪のろわれた力の持ち主だと侮ぶ[image: 蔑]べつされる。あと何人の背教者を殺せば天国にいけると思う？」

「あんまり興味ないね。でも昔、一度神に逆らって地下の牢ろう獄ごくに落とされた聖人ラグナは、次の戦いで背教者の子供一〇人の首を狩ったから天国にいけたそうだよ。参考になったかい？」

「覚えておこう。ではな。一応はホークアイの命令だ。〈声〉の連れん絡らくを忘れぬようにな。部隊との連れん携けいも保っておけ」

「ぼくの台詞せりふだよ。殺しに夢中にならないでね。……あのね、あんまり言いたくないけど、きみのこと、ちょっと心配だよ。遊ぶのはいいんだけどさ、さすがに油断しすぎるとまた傷が増えちまうよ。いまのきみの顔、たくさん傷があるけどそれはそれできちんとバランスが取れていると思うんだ。余計なものがひとつ増えると、バランスが崩くずれてもっと醜ぶ男おとこになっちゃうんだから」

「それも覚えておこう」

　スカーフェイスはにこりともせずに頷うなずいた。「じゃ、いくね！」と声をあげた途と端たん、ベビーフェイスの姿が目の前から搔かき消える。あとに残されたのは強い陽ひ射ざしと、足元を赤く濡らした鮮せん血けつの泉、そしていがらっぽい臭いの混じりはじめた森の空気だけ。

　スカーフェイスはふたたび空を見上げた。反転しかけている爆撃機の編隊が、その白く濁った目に見えているのかどうか。迎げい撃げきに上がった飛ひ竜りゆうの群れめがけて、別の機き影えいが、さらなる上空から切りこんでくる。爆撃を護衛するための戦せん闘とう機きだ。機銃の矢を束となって降り注がせている。

「さて。はじめるか」

　そう言うと、スカーフェイスはいがらっぽい臭いの強くなるほう──いままさに爆撃を受けている魔王城めがけ、走り出していた。




「司令官！」

「おお」

　駆かけこんでくる部下たちの顔を眺ながめ、カルマは自分の顔にも煤すすがまみれていることをはじめて知った。どいつもこいつも汗あせと煤で汚よごれている。

「ご無事でしたか！」地ち竜りゆう隊長ロゲルは安あん堵どのため息をついた。「司令官のことですから、またおひとりで無茶を為なされているかと」

「そうできるものなら、あるいはな」カルマは苦々しい思いでつぶやいた。「どうなっている？」

　カルマは部下たちにでき得る限りの報告を行わせた。無論、すべての事態を把は握あくできているものなどひとりもいない。それくらい、襲しゆう撃げきは突とつ然ぜんだった。カルマ自身、自分の書しよ斎さいで調べ物をしている最さ中なか、突とつ然ぜん地じ響ひびきのようなものに襲おそわれて壁かべに頭をぶつけてしまい、半分気を失っていたのだ。こめかみに手をやるとぬらりと赤く濡ぬれていた。そして、窓からもくもくと黒い煙けむりが入ってきて──城内は、泣バンき妖シ精ーに埋うめ尽つくされたかのような悲鳴がひっきりなしに轟とどろいていた。

　城は激げき震しんに揺ゆさぶりをかけられていた。走っている間、窓から見下ろすたび、地面が水柱のように土を高く跳はね上げているのを目もく撃げきした。中には人の姿もあった。「飛竜を出せ！」とカルマは叫さけんだ。「奴らを城から引き離はなせ！」「決められた配置につけ！」──そんな命令でどこまでできるのか、自分にも確信は持てなかった。

　とにかく外に出て、「視覚」を空に飛ばさねば状じよう況きようの把握もできない。カルマはでき得る限り人々を誘ゆう導どうしつつ、城外へ出てきたのだ。

　部下たちの報告を耳にしているうち、カルマ・ウェインの脳のう裏りを怒いかりがよぎった。わたしの理想は、神の名を唱えて豚ぶたのように肥え太った貴族と司祭どもを、奴らが封ふう殺さつした原始の力──魔法でもってこんがりと焼いてやることだったが、事実はむしろ、わたしたちのほうをこそ焼き豚にしようとしている。

　あの翼つばさある悪魔ども。翼よく竜りゆうさえ飛び上がることが不可能な高高度から舞まい降りてきたあの黒い悪魔は、いまこの森を無差別に焼いている。大地をも揺るがす爆ばく音おんにつづき、噴ふき上がる炎ほのお、そして空を覆おおわんばかりに立ちこめる黒くろ煙けむり。地面は形を変えて、木は焼かれ、逃にげ惑まどう人々はあるいは空に投げ出され、あるいは火に包まれ、あるいは倒たおれてくる木に押し潰つぶされて。

　何であれが神の所業なものか。

「ヤーナの翼竜隊は全ぜん滅めつ、パウラの火ひ吹ふき竜部隊は半数にまで落とされ、残る三つの隊も半はん壊かい、サフォイたちの〝風〟支し援えんも途と絶だえた……か。奴らの地上部隊は？」

「確かく認にんされておりません」

「逃げる方向に網あみを張っているのは間ま違ちがいなかろう。仕方ない。ガン・ホーとロゲルの地竜部隊に先さき駆がけさせろ。空にも伝令を飛ばせ。まともにやり合うな、時間を稼かせぐことだけに集中しろとな。カガンの小鬼ブラウニー隊たいには爆ばく撃げき機きの攪かく乱らんだけを任せる。どの部隊にもこれだけは徹てつ底ていさせろ──手を広げすぎるな！」

「はっ」

「司令もお気をつけて！」

「なに、ここさえしのいで逃げきれば、また違う場所で旗はた揚あげできますよ！　我々の希望、カルマ・ウェインさえいればね！」

　部下たちは二本足のトカゲや馬に跨またがると、独特のステップで背中を上下させながら駆け去っていった。指令を求めてやってくるものはしかしひっきりない。カルマはそれぞれの声を耳にしながら、的確な指示を出すためにいったん目を閉じ、視線を空に飛ばした。

　すでにもう一〇度目以上だ。疲つかれのためか、一回ごとに高度が低くなり、持続できる時間も短くなってくる。いまも激しくぶれる視界が四散しそうになるのを何とか抑おさえこみつつ、木々の枝葉を突つき抜ぬけてようやく空高くへと舞い上がらせることができた。〈意識の手〉の応用で、カルマは肉体をそのままに、視線だけを空高くへ飛ばせられるのだ。

　敗北はあきらかだった。

　自軍の陣じん地ちさえまともに築けない間に奇き襲しゆうを受けたのだ。当然の結果であって、空を見る限り、むしろ戦闘という形にこじつけただけでもよくやっているというべきだろう。しかし、これほど速すみやかに攻こう撃げきを受けるとは──。

　情報が洩もれていたらしい。少数精せい鋭えいのゲリラ部隊としては末期症しよう状じようもいいところだ。──ええい！　カルマは乱れがちになる自分の心を叱しつ責せきした。いまさら考えるべきことじゃない。いまはひとりでも多くの仲間を助けねばならない。

　カルマは上空から得た情報と、そこから判断した命令とを逐ちく一いち部下たちに〈声〉として伝えた。〈手〉をいくつか伸のばして、意識した方向に自分の言葉を残すのだ。同じ方向に〈手〉を伸ばしてきた仲間全員がその言葉を受け取ることができる。いわば複数の回線を有した魔法の通信だ。

　空と地上は黒い煙けむりで覆われていた。ごごご、と何か巨きよ大だいなものが頭上二〇メートルほどの距きよ離りを横切っていく。爆撃機だ。後方から火を噴いている。調子に乗って高度を下げすぎ、小鬼ブラウニのー幻げん惑わくの罠わなにかかったか、地ち竜りゆうの爪つめを利用した対空石弓によって心臓部──エンジンといったか？──に穴を開けられたか。カルマの彫ほりの深い顔を、黒い影かげが轟ごう音おんを蹴け立たてて薙ないでいく。

「おのれ」

　カルマは呻うめく。脳のう裏りにあるのはやはり炎。屋や敷しきに放たれた火。市民たちのあげる弾だん劾がいの声。が、カルマにはわかる。裏で糸を引いていたのは間違いなく異い端たん審しん問もん局きよく長官のデスタンだ。奴やつはわたしが邪じや魔まだった。教会のヤクート派と強く結びつき、魔法使いへの理由なき圧力をかけるのをやめさせようとしていたわたしが。デスタンは秘密裏に調べていたのだ。わたしが実は魔法使いで、魔王の部下の血統であることを知ったとき、奴は小こ躍おどりしたに違いない──。

　カルマはデスタンに刃やいばを突きつけるまでは死ねないと思っていた。いまとて憎にくしみは同じだ。が、それ以前にやらねばならないことができたようだ。カルマは覚かく悟ごを決めた。

　敵からでも味方からでもなく、自分が自分へ賞賛の声を送るために。




　にゃおん！

　耳元で猫ねこの鳴き声がした。ふさふさとした体毛の感かん触しよくが顔をくすぐる。アウルはゼナを追い払はらおうとした。待って、ゼナ。眠ねむいんだ──さっきまで、ずっと歩きっぱなしだったから──。

　にゃおん！

　爪で鼻の頭を軽く引っかかれた。鋭するどい痛みがアウルの目を強ごう引いんに開けさせる。はっと起き上がったアウルは暗くら闇やみの中にいた。ゼナの瞳ひとみだけが二つ、ルビー色に燃えている。

「ここは？──」

　そうつぶやいた瞬しゆん間かん、脳の片かた隅すみにちくりとした違い和わ感かんを覚えてアウルは手で頭を押さえた。何か釣つり糸でも引っかけられたような、どこか怖こわくて、落ち着かない感覚だ。と、

〝わらわのねぐらだよ〟

　例の声が頭に鳴り響ひびいた。さっきよりもずっと強い〈手〉から発せられる意識だった。思わずゼナを抱だき寄せたアウルは、暗闇をきょろきょろと見み渡わたす。何も見えない。光ひとつないその暗闇は、夜の世界とも違う、奇き怪かいで濃のう密みつな暗がりでもってアウルの視界を閉ざしていた。

　違和感はその〈手〉がもたらしたものだった。依い然ぜん、アウルとつながっているのだ。やはり、幻げん覚かくや夢などではなかった。そいつは確かに存在する。人か獣けものか、はたまた魔か。いずれにせよ、知性を備えたそいつは間違いなく、十日ほど前、エウリュアレの森でアウルを脅おどかした存在だった。

〝何者？──〟

〝少年、それはわらわの質問じゃ。魔王などというから、面おも白しろいジョークだと思っていたのに、これを持っているとなると、あながちただの冗じよう談だんでもなさそうなのでね〟

　そのとき、暗闇に何かがぽつりと浮うき上がった。あとずさりしかけたアウルの前で回転しながら落下したそれは……。

「ローラナ!?」

　魔王のエンブレムが刻まれたレリーフだった。一瞬驚おどろいたものの、アウルは少し近づいて、足の爪つま先さきで触ふれてみる。幻まぼろしではない。

　森のいずこかに消え、ひょっとしたらふたたび目にすることはないかもしれないとまで覚悟していたそのレリーフ。いまやたやすく目の前にある。が、果たして、レリーフを奪うばい返して城に戻もどることまでがたやすいのかどうか──それは、相手の出方次第だった。

〝やはりローラナの名前をも知っているか。奇き妙みようよのう……。それは確かに魔王ガリオン陛下がおのが城の知性体として選んだ竜人族の末まつ裔えい、バァル・ローラナ。おぬしが持っていようとはな。まさか、墓泥どろ棒ぼうというわけでも──ほほう〟

　頭の奥に引っかかった釣り糸が、微び妙みような角度でぴんと張られるのを感じ取って、アウルはよろめいた。〈手〉が終始つながっているため、相手の感情の変化がじかに伝わってくるのだ。

〝そこにいるのは、もしや……ゼナか？〟

　アウルは答えない。相手が何者なのか、自分たちに何をするつもりなのか、そしてなぜ魔王のことをガイツ並みにいろいろ知っているのか、わからない以上、どう接していいものやら判断がつかない。一方のゼナは、レリーフに何か感じるものがあるのか、前まえ脚あしでちょいと突っついたり、頭を擦こすりつけたりしている。

〝ふふふふ、こうして見ると、ただの猫も同然ではないか。魔王よ、なぜ知性を与あたえてやらん？　いまのおのが姿を鏡で見たならば、ゼナほど誇ほこり高い淑しゆく女じよなら自ら命を絶ってしまいかねんぞ〟

〝魔王にも事情はあります。そう言うあなたは、どなたなんですか？〟

　アウルは勇気を振ふり絞しぼって声を送り返してみた。と、

〝それよ。それがわからん〟

〝何が……です？〟

　へまを犯おかしたろうか、と戦々恐きよう々きようしながらも、アウルは重ねて尋たずねた。いつ暗闇の中から化け物が飛び出してくるやもしれない。いまにも喉のどを切り裂さかれ、背中を突つき刺さされて、最後には牙きばが頭上から降りかかってくるかも──。

〝確かにそなたは無視できん。しかし、魔王と信ずるにはあまりにも……あまりにも、な。わらわの存在も知らんのか？　本当に？　五〇〇年の月日を清算してくれるために魔王が訪おとずれたのではないのだな？　ガリオン陛下から何かを承うけたまわって、わらわに会うため、次なる魔王が来たわけではないのだな？〟

　そのとき、〈手〉の主の感情がひどく切せつ迫ぱくしたものを帯びるのをアウルは感じ取った。いままでの印象と異なり、どこか人間臭くさい。また、〈手〉を重ねているためだろうか、アウルには相手がこちらにとりあえずは危害を加える気でないことを確信しつつあった。だから、

〝も──もしぼくが魔ま王おうだというなら、何だっていうんです？　陛下からはそれは多くのものを託たくされましたから、ひょっとしてあなたのこともその中にあったかもしれないけど、思い出せないくらい瑣さ末まつなことならあと回しでも構わないでしょう。ローラナのレリーフを保護していただいていたことには礼を言います。それでは〟

　少し強気に出ることにした。ひとつお辞じ儀ぎをしてレリーフを手に取ろうとする。と、

〝おのれ。もったいぶっているのか、それともかまをかけておるのか──？　いいだろう、もしそなたが真に魔王だというのなら〟

　さらなる感情のうねりを乗せた声は、アウルの眼前にまた別の何かを出現させた。今度は〈手〉の動きから何かをする気だとはわかったので、アウルも怯おびえずに済んだ。が、暗闇の一部分がぽっかりと白く切り取られ、そこに映し出された映像を目まの当たりにさせられたときには、さすがに驚おどろきを隠かくせなかった。

　四角形の白い映像はおそらく、魔鏡を通じてのものだろう。この建造物か、あるいは森のどこかに配置された魔眼の見た映像が、そのままここで再現されているのだ。となると、アウルの正面でくり広げられている映像は現実のものだということになる。森が燃えているというこの光景が！

　遠くに映し出された魔王城の上を、黒い影かげがいくつか飛んでいた。目を凝こらすまでもない。航空機と飛ひ竜りゆうの群れだった。空中戦が展開されている一方、城は自ら吐はき散らす噴ふん煙えんに半ばその姿を隠しつつも、その中から時折オレンジ色の舌をちろちろと出していた。城もまた燃えているのだ。

　めまぐるしく移り変わる風景の中に、逃にげ惑まどう人々の姿もあった。何人か、知った顔があるのにも気づいてアウルは凍こおりついた。口々に何か叫さけびつつ、土や煤すすで汚よごれた顔を恐きよう怖ふと悲しみに歪ゆがませつつ──彼らは走っていた。

〝奇き怪かいな軍勢が攻せめ寄せてきたのだ〟

　声はかすかに震ふるえているようにもアウルには思えた。が、相手は次に意外なことを言った。

〝わらわの力の届かん、空高くからな。これは──そなたの仕組んだことか？〟

〝何だって？〟

〝あれが新しい魔将か？　わらわなど、このエウリュアレの森の頂点に立ったわらわなど、必要ないと言いたいのか？　五〇〇年前の約束を反ほ故ごにするため──そうなのだな？〟

　アウルは息苦しさを感じた。脳の奥に喰くいこんだ〈手〉が凄すさまじく意識を膨ぼう張ちようさせたためだ。あたかも自分以外の何かが内側から膨ふくれ上がって、風船みたいに身体からだがぱんぱんになってくるような錯さつ覚かくを覚えつつ、アウルは叫んだ。

〝馬ば鹿かな！　そんなわけがない。あれは教会だ！　また……また、攻めてきたんだ！〟

　こうして魔鏡を通じ、人々の逃げ惑う姿を見るのは二度目だった。一度目はレイナー・レイバックが飛竜を引き連れながら、ノールの広場前に集まったデモ隊を襲おそったときだ。あのときと同じく、声や音は伝わってこないものの、映し出された人々の顔にかえって生々しい恐怖を煽あおられる。

　まただ──また。

　また、力ずくで何かを奪うばうためにやってきた。

　また、炎ほのおをあげて、ぼくの知っている人たちを苦しませるためにやってきた。

　また、魔法使いたちを殺すために！

〝くう〟

　相手がそのとき呻うめいた。アウル自身はまるで意識もしていなかったが、今度は逆に膨ふくれ上がった彼の感情が相手を苦しめていたのだ。しばしアウルは鏡に映された風景に気を奪われていたが、

〝──よかろう。魔王を名乗る少年よ、そなたの気持ちはわかった。あの奇怪な軍勢相手に、そなた程度の力でどれだけできるものやらわからんが、やってみせるがいい。魔王の力証明せし暁あかつきには、このエウリュアレの最高傑けつ作さくである魔将ヘレイラがひざまずいてみせよう〟

「魔将？……」

　訊きこうとしたときには、闇やみが晴れていた。あたかも霧きりが払はらわれるかのように、アウルを押し包んでいた闇がその濃のう度どを失っていったのだ。

　そこは石のトンネルだった。じんわりと湿しめった床ゆかや壁かべに青いコケが生えている。すでに魔鏡も消えていた。

〝魔王城とつながる地下通路だ〟

　次に聞こえてきた声は、以前よりもずっとアウルから遠ざかっていた。

〝いけ。あのものどもを追おい払え。精せい霊れいの力なくして空を飛び、火を噴ふくものなど──あれは、この世のものではない……〟

〝待って！〟

　アウルは離はなれていく〈手〉に向かって自らも声を投げつけた。訊きたいことは山ほどあった。が、すでに意識は届かず、あっという間に気配も途と絶だえた。

　少しの間、アウルは天てん井じようの低いトンネルで立ち尽つくしていたが、

「おいで、ゼナ！」

　レリーフを拾い、黒くろ猫ねこに呼びかけると同時に走り出した。床はぬらぬらとしていて、一歩間ま違ちがえば滑すべって大おお怪け我がしてしまいそうだったが、アウルはそれでも速度をゆるめず、トンネルの向こうを目指して駆かけつづけた。相手の言葉をどれだけ信じられるのか、といった疑問もあったが、そもそも教会軍の襲しゆう撃げきもその〈手〉の主が見せたものだ。この先に魔王城がある、という言葉が噓うそなら、襲撃も噓なのだろう。逆にいえばどちらも真実だった場合、アウルにはこの道を急ぐしか方法がない。

　魔ま王おう城の中で出会ったいくつもの顔が脳のう裏りによぎった。

　それがすべて、いま炎の下した敷じきになって苦しんでいるようにアウルには思えた。

　サラ・ウェインが──その母親のアンジェリーナがそうだったというふうに──炎の中、身み悶もだえする風景がアウルの脳みそをかっと白熱させた。

　──覚かく悟ごはあるか、だって？

　──殺せるか、だって？

　──相手が殺そうとしたなら、そのときは！

　アウルは、自身にも宿った火をあたかも振ふり払うように腕うでを振り、ぬらつく床を足で蹴けった。他ほかの何も考えられずにいた。だからこのとき、胸によぎったサラの姿が、五年前のそれであることに彼は気づかなかった。




　強い陽ひ射ざしに挑いどみかかるかのように噴ふき上がった炎。

　大理石の間が赤々としているのはしかし、その照り返しのせいばかりではなかった。スカーフェイスの歩く道のりは赤いばかりではなく、濡ぬれてもいたのだ。

　彼自らが生み出したその浅い泉に、数人の魔法使いが倒たおれ伏ふしている。コナーの大きい背中もそこにあった。

「き、貴様……」

　相対するボルフェルトが細ほそ面おもてを歪ゆがませている。唇くちびるが激しく震ふるえていた。コナーたちと協力し、城内に侵しん入にゆうしてきた連合軍の兵士と戦っていたところ、突とつ如じよ現れたこの男に仲間全員を殺されたのだ。

「おまえひとりだけ残しておいた」スカーフェイスはうっそりと言った。「全員一気に方をつけたのではもったいない。さあ、遠えん慮りよするな。得意の魔法でも何でも使ってかかってくるがいい」

　ボルフェルトは雄お叫たけびをあげた。体勢を低くしながら一気に相手へ詰つめ寄る。手にはコナーの死し骸がいから奪った剣けんがあった。振り上げる。その場に充じゆう満まんしはじめていた黒っぽい煙けむりを両断するほどの一いち撃げき。が、ひらりと身軽にかわされる。刹せつ那な、

「！」

　横に身をかわしていたはずのスカーフェイスの腕に、びゅっと音を立てて巻きついたものがあった。ボルフェルトの裾すそから伸のびた木の枝らしき物体だ。間かん髪はつを入れず、剣の二撃目が放たれた。刀身がスカーフェイスのこめかみを強打し、果実のごとく粉ふん砕さいする──

　寸前、剣は宙を舞まった。握にぎりしめた手首ごと。

　声にならない悲鳴をあげて、ボルフェルトが床に両りよう膝ひざをつく。スカーフェイスは大量にしぶいた血の渦うずを目の前に、無表情を維い持じしている。木の枝が巻きついたのとは反対側の手に、血まみれのナイフが握られていた。さっきまでは存在しなかったものだ。スカーフェイスはそのナイフで木の枝をも切り飛ばした。

「さて。ひとつ教えてもらおうか、魔法使い？」彼は真っ赤な切っ先を、無造作に獲え物ものへと突つきつけた。「とある人物を捜さがしていてね。女なんだが、知っているかな」

「舐なめるな。誰だれが、貴様などに。おれは腐くさっても貴族だ、敵にべらべら何かをしゃべると思うか！」

　壮そう絶ぜつな苦しみに身を置きながらも、ボルフェルトは相手をにらみつけた。びっしょりと脂あぶら汗あせに濡れた顔が、炎ほのおを浴びてぎらぎら輝かがやいている。スカーフェイスは小首を傾かしげた。

「そうか。あまり痛くないうちに楽に死んだほうがいいとは思うのだが。とりあえず、その舌さえ残していればしゃべることはできるのでね」

　それから数分、ボルフェルトの苦鳴が長く尾おを引きつづけた。最後のほうはガラスを爪つめで引っかいたような音にしかならず、おそらく誰が聞いても人の声だとは信じられないものになってはいたが、それでもなお、ボルフェルトは肺はい腑ふの底から声を絞しぼり出しつづけた。

　やがてスカーフェイスはその場を離れ、城の奥へと足を進めた。相変わらずの無表情だ。背後に残してきたものになどまるで気も留めず、淡たん々たんとした足取りで崩くずれた柱や天井の破は片へんを乗り越こえていきながら、スカーフェイスはふと、濃こい霧きりのように眼前を遮さえぎった粉ふん塵じんの向こうに誰かが倒れているのに気づいた。

　傷ついて動けないのではないらしい。膝ひざを抱かかえて泣いている。

　──何が悲しい？

　スカーフェイスは想像を巡めぐらしてみた。

　──死。火。故郷の喪そう失しつ。恐きよう怖ふ。

　どれもぴんとこなかった。彼はそうした感情をすべて置き忘れてきたのだ。歩んできた道のりのどこかに、ではなく、そもそも彼を育はぐくんだ母の胎たい内ないに。

　だから人と違ちがうと言われてきたのだし、はじめて虚こ空くうにナイフを出現させたときに「呪のろわれた子だ！」と周囲の人間に叫さけばれもした。

　特とく殊しゆなことだとは思いもしなかった。彼は手の届くどこかから持ってきただけなのだ。その「手の届くどこか」は火と風に荒あれ狂くるっていた。銀のかけらさえポケットに忍しのばせておけば、それを「手の届くどこか」に放ほうり投げ、思うがままの形に練り上げることができた。

　そんな当たり前のことが、この世では呪われていたのだ。

　──罰ばつを与あたえなければいけない。

　この身が許されるためには。教区司祭であった彼の父は、自分の息子むすこがナイフを取り出すたび、その切っ先で彼の顔を傷つけた。それで何が救われると思ったのだろう。あるいは、呪われた子を産んだ自分自身が？

　暗くら闇やみに幽ゆう閉へいされたスカーフェイスは、それでもかろうじて保っていた人の殻からを捨てた。いいや、忘れた。一〇年後、両親の自殺をきっかけに家の地下室から発見されたときには、彼は自分の名前すら忘ぼう却きやくしていた。異い端たん審しん問もん局きよくに引き連れられていく彼は、自分は死ぬのだとぼんやり思っていた。

　が、彼は生まれながらにして与えられた「罰」を自らの手で拭ぬぐい去る機会を与えられたのだ。

（殺せ）

　と、若き日の異端審問局長官デスタンは言った。

（呪われし力で神に仇あだなそうとするものを、他ほかならぬその呪われた魔ま術じゆつで殺せ。おまえが死したのち、神の御み前まえに立ったそのときに必ず人としての名前をも与えられよう）

　面おも白しろい。

　とスカーフェイスは思った。生まれてはじめて微笑ほほえんだ。やったことは一度もなかったが、人を殺すのは面白そうだと思った。いままで自分の身しか傷つけてこなかったから、考えもしなかったけれども。

　壁かべに背を預け、しくしく泣いているのは小さな女の子だった。そばかすを顔中に散らした、瘦やせっぽっちの女の子。

「どうした？」とスカーフェイスは声をかけた。「どこか痛いのか？」

　女の子は膝に埋うずめていた顔を上げた。目は真っ赤に腫はれている。彼女は歩み寄ってくる、自分と同じくらい瘦せた、しかし背の高い男をどう見たのだろう。そっとかぶりを振ふった。

「みんな、ど、どこにもいなくなっちゃったから……」彼女の声は震ふるえていた。「トッドも、ハーバも、どこにも、い、いないの」

「そうか」

　スカーフェイスは手を差し伸のべた。女の子がじっとその指の先を見つめている。すがる眼まな差ざしだった。ひょっとして、父親に顔を刃やいばでえぐられるたび、自分もそんな目をしていたのだろうかと、スカーフェイスはふと思う。

「連れていってあげよう、おいで」

　喉のどがやたらに渇かわいた。いつもの発ほつ作さだ。相手の喉から噴ふき出す血を想像するとたまらなくなる。実際に血を飲むわけではないのだが、しかし無む性しように渇かわくのだ。もう少し相手が太ってくれていればよかったのだが。まあいい、前菜にはなる。

「あ、ありがと」たどたどしく礼を言って、女の子は手を伸ばしてきた。「トッドたち、どこにいるの？」

「すぐ近くさ」

　トッドとやらが先にそこで待っているのか、あるいは遅おくれてやってくるのかはわからないが、どうせ行き着く場所は同じだ。汚けがらわしい背教者の吹ふき溜だまり──地じ獄ごく。

　女の子の指がスカーフェイスのそれと重なろうとした。瞬しゆん間かん、彼のその手に銀色の光こう沢たくが出現した。
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　長い道のりをどれほど走っただろう。

　トンネルの向こう、ぽつんとした光が見えたとき、アウルは警けい戒かいして歩ほ幅はばをゆるめた。近づいていくにつれ、行き当たりの壁が発光しているのが見えた。石を積み上げたその壁の中央あたりだ。

　アウルは恐おそる恐る歩み寄り、青白く、生き物の息い吹ぶきであるかのように、ぼおっ、ぼおっと光る壁を見つめていたが、不意にその足元でゼナが走り出した。壁めがけて体当たりする。

「ゼナ──！」

　アウルは驚おどろいてそれを止めようとしたが、寸前、ゼナの姿が壁の向こうにするりと通り抜ぬけた。と同時に石いし壁かべに遮さえぎられて見えなくなる。はっとなったアウルは、これも玉座の間を他の道から閉ざしている封ふう印いんの壁だと気づいた。ガイツがそうしたように、あの〈手〉の主が解いてくれていたのだろうか。

　いまだ正体は謎なぞだが、ここまで来た以上、引き返すのも時間の無む駄だだと思ったアウルは、意を決して自らも光る壁の中へと飛びこんだ。

　そのまま肩かたが、胸が、足が、そしてやはり少しは怖こわかったので後ろに引いていた頭が最後に通り抜けた──と思ったら、いきなり頭をゴツン、と何かひどく硬かたいものにぶつけた。驚きつつ、ずり落ちた眼鏡めがねを上げてよく見てみると、目の前にあったのは壁ではなく、青銅色をした奇き妙みような凹おう凸とつだった。

　あの巨きよ大だいな甲かつ冑ちゆう像ぞうだ。どうやらそのすぐ後ろに出たらしい。脇わきをすり抜けて前に出ると、やはり広々とした空間の中央に玉座が見えた。

「ガイツ！」

　アウルは呼びかけてみたが、広間に老人の姿はなかった。まだ来ていないのか、あるいは来られないのか……。

　瞬間、足元がかすかに震えた。ドン、ドン、ドン……と遠くで太たい鼓こを打ち鳴らしているような音が響ひびいてくる。おそらく爆ばく撃げきの衝しよう撃げき音おんだ。その下で、どれだけの人が逃にげ惑まどっているのか──心臓を鷲わしづかみにされたような恐きよう怖ふと痛みとが、焦あせりに転化させられてアウルの息いき遣づかいを苦しくさせる。

　彼は玉座の間に走った。手に抱かかえていたレリーフを、背もたれのてっぺんに置く。と、まるでそれを待ちわびていたかのようにレリーフそのものがかすかに動いて位置を自ら調節し、かちりと嵌はめこまれた。

　アウルは唇くちびるを舐なめ、短く息を吸うと、逆に深く吐はき出した。ガリオン・ローブの裾すそを払はらいながら椅い子すにゆっくり腰こしを落とす。ゼナは足元で大人おとなしくこちらを見上げていた。

「大だい丈じよう夫ぶ……」アウルは囁ささやいた。「きみを、淑しゆく女じよにしてあげるから──」

　自分を落ち着かせようと叩たたいた軽口が途と中ちゆうで途と絶だえた。頭の中にばちばちっ、と白い稲いな光びかりが走る。アウルの肉体が波打った。前回の経験から、さらに凄すさまじい落らく雷らいを警戒したアウルは肘ひじ掛かけに置いた拳こぶしをぎゅっと握にぎる。

　が──、白い光はそれで消えた。待っていても何の変化もない。

「ローラナ？」アウルはそっと囁いた。

「ローラナ！」

　怒ど鳴なると、頭の奥底で何かがのそりと動くのが感じ取られた。知性ある〈手〉だった。玉座に座るだけで、アウルはローラナと〈手〉をつなぎ合っている状態になるのだ。

〝…………〟

　小さなつぶやきが胸をよぎった。間ま違ちがいなくローラナの意識のはずだが、声となってはほとんど聞こえてこない。

　アウルは自らも〈手〉をさらに伸ばしてみた。ローラナのふわふわとした意識が伝わってくる。あまりに不安定で、このままでは自分の意識をどこに向けたらいいのかもわからなかったので、〈手〉でまさぐって形を確かく認にんしてみた。以前、一回だけ見たローラナの姿が脳のう裏りに浮うかび上がってくる。翡ひ翠すい色の長い髪かみをした少女。同じ色をした大きな瞳ひとみが印象的だったが、いまはその目が閉じられている。

　彼女の意識と同調しかけたアウルは、途と端たん、凄まじい眠ねむ気けに襲おそわれそうになって、あわてて自らの〈手〉を遠ざけた。正常な感覚がじわじわと舞まい戻もどってくるのを待ってから、アウルはもう一度、今度はゆっくりと〈手〉を差し向けてみた。やはりローラナの意識は眠気に覆おおわれており、まだ完全に眠ねむりから覚めてもいない様子だった。

「ローラナ！　お願いだ、目を覚まして。きみの力が必要なんだ！」

　叫さけんでみたが、やはり反応は薄うすい。このままでは、城の機能がろくに使えない──。体内の血が温度を失うような絶望に駆かられかけたアウルは、そのときガイツの言っていたことを思い出した。

（ローラナが新しい魔ま王おう城じように馴な染じむには多少なりとも時間を要する）

　と。

　だからこそガイツは「時間がない」と終始言っていたのだ。彼女が新しい城に馴染む時間を考こう慮りよすると、一刻も早くローラナをシステムの中央に据すえる必要があったのだろう。アウルは玉座に身体からだを預けたまま唇を嚙かんだ。だが、迷っている余よ裕ゆうはない。いまなお微び震しんは玉座の間を襲っており、地上ではどれだけの被ひ害がいが出ているのかわからないのだ。

　両目を閉じたアウルはローラナのかすかに残っている意識を伝って、城中に〈手〉を差し向けてみた。魔王城内外に張り巡めぐらされている魔眼にコンタクトをかけるつもりだった。ローラナの補助がないためか、〈手〉の歩みは非常にのろのろとしたものだった。前にノール城でやったときはどの魔眼も手の届く位置にあったし、好きなときにあらゆる場所を網もう膜まくに焼きつけることができたはずなのだ。

　アウルはそれでも辛しん抱ぼう強づよくコンタクトをつづけた。様々な光景が目の前を遅ち々ちとよぎっていく。ほとんどは舞い上がる土ど砂しやや噴ふん煙えんにまぎれてよく見えなかったが、たまにその合間を縫ぬって逃げていく人々の姿や、地面や床ゆかに倒たおれ、おそらくはもう二度と起き上がることがないだろうと思われる者たちの姿が見えることもあった。やがて魔眼は森の風景を映し出した。木々が燃え、倒とう壊かいする中、なおも人々は逃げ道を求めて駆けていく。その頭上を黒い影かげが横切った。魔眼の角度をほんの少し上向けると、ちょうど航空機の後ろの部分が遠ざかるところが見えた。腹の内側から何かをばら撒まいていく。瞬しゆん間かん、大地が水面のように跳はね上がった。宙に放ほうり投げ出されていく木の破は片へん、塔とうの残ざん骸がい、そして……人。

　誰だれかがまたばたりと倒れ伏ふした。魔眼に映し出されたのは、空に伸のびた白い手。何かを摑つかむように、あるいは、救いを求めるように。まだ生きている。頑がん張ばって、と思わずアウルは叫びそうになった。瞬間、地面が炸さく裂れつした。

　白い手ごと、魔眼の映像が搔かき消える。

　──くそっ！……

　アウルの焦あせりに、のろのろとした〈手〉の動きが拍はく車しやをかける。そのまますべての魔将を解き放って、あの憎にくき教会連合軍に差し向けたい激情にも駆られる。が、アウルはノールの魔王城でのことを覚えていた。あのときも怒いかりに煽あおられる格好でほとんどの魔将を外に出したのだが、自分の〈手〉では制せい御ぎよしきれなくなって、結果、ダイアンを傷つけてしまうことになったのだ。

　あのときの出来事はアウルの胸にいまだ生々しい傷きず跡あととなって残っている。同じ失敗を犯おかすわけにはいかなかった。

　──せめて、せめてみんなが逃にげるのを助けられたら……！

　放っておくと、自分の頭の中で無数に広がっていきそうになる選せん択たく肢しをかろうじてひとつに絞しぼりこむ。それは残ざん酷こくな決断を彼に強しいた。彼はひょっとしたら全員を助けられる力を持ちながらも、未熟さゆえに限られた命しか守れないのだ。その限られた命をも選せん択たくしなければならないのだ。

　──自分を哀あわれがるのはあとにしろ、アウル！

　アウルの嚙みしめた唇からはいまや血が滴したたっていた。いまの魔王城から得られる力はほんのわずかなものだ。城内に渦うず巻まいている力も少ないため、本来、魔将は城の中ならば知性を保てるはずなのだが、それを期待することはできまい。

　彼は目を閉じたまま、城内外の魔眼にいくつかの〈手〉を伸ばしたままにさせ、随ずい時じその風景を胸に焼きつけながら、別の〈手〉を練り上げて、目的に向かってよろよろと伸ばした。

　足元にいたゼナがぴくりと耳を持ち上げ、それからすっくと首を伸ばす。

「にゃ、にゃ、にゃ」

　何度か声を発してから、前まえ脚あしで宙を搔くような仕草をした。「へ、へへ、陛下！　何にやに事でありまするか？」

　それから、玉座の間の片かた隅すみに放置されたままになっていたレリーフが白く輝かがやく。

　アウルは複数の命が己おのれの胸のうちに脈動するのを意識しながら、焦ってその〈手〉を放してしまわないよう、慎しん重ちように深呼吸し、同時に深呼吸させた。

　どくん、どくん、どくん。

　どくっ、どくっ、どくっ。

　どっ、どっ、どっ。

　でたらめなリズムで脈打っていた三つの命が、それぞれひとつに重なり合いはじめる。

　──敵……敵……敵。

　──そうだ、きみたちの敵。そしてぼくの敵。

　どっく、どっく、どっっっくん……。

　──復ふく讐しゆうだ！

　どくん！

　アウルは歯を剝むいた。どす黒い血流が凄すさまじい勢いで体内を駆かけ巡っていく。そうした激しい感情に身をゆだね、獣けものを煽り立てながらも、一方では氷のごとく冷静な視線で手た綱づなや鎖くさりを引き絞り、それを操あやつらねばならない。

　──魔ま王おうに逆らったものへ、おのが末路を思い知らせてやれ！

　──魔法使いを無む慈じ悲ひに狩かるものに、狩られる立場の苦しみと恐きよう怖ふを嫌いやというほど味わわせてやれ！

　そうだ。この目に焼きついた風景のひとつ、ひとつ──これこそが連合圏けん内ないで魔法使いの置かれている立場そのものに他ほかならない。ぼくはいまこそそれを知ったのだ。ならば牙きばを振ふるう資格だってあるはずだ。「出ていけ」と言われずとも済むのだ。

　──魔王だ！　ぼくは、魔王だ！

　アウルは音なき声を発しつづけた。獣でなく、他ならない自分自身に眠ねむった熱いものを解き放たんがために。




　世界が燃えている。

　気を抜ぬけばすぐに躍おどりかからんとする火、そして絶え間なく目と肺になだれこんでくる煙けむりから逃のがれるため、数人の人ひと影かげが大森林の東とう端たんから抜け出てきた。

「お姉さん!?」

　先頭にいたトッドが足を止めた。向こうからサラがローブの裾すそをなびかせながら走ってくるところだったのだ。サラ・ウェインは汗あせでへばりついた髪かみを顔の前から振り払はらうと、トッドたちの前までやってきた。

「みんな大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ああ、ええ……でも、お城は、燃えていて。大勢の人たちは、どこにいったのか──メルも、メルも途と中ちゆうではぐれちゃって……」

　トッドは息を喘あえがせて、要領の得ないことを言った。無理もない。彼は自分より年下の少年少女五名を引き連れ、城から遠ざかってくるだけでもやっとだった。サラに出会えて気が抜けてしまったのか、その場にへたりこんでしまった。後ろにいた子供たちはとっくに膝ひざをついて肩かたを上下させている。すすり泣きが洩もれていた。

　が、サラはその一時の休きゆう暇かも許さないようにトッドの肩を摑つかんで揺ゆさぶった。

「お父さま──いえ、司令は？　まだ城にいるの!?」

「ええ……ええ」トッドは揺さぶられる延長で首を前後させた。「〈声〉が頭に飛びこんできて……みんな、地ち竜りゆう隊が確保した道につづけ、って。でも、ぼくたちは多分カルマさまから離はなれすぎて。地竜隊がどこにいるのか、具体的なイメージは伝わってこなくって……」

「そう」

　サラはいったん頷うなずいてから、考えを巡めぐらせた。

「引き返したほうがいいわ。カルマ司令官の〈声〉の届くところにいって、きちんと命令を把は握あくしたほうがいい。闇やみ雲くもに逃にげても駄だ目めよ！」

「やだ！」女の子のひとりが泣き叫さけんだ。「もう戻もどるのなんて、嫌！」

「トッド、おまえ、場所がわかってて逃げてたんじゃないのかよ！」

「信じてついてきたのに」

「うるさい！　最初は〈声〉のとおりにいっていたつもりなんだ。おまえたちには聞こえもしなかったんだろ！」

　恐怖の与あたえた感情のざらつきが、怒いかりとなって爆ばく発はつしそうになった寸前、ざあっ、と全員の顔に水が浴びせかけられた。バケツいっぱいに溜ためられた雨水をひっくり返されたような感じに、子供たちが啞あ然ぜんとなる。サラの振りかざした小さな杖つえから水すい滴てきが洩れていた。

「しっかりなさい！」サラは本当のお姉さんのように怒ど鳴なりつけた。「トッドはおまえたちの隊長よ。不満を述べるだけじゃ駄目。きちんと補ほ佐さしてあげなさい。それにトッド、おまえは隊長としての自覚をいつでも忘れないよう！」

「は──はい」

　トッドはびしょ濡ぬれの顔で頷いた。子供たちも改めて与えられた「役割」に表情を引きしめる。サラは全員に立つよう促うながしてから、改めて皆みなの顔を見み渡わたした。

「いまからおまえたちの指揮はわたしが執とるわ。大丈夫、全員生きてこの森から出してあげるから──」

「そいつはどうだろうね！」

　いきなりそんな声が聞こえてきた。はっ──とサラは息を吞のみ、子供たちとともに同じ方向を仰あおぎ見る。

　広場の向こう、木が点在する小高い丘おかの頂上に異質な集団が広がっていた。

　ザーロフ公国の国旗がはためいている。斜ななめによぎった矢と、それに重なり合った十字の印は魔王を斃たおした英えい雄ゆうのひとり、女じよ傑けつファリス・アランスの象しよう徴ちようだ。

「何だ、待ちかねていた獲え物ものがやっと来たと思ったら小ネズミどもだ。スカーフェイスがいたら喜んだろうになあ」

　先頭にいた、子供服に身を包んだ肥満気味の男がにっと笑う。彼は左右に居並んだ、銃じゆう剣けんを手にした騎き兵へいたちに、

「が、甘く見るなよ、奴やつらだって魔法使いだ。こわーい魔法でお仕置きされちゃうぞ」

　しかつめらしい顔で言ったあと、爆ばく笑しようする。並んだ顔もヘルメットの下に笑いを刻んでいた。馬に乗り、銃剣を捧ささげ持つ騎兵隊の数は三〇ほどか。

「待ち伏ぶせ……」

　サラは下した唇くちびるを嚙かみしめた。いぶり出される獲物を待ち構えていたのだ。銃の威い力りよくは彼女も知っている。なまじの魔法では太刀たち打うちできないことも。こうして正面からやり合うとなるとなおさらだ。せめて互たがいの魔法を熟知した、同じレベルの仲間数名で奇き襲しゆうをかけられるなら、この数でも何とかできたろうが……。こちらには子供たちしかいない。見たところ、まともに魔法を使えるのはトッドと、その背後に隠かくれながら震ふるえているちっぽけなハーバだけだ。

　前方に布ふ陣じんした敵部隊をにらみつける。先頭にいるあいつはなんだろう？　銃も持っていないし、馬にも乗っていない。ただ気持ち悪い格好で、気持ち悪い笑い方をしている。それに、熱っぽい眼まな差ざしでこちらを眺ながめているのが何より気持ち悪かった。

「おまえ……悪くないな、悪くない」彼は舌なめずりしていた。「まだガキんちょだが……その金色の髪の毛はママにぴったりだ。さっき、子供たちを叱しかっていたときの態度もいい……。うん、イメージに合う」

「何をぶつぶつと！」

　サラは杖を振ふりかざした。そうしながら、後ろにいるトッドとハーバを後ろ手で促す。一番魔法に対しての感受性の強いトッドに〈声〉を送った。

〝わたしたちで仕し掛かけるわ。訓練どおりにね。あとはわたしひとりで時間を稼かせぐから、あなたたちはお逃げなさい！〟

「ママですって？　あなたみたいな子供じみた人、ママの側そばにいて『ねえ、ミルクはまだ？』なんておねだりしていたほうがよっぽどお似合い。こんなところにいないで、さっさとママのベッドにお帰りなさい！」

「うーん、怒っているときの顔をもうちょっと練習するべきだな」子供の顔をした大人はしかつめらしく言った。「だけどぼくの側において教育すれば、何、一、二年だ。顔かたちも大人びてくるだろうし……いいぞ、ここに来て正解だ」

「ごちゃごちゃごちゃごちゃ──うるさいっ！」

　サラが構えていた杖を振り落とすと同時に、トッドも右の掌てのひらを地面に向かって打ち下ろしていた。

　突とつ然ぜん、火か炎えんのヴェールが騎兵隊を襲おそった。頭上から出現したのだ。何の前まえ触ぶれもなく──あたかも、森のもっと奥では木々が燃えているのだから、ここももののついでだと言いたげに。服やヘルメットの房ふさ飾かざりに火の粉が宿って、人の輪りん郭かくの形に火が舞まい躍おどる。

　一方、トッドは掌を叩たたきつけた地表から数センチ下にある土の中にいた。彼の〈手〉だ。土を勇気づけながら、一気に突つき進んでいく。一番前にいた騎兵の足元にまで迫せまった。炎ほのおによって暴れた馬を何とか制せい御ぎよしかけていた矢先だったが、瞬しゆん間かん、彼の馬が激しくいなないて前方によろけた。地面から現れた泥どろの手がその足を摑つかんでいたのだ。

　馬上から男が転がり落ちる。トッドはなおも精神集中をつづけた。が、土へ語りかける声は小さくなっていき、応じる声もしぼんでいく。いっしょに爽そう快かい感かんを味わって掘ほり抜ぬいてきたはずの土が痛がるようになり、これ以上ないというくらいに結びついていた親愛の情が薄うすれていく。トッドは歯を喰くいしばった。

　別の騎兵に矛ほこ先さきを向ける。その馬もパニックに陥おちいって前まえ脚あしを振り上げていた。いまならチャンスだ。簡単にやれる。

「本物の魔ま法ほう使つかいだぞ！」

「狩かれ！　子供だからと言って遠えん慮りよするな！」

　が、大人たちの反応のほうが素す早ばやかった。魔法使いだとわかって恐きよう怖ふを抱いだいた瞬間、その恐おそれが逆に暴力性へとつながるドアをこじ開けたのだ。

　先頭の二人が馬で丘を駆かけ下りてくる。その蹄ひづめに踏ふんづけられたもうひとりのトッドは苦鳴をあげた。瞬間、精神集中が途と切ぎれて魔法が消え失うせる。

「ちっくしょう！」

　今度はハーバが魔法を発動させた。地面に転がっていた小石を無数に浮うき上げて、弾だん丸がんのように宙を走ったそれらに、駆け下りてくる騎兵隊を迎むかえ撃うたせる。隣となりではサラが新たな精神集中をつづけていた。彼女が、次の魔法を発動させるまでの時間稼ぎだ。他ほかの子供たちはトッドが囁ささやきで与あたえた指令に従って、すでに逃とう亡ぼう中のはず。

　──そう、そのはずだった。

「はい、おしまい」

　背後から馴なれ馴れしく肩かたを叩かれてサラの精神集中が解けた。愕がく然ぜんと振り向いた彼女は、そこにあの肥満体を見つけた。それだけではない。彼の手には、もがく子供の姿があった。銃じゆう口こうを突きつけられたその子供はまだ六、七歳。肥満体は、飴あめ玉だまでもしゃぶってるみたいに左右の頰ほおに舌を突っこんで、他人を小こ馬ば鹿かにする表情を浮かべた。

「かわいそうにね。魔法だ、テロだ、ゲリラだなんて気負っても、その程度じゃ。ぼくもこっちに鞍くら替がえしようかなあ。ぼくの力なら結構高い金で雇やとってもらえるかも──って、あはは、噓うそウソ。ちょっとは期待した？」

　するものか、とは言葉にならなかった。この肥満体はしゃべるたびにサラの前から次々姿を消し、そのたびにサラの正面、側面、背後──様々な位置に現れるのだ。血も凍こおるような眺めだった。そういう魔法があるとは聞いたことがある。しかし扱あつかえるのは相当の使い手に限られるはず。まさか連合軍に──魔法使いがいるとは!?

　騎き兵へい隊たいが辿たどり着いた。何人かはまだ丘おかの上で、燃え移った火を消そうと地面を転げまわっている。

　最初に馬からひらりと舞い降おりた騎兵のひとりが、いきなりトッドを殴なぐりつけた。口から血を噴ふいて少年の身体からだが横よこ倒だおしになる。

「くそっ、何て奴やつらだ。本当に子供まで魔法使いとは！」

　彼は何度かトッドの腰こしを踏みつけた。呻うめき声をあげる少年が、また魔法を使うのかどうか、確かく認にんするように一回蹴けってはあとずさり、また近づいて蹴り飛ばす。畜ちく生しようの頑がん丈じようさを試ためすかのような、それこそ子供じみた仕草だった。

「おい、やめとけ」新たに駆けつけてきた別の騎兵がうんざりしたように言った。「魔法使いなら手足を縛しばって、口を覆おおえばいい。そう習ったろ？」

「うるさい、ウーリー。おれは魔法使いを狩りに来たんだ」

「こっちも火傷やけどした！　ひとり残らず殺してやれ！」

「そうだ、うちの末っ子から頼たのまれてるんだよ。魔法使いの頭ず蓋がい骨こつを持ってきてくれってな。魔ま除よけになるそうだ。構わんだろ？　ひとりくれ」

　おぞましい会話がくり広げられている。サラは身み震ぶるいする思いがした。そう言っているのは同じ人間なのだ。化け物じゃない。牙きばを生やしているわけじゃない。コミックの悪役じみた顔をしているわけでもない。「頭蓋骨が欲しい」と言った髭ひげ面づらの男など、むしろ優やさしそうな顔をしていた。家ではいい父親なのかもしれない。

「ふざけるな。勝手な判断で子供まで殺すのか。隊の規則で禁じられている！」

「うるさいってんだよ、ウーリー。おまえ、シーラ王女の幼おさな馴な染じみだって吹ふいていたな。王女だって魔王を狩ったんだよ！」

　サラは周囲に目を配った。トッドとハーバはすでに逃にげられない。自分もまた、取り囲まれている──奇き妙みような魔法使いひとりに。その男がまた姿を消し、後ろから肩に手を置いてきた。鳥とり肌はだがさっと走る。

「あんなことを言ってるよ」耳元で囁いてきた。「馬ば鹿かな兵隊たちだね！　ぼくならあんな野や蛮ばんな真似まねはさせない。きみ、ぼくと会うなんて運がいいよ。スカーフェイスなら何も言わずに皆みな殺ごろしだからね。今いま頃ごろ、多分殺しをうんと楽しんでいると思うよ」

　サラはじっとりと汗あせに湿しめった掌てのひらを握にぎりしめた。さっきから新たな〈意識の手〉をつむいで精せい霊れいに語りかけようとしているのに、少しも精霊たちは耳を傾かたむけてくれない。この場所はすでに後ろにいる男が掌しよう握あくしているのだ。それを超こえた〈手〉をつくり出さねばならないのに、がちがちと震ふるえる歯が示すとおり、いまのサラに常以上の力を発揮することなど望むべくもなかった。

　と、後ろから髪かみを撫なでられた。たっぷりとした量感を楽しむように何度も上下する。

「なあに、怖こわがることはないんだ。ぼくのお願いを聞いてくれるなら、きみも含ふくめて、ここにいるガキどもの命を助けてやってもいい。悪くない取り引きでしょ？」

　サラの目に涙なみだが滲にじんだ。怖い。悔くやしい。怖い。悔しい。怖い──！

「ぼくの側そばにいてくれさえすればいいんだ。さっきみたいに時々叱しかっておくれよ。ぼくがそうしたいと願ったら、優しく抱きしめてくれれば、それでいいんだ……」

　サラは両目を閉じた。必死に思い出そうとした。復ふく讐しゆうの気持ちを。

　覚えている。

　だって、あれはまだわずか四年前。どうして忘れられるはずがあるだろう。部屋を飛び出したわたしは、すでに廊ろう下かにまで火の手が回っていると知って愕然となり、その場で膝ひざをつきそうになって──そう、そしてわたしは、人の形をした火に組み敷しかれた。お母さま──アンジェリーナ。火の中から飛び出てきた彼女は、突とつ然ぜん崩ほう落らくしてきた天てん井じようからわたしをかばったのだ。
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　わたしを上から見下ろすお母さまの顔は──いつも厳格さを失わない、時々はトロールみたいに怖いし、意地が悪いと思っていたお母さまの顔は、とてもきれいで、そしてとても優しかった。

（いきなさい、サラ。さあ、早く）

（わたくしなら大だい丈じよう夫ぶ。何を心配しているの？　わたくしは魔女。ウェイン家の誇ほこるべき魔女なのよ！）

　ウェイン家の誇るべき魔女はその日から姿を消した。残されたのはその名を継つごうと幼い胸に決意を固めたサラと、屋や敷しきの外で合流した父親のみ。屋敷から焼け出されたウェイン父娘おやこは、断罪の刃やいばを振ふり上げる人々から逃のがれるためにひと晩中林の中に潜ひそんでいた。

（背教者を狩かれ！）

（魔法使いを殺せ。魔女の首を撥はねろ！）

（おれたちを騙だましたあの邪じや悪あくな家族を火あぶりにしろ！）

　これも覚えている。あの夜、口々にそう叫さけびながら屋敷に火を放ったのは、父カルマが治めていた領土の若者たちだった。それも、将来性があるとカルマが見こんで、屋敷に出入りを許していた男女ばかり。

　サラは殺してやると息巻いていた。あいつらをひとり残らず、ママを奪うばった炎ほのおよりも何千度も熱い炎で殺してやると。何よりも憎にくむべきは異い端たん審しん問もん局きよく長官のデスタン。ウェイン家が魔法使いの血統であることを、教会の前で誇らしそうに暴あばいたという男。カルマをずっと敵視していた彼こそ、焼き打ちを裏から指示していた男でもあった。

　彼女は猛たけ々だけしい性格になった。教会に対しては無む慈じ悲ひで、魔法使いたちにとっては憧あこがれの対象となるような、そんな戦いの女め神がみになろうと思った。父もそれを望んでいたはずだった。

　が──、いま、あっさりと銃じゆう口こうを突つきつけられて凍こおりついている自分がいた。復讐のために燃え上がった炎は恐きよう怖ふの前にたやすく消え去った。何よりそれがサラには悔しかった。

　だから……。

　サラは肩かたに置かれた相手の手を取った。ぶよぶよした肉厚の手だった。「お？」と相手の鼻息が荒あらくなる。サラはその手を取ったまま振ふり向き、にっこりと微笑ほほえんだ。鏡の前で練習した、「反乱の旗手の傍かたわらにいる淑しゆく女じよ」にふさわしい笑え顔がおだった。手と同じくぶよぶよとした相手の顔が、無上の喜びに包まれる。

「ママ──！」

　涙さえ目に浮うかべかけたその男に、サラは微笑んだまま言った。

「触さわるんじゃねえ、この豚ぶた野や郎ろう。ママを探したきゃとっとと養よう豚とん所じよにいきな、デブ。たっくさんのママがおまえをお出で迎むかえしてくれるだろうさ。どのパパと交こう尾びしたかひと目じゃわからないから、おまえも豚ぶたの尻しりを抱かかえて確かめていきな！」

　小さな目がよくもこれまで、というくらいに見開かれた。サラは相手の手の甲こうに爪つめを立てた。ぎりっとした痛みが顔にあらわれるより早く、サラは最後の力を振り絞しぼって〈手〉を精霊界に飛ばした。

　相手に与あたえたどす黒い怒いかりと痛みとが、瞬しゆん間かん、精霊の優位をも奪い去っていたのだ。精霊は通常、穏おだやかな人の心をこそもっとも好む。例外もあるが、それは自然そのものが荒あれ狂くるっているときだけだ。

　サラはふたたび炎で相手を包みあげようとした。

　が、いきなり頰ほおを殴なぐられてサラは仰あお向むけに倒たおれた。「あちぃ！」という叫びが頭上から聞こえてくる。サラの呼び出しかけた炎が相手の髪の毛をほんの少し焦こがしたのだ。サラはそのまま足で肩を押さえつけられ、低く呻うめいた。

「このっ……クソガキ！」泣き喚わめくような声が降りかかった。「おまえなんか、おまえみたいなズベタなんかママであるものか！　とっととくたばれ、くたばっちまえ！　生きてたって、手前てめえみたいなドブスじゃろくなもんにならねえよっ！」

　銃口がこちらをにらみつけていた。サラは身動き取れなかった。逆光となった相手の顔が真っ黒に塗ぬりつぶされている。黒い化け物に食べられる、と思った。そう、化け物だ。教会は魔法使いを化け物だというけれど、どうして自分たちこそがそうだと気づかないのだろう？

　お父さま──。

　お母さま。

　アウル……。

　わたし、馬ば鹿かね。みんなの目なんか気にしなきゃよかったね。復ふく讐しゆうなんてできっこないなら、女神なんて気取るんじゃなかった。でもそれが一番正しいと思ったのよ。本当よ。戦うんなら、前のままのわたしじゃいけないから……。少しでもお父さまの隣となりで、理想どおりの魔女をやってみせなきゃいけなかったから。それなのにあんたってば、本当、五年前とちっとも変わらない顔してさ！──よかったね。楽しかったんだね。五年間、何があったか教えてね。わたしにもその楽しみをわけてね。約束よ……。

「死ねっ！」

　サラはもがいていた四し肢しをぐったりと地面に落とした。もうすでに撃うたれたのだと思った。だから頑がん張ばらなくてもいいのだと。お母さまのところにいけるかしら──そう思った矢先。

〝駄だ目めだ！〟

　誰だれかの叫びが額のあたりを打ちのめした。

　はっと目を開けた。いままさに肥満体が引き金を引くところだった。

　どおん！

　瞬間、地面が波打った。

　下から誰かに蹴けり上げられでもしたかのように、全員の身体からだが宙に浮き、馬はバランスを崩くずしてそのほとんどが転てん倒とうした。

　トッドもハーバも硬かたい地面に顔をしたたかにぶつけていたが、その痛みより何より、彼らは信じがたいものを目もく撃げきした驚おどろきにこそおののいていた。

「何だよ、邪じや魔ますんなっ！」

　血走った目で肥満体が顔を巡めぐらした。

　もっと血走った目がそこにあった。まるで空間そのものが黒い色に引き裂さかれ、血を帯びた生々しい傷きず痕あとが偶ぐう然ぜん目の形になったかのよう。が、ぐるる……という唸うなりを聞くまでもなく、それは間ま違ちがいなく獣けものの双そう眸ぼうだった。




「なっ──」

　言葉をいっぱいの唾つばごと喉のどに詰つまらせたベビーフェイスは、次の瞬間、横よこ殴なぐりの突とつ風ぷうに遭あった。素す早ばやく身体を移動させる。彼は「自分だけの見えないドア」を持っており、それを使って数メートル単位を一瞬で移動することができた。伝説の魔将リュカールが「自分だけの空」を持っていると伝えられているが、おそらくそれと同じ種類のものなのだろう。

　が、まさか……本当に、それと同じく伝説に伝えられる獣が現れた？

「はんっ！」

　ベビーフェイスは鼻で笑った。振ふり下ろされた前まえ脚あしの一いち撃げきをかわせたことで、多少恐きよう怖ふも和やわらいでいた。

「下らない幻げん覚かくだ。こんなので怖こわがるのは貴様ら、三流の魔法使いだけだってんだよ！」

　二度、三度と宙に搔かき消えたベビーフェイスは、素早く獣の背後に回った。四つ足をついたその獣の頭の高さは三メートルほど。引き金を引いた。

〝はんっ！〟

　ベビーフェイスはよろめいた。〈声〉はまるでさっきの自分の笑い声を真似まねるかのようだったが、しかしそこに含ふくまれた意志の力は桁けた違ちがいだった。

　黒い剛ごう毛もうを生やした獣は宙を舞まっていた。ぎらついた牙きばがまっすぐに振り下ろされる。ベビーフェイスはふたたび「ドア」に逃にげこんだ。地面が揺ゆれた。獣が振り向く。裂けた口元がにたりと笑えみ崩れたように彼には思えた。

「何だよ……」

　ベビーフェイスは出っ張った自分のお腹なかをさすりながら言った。横に走った裂け目から血が洩もれ出ている。栓せんを中ちゆう途と半はん端ぱに閉めたままの蛇じや口ぐちみたいに、どこかだらしのない洩れ方だった。

「よけただろ……よけたじゃないかよ」

　つぶやきながらも、突とつ進しんしてくる獣めがけてさらに引き金を引く。銃じゆう口こうが二度、三度と震ふるえた。

〝その程度か、小こ僧ぞう！〟

　獣の咆ほう哮こうがベビーフェイスの脳みそを震しん撼かんさせる。巨きよ大だいなその姿は目の前から消えていた。これもぼくの真似か？──自己満足でにやっと笑ったベビーフェイスは、獣が素早い動きで自分を飛び越こえ、その背後に回っていたことに気づかなかった。

　鋭するどい爪つめが多量の風を孕はらみつつ、振り下ろされたことにも。

「ママ……！」

　ベビーフェイスは金きん髪ぱつの、豊かな胸をした理想の母親を脳のう裏りに思い浮うかべた。そしてそれごと引き裂かれた。




「ベビーフェイス？」

　ふと手を止めたスカーフェイスは、額に指を当てた。ベビーフェイスから〈声〉が届いたような気がしたが、すぐに消えたのだ。彼のほうから〈手〉を伸のばし、ベビーフェイスのほうを窺うかがってみた。応じる気配がその先で蠢うごめいた。

〝何かあったのか？〟

〝気にするな。楽しんでいるかい？〟

　陽気に声を張り上げてくる。スカーフェイスはふんと鼻で笑った。

〝あまりいい生いけ贄にえもおらん。そっちはどうだ？〟

〝似たようなもんだな。なあ、何で殺す？〟

　奇き妙みようなことを訊きいてきた。が、昔から殺しをいっしょにやってきた相棒がいちいち他人の癇かんに障さわるようなことを口にするのは珍めずらしいことでもない。目の前にこちらを見上げている少女がいる。いつでも殺せる獲え物もの。いつでも血の渇かわきを満たしてくれる生贄。それがスカーフェイスの気持ちに少し余よ裕ゆうを持たせてくれていたので、つき合うことにした。

〝知れている。いずれ、神の御み前まえに引き出されたとき、この手で狩かった背教者の数を報告するためだ。もう少しで一〇〇人を超こえる。だからおれはきっと名前も与あたえられ、天国への門も開かれるだろう〟

〝そうか。あと何人だっけ？〟

〝前にいる子供を含めれば、そうさな、五、六人程度だ〟

〝じゃあ、その全部を用意してやるよ〟

「何？」

　スカーフェイスは生の声を出した。何か、その〈声〉に相棒らしからぬ感情の色が混じった気がしたからだが、瞬しゆん間かん、背筋を冷たい風が撫なでるのを感じて彼は立ちすくんだ。「ひいっ」と女の子が悲鳴をあげたのはほぼ同時。

　振り向いた。

　複数の人ひと影かげがあった。黒っぽい煙けむりと粉ふん塵じんにまぎれてよく見えない。近づいてくる。

　スカーフェイスの瞳ひとみのない目がおののいた。それは、古びた甲かつ冑ちゆうを身にまとった人間──に似た、何かだった。だらりと垂れた腕うでには同じく古い刀とう剣けんやら槍やりやらが下がっている。腕のないものもあった。足がなく、両腕で這はうようにして進んでくるものもあった。顔は全部どれも腐くさっていた。男か女か、若いのかそうでないのかの区別もつかないその顔はしかし、明確な感情を露あらわにしていた。剝むき出した茶色い歯を上下に揺らし、カタカタと笑っていたのだ。

「ほうれ、来てやったぞ！」ひとりが喚わめいた。

「五、六人などと曖あい昧まいな数を出しおって。こういうときは多いほうの数に合わせたほうがよかろうと、結局六人で出向くことにした。感謝せいよ」

　ひとりがぶつぶつ言い、

「ああっ、お嬢じようさんが泣いておられる」

「面めん頰ぼおを下ろして顔を出すなと言ったろうが！　どいつもこいつも顔色の悪い、肉の腐った顔を並べおって！」

「おまえも同じだろうが。大体、貴様には片目しかないが、おれには両目とも健在だ！」

　喧けん嘩かするものまであった。スカーフェイスは、絶え間ない時間の流れからひとり取り残されたという魔ま法ほう帝てい国こくハイア七代目皇こう帝ていのように、その場にじっと止まったまま動かなくなった。

〝何だ、これは。おれの目は、何を見ている〟

　スカーフェイスの目は父親に奪うばわれていた。その代わり、視覚を奪われたのをきっかけに、彼は自らの自我を明確に分けられるようになった。そうしてつくった〈手〉で宙をまさぐり、その感かん触しよく──主に対象物の凹おう凸とつ──を映像に変えて脳に結ぶことで、彼は実際の肉眼にも劣おとらない視覚を手に入れていた。

〝見たままさ〟

　ベビーフェイスは──いや、それを真似まねた何者かは──けたけたと笑った。

〝六人いるぞ。殺してみろよ。ああ、でももう死んでいる連中ばっかりだからな。神さまが殺した背教者の数にカウントしてくれるかどうかは微び妙みようだけど、くすくす〟

　言葉にして笑うところまでそっくりだ。スカーフェイスはそのとき、熱い何かが身内をよぎるのを感じた。身体からだの隅すみ々ずみまで燃やすようなそれは、怒いかりの感情だった。

「おのれ──」ぎりぎりと嚙かみ合わせた歯から彼は唸うなりを発した。「愚ぐ弄ろうしおって。ふざけた幻げん覚かくをおれに見せているのだな。この愚おろか者めが！」

　彼はベビーフェイスと同じ誤解をして、ナイフを数本取り出すと、いきなり古代の甲冑を着た兵士めがけて投とう擲てきした。

　それぞれの喉のどに、額に、胸に──どれも致ち命めい傷しようとなり得る場所に切っ先を潜もぐりこませていく。

「ぎゃああ」

「うおおお」

「ひいいい」

　ひとしきり兵士たちは苦しみもがいた。それからひと呼吸ほど置いて、

「……ふむ。こんなものかの？」

「いやあ、なかなか迫はく真しんの演技だった」

「いや、もうひとつだな。血のりのひとつも欲しいところだ。あそこにたくさんあるから、ひとすくいほど持ってくればよかった」

「馬ば鹿かめ、小道具に頼たよる奴やつほど素人しろうとなのだ」

　スカーフェイスはあきらめなかった。何度も何度もナイフを投げた。そのたびに「ぐへええ」だの「うがあ」だの叫さけんでいた亡もう者じやたちは、すぐにそれに飽あきたのか声も出さなくなり、やがて腐った足で前進を再開させた。

　総身をたぎらせていた熱い怒りはいまや、凍いてついた氷河そのものだった。筋肉まで凍こおりついたようになって、腕を振ふる仕草ひとつ満足にできない。スカーフェイスは、いままで追い詰つめてきた獲物たちが死の寸前にこうした症しよう状じようを見せるのを何度か目もく撃げきしていた。滑こつ稽けいなその仕草は何度思い出しても笑えたが、やがてスカーフェイスはこれこそが恐きよう怖ふなのだと思い知った。

「ひい」

　何ということだ。

　思い出したぞ。おれは、自分の名前を。

「やめて、やめてくれ」

　何ということだ。

　おれのすべての感情をよみがえらせ、名前すらも記き憶おくの底からすくい上げようとは。神ではなく──それと敵対する魔こそが！

「殺さないでくれ！」

　いままで犠ぎ牲せい者しやたちが洩もらしてきた言葉を、スカーフェイスは喉の限りに叫んでいた。こんなのは理り不ふ尽じんだ。なぜいま自分がここで死ななければならないのか、明確な理由などどこにも見当たらない。

〝おまえの殺してきた九四人だか九五人も──〟

　死者とは別の声がスカーフェイスの眉み間けんのあたりを打った。

〝同じことを言ったはずさ〟

「うわああああ！」

　おれは神への愛を理解できなかった。だから行動で示してきただけのことだ。それなのに、それなのになぜ。理由を見み出いだすこともできないまま、スカーフェイスは死の行進に巻きこまれ、やがてその姿を見えなくさせていった。




　アウルは玉座の間に腰こし掛かけたまま、様々な方向に伸のびた〈手〉を同時に操あやつっていた。

　だがそれももう限界に近かった。

　特にザベルがいけない。この巨きよ大だいな狼おおかみはもっとも本能の部分が強いため、少しでも油断するとあっさり〈手〉を振りほどいて暴走してしまいかねない。おまけに、予定よりも引き返すのが遅おくれてしまった。敵の騎き兵へい隊たいを追い払はらっただけでも相当に骨が折れる作業だったのに──戦せん闘とう行こう為いそのものが難関だったのではなく、相手の血を見たザベルが興奮しすぎてしまい、抑おさえるのにひと苦労したのだ──、助けた子供たちのほうが暴走しはじめたのである。

（ザベルだ！）

（やっぱり魔ま王おうさまがいらっしゃるんだ。おれたちを助けに来てくださったんだ！）

　そんなふうにはしゃいでしまい、ついには、

（いいや、ひょっとしたらカルマさまこそが魔王だったんじゃないのか！　前からそう思っていたんだ。みんな戻もどろう。ぼくたちも、魔王さまと肩かたを並べて教会を叩たたきのめすんだ！）

　いつもは冷静なはずのトッドまでもが頰ほおを紅潮させてそう叫び、皆みなを先導して城のほうに戻ろうとまでしはじめた。それに比べると、「お姉さん」のサラはまだいくらか冷静だった。どこか恐おそろしそうに、そしてどこか不可思議そうにザベルを見上げ、子供たちに近づきすぎないよう厳しく命令もしていた。

　が、さしものサラも、舞まい上がっている子供たちを完全には抑おさえきれなかった。仕方ない。アウルはいったん〈手〉をザベル一本に集中させた。細心の注意を払わねばならなかったからだ。

　ザベルは騎兵隊を追い払った直後、丘おかの上に陣じん取どって周囲を睥へい睨げいしていたが、突とつ然ぜん、かっと口を開くと、近づきかけていた子供たちに向かって鋭するどい吠ほえ声を放った。びりびりと子供たちの服が震ふるえる。びっくりした彼らへ、ダメ押しとばかりにザベルは前まえ脚あしを振り上げて見せた。

（こっちよ！　急いで！）

　サラがまるで──あり得ない話だが──アウルの意を汲くみ取ったかのようにすかさず子供たちの手を引いて走りはじめていた。城とは逆方向だ。魔眼によって、そちらの方向にロゲル率いる地ち竜りゆう隊たいがいるのは確かく認にん済みだったので、とりあえずは安心して、ようやくザベルを城に戻すことができた。

　ほぼ同時に、敵に見つかっていたメルの救出にも成功した。サラやメルを襲おそっていたのが魔法使いらしいのが気にかかったが、アウルに余計な考え事をする余よ裕ゆうはなかったので、どちらの魔将も素早く戻すことのみに専念した。

　そして、それで限界だった。

　アウルは玉座の上で息苦しく喘あえぎ、しばらく肥大しすぎた自意識を元に戻すのに時間を要した。

　ローラナは相変わらず眠ねむりの中にあり、もはやそれ以上の力は望むべくもない。アウル自身の精神力も限界線をとうに越こえており、この数分の間だけでいっぺんに一〇も二〇も年を喰くったような気さえしていた。

　──ぼくは、どうしよう……。

　頭に明めい滅めつする言葉さえもが、緩かん慢まんとした動きでしか働かなかった。たとえ敵に占せん領りようされたとしても、ここがたやすく見つかるはずはないと思うのだが、しかし相手側には魔法使いがいたのだ。どちらも斃たおれたとはいえ、他ほかにいないという保証はどこにもない。優すぐれた魔法使いならば玉座の間も発見してしまう恐れがある。

　──逃にげなきゃ……。

　カルマやサラと合流するのだ。と、玉座からよろめきつつも立ち上がろうとしたアウルの頭を、ふと目に見えない糸がその場につなぎとめた。まだ魔眼と重ねた〈手〉がほんのわずかな意志の力を経て残されていたのだ。アウルは無意識のうちにそれを引き戻そうとしたが、

　──!?

　驚おどろいてその場に立ちすくんだ。

　魔眼には、カルマ・ウェインが映し出されていたのだ。カルマは森を取り囲んだ地上部隊めがけて獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくをしていた。彼ははじめてカルマの魔法を見た。それはおそらく、彼の知る限り最強の魔法使いであるレイナー・レイバックにも劣おとらないと見える力だった。

　カルマは体長五メートルほどの魔獣グリフォンを駆かっていた。上半身は鷲わし、下半身は獅し子しという、極きわめて珍めずらしい生物で、アウルも幼い頃ころにウェイン邸ていで見たことがある。何という名前だったっけ──疲つかれた頭で記き憶おくの糸を手た繰ぐる間にも、グリフォンの背に跨またがったカルマはその上から火の矢を打ち、風の刃やいばを敵めがけて吹ふき下ろし、そして森をも味方につけて土や木を自在に操って敵の攻こう撃げきを避さけながら、騎兵たちを薙なぎ払い、装そう甲こう車しやの小型砲ほう台だいを吹き飛ばして、なおも戦いへと身を投じていく。

　彼は同時に一〇も二〇も〈意識の手〉を操っていた。精せい悍かんな横顔が炎ほのおの照り返しを浴びている。目には恐ろしいまでの光が宿りながらも、しかし積み重なった疲ひ労ろうの色までは隠かくしきれていない。

　敵は続々と魔王城正門前に集まりつつある。すでに爆ばく撃げきはやんでいたが、その代わり、地上部隊が完全に城を包囲していた。

　空高く舞い上がったグリフォンめがけ、銃じゆうや小型砲台からの火線が集中する。間を縫ぬうように空を駆け抜ぬけたグリフォンは、茂しげみに隠れて銃じゆう撃げきを行っていた兵士たちの頭上に襲いかかった。ヘルメットを裂さかれて転がる兵士たち。しかし別方向にも騎兵は潜ひそんでいた。グリフォンの翼つばさの根本近くに銃撃が突つき刺ささる。緑っぽい血を散らしながらも、魔獣はなおも突とつ進しんをつづける。

　もはやカルマの敗北は時間の問題だった。

　──逃げて……。

　アウルは思わずカルマに〈意識の手〉を伸のばそうとした。お願いだ、カルマさま。逃げて！

　まるでその祈いのりが通じたかのように、カルマはグリフォンもろともいままで以上の高度に飛び上がった。敵をひきつけておくのも限界だと判断したのだろう。追いかける銃火を、左右に飛んでよけつつ、城二階のテラスへと身を投じていく。

　ただひとつアウルの〈手〉とつながった魔眼では、もはやそれ以上カルマの姿を追えなかった。敵が何やら号令を出して、城の中へ突とつ撃げきしていくのが見えるばかり。

　アウルは今度こそ〈手〉を打ち切り、彼も外に出ようとした。

「おいで」

　さっきまで魔ま力りよくを行使していたゼナを腕うでに抱だく。アウルは彼女を経由して生ける死者──レギオンたちを操あやつっていたのだ。そうすればただひとつの〈手〉だけで複数の死者を操ることができる。

「ごめんね。ぼくじゃ、これが限界だった」

　なーお、と鳴くゼナを抱きしめながら、玉座の間を出ていく。

　魔王城のことは気にかかるものの、いまの彼ではどうしようもなかった。おそらく散り散りになった反乱軍の中にガイツの姿もあるはず。今度こそカルマさまにすべてをお話しし、ガイツの知識をも借りながら、魔王城を奪だつ還かんする作戦を立てるのだ。

　彼はいまや戦いにためらいを感じていなかった。城を覆おおった火は彼の心身にも熱となって宿っており、戦いの興奮がアウルをいっぱしの兵士に変えていた。

　そして──彼は知らぬことながら──それはサラ・ウェインと同様、ただの錯さつ覚かくに等しいものだった。

　ここに来る際に使用した地下トンネルを走り、例の奇き妙みような石造建築物の中に出る。

　あの気配はやはり途と絶だえたままだった。

　そのまま外に出た。

　いよいよ強くなった陽ひ射ざしがアウルの肌はだを焼く。

　瞬しゆん間かん、

「こっちにもいたぞ！」

「魔法使いだ！」

　叫さけび声がアウルの五感へと突き刺さった。

　後ろを振ふり向くまで、なぜかスローモーに時が運ばれていくようにアウルには思えた。

　ごおっ──。

　何かが近づいてくる。後ろに向かわせかけていた視線を上向ける。

　戦せん闘とう機きがちょうど頭上をよぎるところだった。近い。機体のつぎはぎさえ見える距きよ離り。

　腹の底にまで染しみ渡わたるようなエンジン音のせいで、アウルにはそのとき他の何も聞こえなかった。

　兵士たちの叫びも──そして、彼らの放った銃じゆう声せいも。

　すべて轟ごう音おんに吞のまれていた。

　頭上を飛び過ぎていくその戦闘機の側面に、剣けん士しロドーのエンブレムが見えた。

　その英えい雄ゆうを始祖とする王国ロドーにさえ使用するものの少ないエンブレム。それを機体の横っ腹に好んで描えがくパイロットを、アウルはひとり知っていた。

　──シーラ・アランス!?

　驚おどろきの表情は、痛みを感じた前か、そのあとか。

　戦闘機が飛び去り、音声のよみがえった世界にあって、

「やったぞ！」

「油断するな、死んだあとでも魔法使いは襲おそってくるんだ！　次は頭を狙ねらえ！」

　その叫びははるか彼方かなたから聞こえてくるようでもあった。

　アウルは熱いものを脇わき腹ばらに意識した。熱いものはあっという間に侵しん食しよく範は囲んいを広げ、急激な勢いで喉のどもとまでせり上がってくる。自然に口が開いた。

　真っ赤な血のりがこぼれ落ちる。

　アウルはそして──

　自らの吐はいた血の色に染まった草地に抱かれ、今度こそ真まっ暗くら闇やみの中へとひたすらに落ちこんでいった。
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　じりじりとした強い陽射しが照りつけていたかと思えば、空一面を黒い雲が覆い尽つくすのはあっという間だった。

　この季節、辺りは天候がひどく変わりやすいらしい。

　おりから降りはじめた雨は勢いが強く、兵士たちは苛いら立だちと不平の声をあげた。十日ほど前に嵐あらしに見み舞まわれてぬかるんでいたはずの大地もいまやすっかりひび割れていたので、むしろ嬉き々きとして水分を吸いこんでいく。

　雨の波は紋もんを散らした大地を行進していた兵士たちのうち、ひとりの若い男が、ふと隊列を外れて茂しげみの近くに屈かがみこんだ。

　泥どろだらけのポシェットが目に留まったのだ。中を見ると、一枚の古びた画用紙が入っていた。丸めてあったそれを広げる。クレヨンの太い色が多た彩さいに、そしてめちゃくちゃに躍おどっていた。

「何だ？　下手な絵だな。ガキの描かいたやつか？」

　後ろから別の兵士が声をかけてきた。

「そうかな？　悪くないと思うが」

　最初の若い兵士はなぜか不ふ機き嫌げんにそう言って、ポシェットに画用紙をふたたび入れると、それごと持って立ち上がった。声をかけてきたほうの中年の兵士がふと声をひそめて、

「悪いな。ひょっとして、誰だれかの遺品だったか？」

「おれは知らないよ。が、その可能性もあるからな。一応拾っておく」

「ふうん、律りち儀ぎなもんだな。こっちの被ひ害がいは少ないとはいえ、それでもいちいち遺品を拾おうと思ったらきりがないぞ。──なあ、それと。ちょいと訊ききたいんだが、おまえんとこの小隊はみんなどうしちまったんだ？」

　さっきよりも声を小さくして訊いてきた。どうやら声をかけてきた本題はこっちだったらしい。

「何がさ？」

「一個小隊で待ち伏ぶせしてたんだったよな。なのにどいつもこいつも、ザベルが出た、ザベルが出た、って怯おびえちまって、ほとんどが医い療りよう班はんの世話になってる。ザベルってのはあれだ、伝説の化け物のこったろ」

「詳くわしいなあ」

「シーラ伝記くらいは読んでるよ。なあ、この森にゃ昔っから曰いわくありげな話がいっぱいあるっていうじゃないか。ザベルくらい出てきたって不思議じゃないかもしれねえ。おまえはそれで、そのザベルってのを見たのか、どうなんだ？」

　好こう奇き心しん剝むきだしに訊いてくる。若い兵士は肩かたをすくめた。

「さあ。おれは小隊とはぐれちまったんでね。中隊に戻もどってからは、城内でカルマ・ウェインを追う任務に急きゆう遽きよつかされていたから、よくわからんな。ろくな手て柄がらをあげられなかったから、ホラでも吹ふいているんじゃないか？」

「ははは、手厳しいな。どうせこれから夜どおしの追つい撃げき作戦だ。手柄なんざいくらでも立てられるチャンスがあるってのによ」

「多分な。なあ、これ、何に見える？」

　兵士はまた画用紙を広げていた。中年はちらりと彼の肩かた越ごしに覗のぞきこんで、眉み間けんにしわを寄せた。

「あー、うん、かろうじて人の顔に見えるな。だけどこりゃひでえ。よほど描いた奴やつは絵の才能がないか、モデルに恨うらみでもあったに違ちがいないぞ」

「そうかなあ」若い兵士は頭をひねる。「おれはむしろ、はちきれんばかりの愛情を感じるがね」

「おーい！」

　誰かがこちらに大声を投げかけた。

「隊列を乱すな。ウーリー、戻れ！」

「やれやれ」

　ウーリーと呼ばれた兵士はふたたび肩をすくめ、ポシェットに画用紙を戻すと、中年の兵士に挨あい拶さつをしてから小走りに隊のほうへ戻っていった。

「王女さまに手て土産みやげか？」

「故郷に帰ったら会う約束してるんだって？」

　隊の同どう僚りようにポシェットをからかわれながら、ウーリーは行進を再開する。が、すぐに足元に転がっていた身元不明の死体にいったん気を取られかけた。目の落ち窪くぼんだ、やたらに大きなその男は、魔ま法ほうで切り刻まれたのか身体中に傷をこしらえながらも、不思議な微び笑しようを唇くちびるに刻んでいるように見える。また怒ど鳴なられそうになったので、ウーリーは今度こそ歩きはじめた。

　彼が所属していた小隊は皆みな、魔法使いの操あやつる幻げん覚かくにでも頭をやられたのか、ウーリー以外の兵士は前後不覚に陥おちいっていたのだが、中隊そのものは意い気き軒けん昂こうとしていた。

　ゲリラの領りよう袖しゆうカルマ・ウェインを見事仕留めたからである。

　その後、一昼夜かけてのゲリラ掃そう討とう作戦が森の近辺で行われた。しかしそれ以後の作戦でははかばかしい成果は得られず、城の制圧に残した一個中隊以外、パリス軍は首都に凱がい旋せんすることと相成った。

　首都では凄すさまじい歓かん迎げいが予想されたので、兵士たちは皆みな浮うかれていた。

　何しろ伝説に語り継つがれることになるだろう英えい雄ゆうと肩を並べて戦い、おまけに素す晴ばらしい戦果を引っさげての帰き還かんとなったのだ。

〈反乱の旗手〉こと連合の裏切り者──カルマ・ウェインの首級をあげたその部隊の司令官は、もはや言うまでもなく、シーラ・アランスその人だった。







　あとがき







　前回、アウルとその仲間たちは旅に出ました。

　魔ま王おうの遺産を図はからずも受け継ぐことになった少年アウルはしかし、いまだ自分の進むべき道を見み出いだしてはいません。

　この力をいかに使うべきか？

　ガイツの言ゆうように、魔法使いたちのトップに立って教会連合軍と戦うのか？　それとも、魔王としてこの戦いをやめさせるべきなのか？

　しかし、どちらをやるにしても──果たして、どうやって？

　……そんな迷いを胸に抱かかえたまま、彼かれはガイツに導かれて次の魔王城へと向かいます。

　そこで出会う新しい顔たち。と同時に、ふたたび出会う懐なつかしい顔。

　混こん沌とんとした時代、彼は自らの道を見つけ出すことができるのでしょうか？




　──というわけで、ここにお送りします、『てのひらのエネミー』第三巻。

　アウルの葛かつ藤とう、そして冒ぼう険けんをお楽しみください。




　さて。

　いつも「あとがき」のネタ探しには悩なやんでいる自分ですが、今回はスニーカー文庫をはじめとするヤングアダルト小説には欠かせない「イラスト」について、ほんのちょこっとお話ししたいと思います。

　小説と挿さし絵えの関係については、作者やイラストレーター個人個人がそれぞれの考えを持っていると思うのですが、ぼくの好きな作家さんのひとりである山やま田だ風ふう太た郎ろう氏の『八犬伝』という作品に大変面おも白しろい記述があります。




「だいたい絵入りの読物なら、絵は作者と同等だよ」




　これは、かの巨きよ匠しよう画家・葛かつ飾しか北ほく斎さいの台詞せりふとして書かれている言葉です。では北斎がそう言っている相手は誰だれかというと、こちらも巨匠、かの滝たき沢ざわ馬ば琴きん。北斎は、その馬琴が『南なん総そう里さと見み八はつ犬けん伝でん』以前に書いた大作『椿ちん説せつ弓ゆみ張はり月づきの挿絵を務めたことがあったのです。さらにその後、地の文で、




　現代なら、小説家をピッチャーとするなら、挿絵画家はキャッチャーではない、バッターだ、と北斎はいったにちがいない。




　とつづきます。

　実際の葛飾北斎が本気でそんなことを言っていたり、考えていたかどうかまではわかりませんが、いかにも飄ひよう然ぜんとした天才といったイメージのする北斎らしい考えではないでしょうか。




　挿絵とは決して文章の添そえ物ではなく、それそのものもまた一個の独立した作品なのでしょう。

　ぼくと桐きり原はらさんは『てのひらのエネミー』を通じ、現在、それぞれの作品世界においていくらかの部分を共有しているともいえます。

　そのことを誰よりも誇ほこらしく思いつつ、しかしそうであるがゆえ、桐原さんのパワーに押されるあまりに文章のほうが〝桐原いづみのてのひらのエネミー〟の添え物になってしまわないよう、よりいっそうの精しよう進じんを、と常に向上心と緊きん張ちよう感かんを抱いだいてなければなりません。

　そう、まさに『八犬伝』の北斎が言うように、小説家と挿絵画家はこれ以上にない協調関係にあると同時、これ以上にない好敵手ライバルでもあるのです。




　……何だか分不相応な戦いに挑いどむ少年魔王の気分を、作者自身が味わってしまったところで、この「あとがき」を終えたいと思います。

　この巻で登とう場じようする新あらたな登場人物たちを、桐原さんがどういう世界で表現してくださるか楽しみにしながら──それではまた。
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